は じ め て 学ぶ 
COuicCk 如 和 ASIC 


織田 純一 閉 














は じ め て 学ぶ 
Cuick BASIC 


織田 純一 填 











OulCk BASIC は 米国 マイ プロ ソノ フト 社 の 登録 商標 で す 
MS-D 〇 OS は ほ は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 





一 新 し い ス タイ ル の コン ピュ ー タ 言語 


コ ュ ン ピュ ー タ 購 語 の 新しい ぃ スタ イル が 生ま れ ま し た 。 

Quick BASIC で す 。 

BASIC と いう と 、「 実 行 が 遅い 」 「 構 造 化 が で き な い 」「GOTO 文 の 多 
4 ラム が 見 に くく な る | な どの 陰口 を ささ や か れ て きま し た 
が 、 こ こ に 紹介 する Quick BASIC は 、 全 く 新 し い 言語 と いっ て いい ほぼ 
ど 内 容 を 異 に し て いま す 。 

基本 的 な 命令 は 、 互 換 を 取る た め に 従来 の BASIC に 似 て いま す が 、 
実力 は 数 段 上 と いっ て も いい で し ょ う 。 

[構造 化 が で き な い | と いう 点 は 、 今 まで 邪魔 で あっ た 行 番号 を 取り 
払う こと に より 解消 され 、 無 意識 の うち に 構造 化 を 行 な を る よう に ゐ 。 
まし た だ 。 

また 、 こ れ に より 、 プ ログ ラム の ガン と まで 呼ば れ だ た GOTO 文 を 一 
切 使わ な いで も プロ グラ ミン グ す る こと が で きま す 。 

実行 速度 に つい て も 、 従 来 の イン タプ リタ 型 の BASIC と 違い 、 一行 
一 行 実行 する 度 に 機械 語 に 翻訳 し な いた め 、 そ の 速度 は は る か に 高速 
で ず 。 


田 単 邊 で 実行 で きる コン バイ ル 型 の 言語 


Quick BASIC で は 、 ど の よう な 方 法 で プロ グラ ム の 実行 を 行 4 
いる の ゆ の でしょ うか 。 

実は 、 今 流行 の C 言 語 な ど と 同じ 、 コ ン パ イル 型 の 言語 に な っ た の 
な 先 a 

つま り 、 こ れ ま で 一 行 一 行 プ ログ ラム を 翻訳 し て いた の と は 違い 、 
あら か じ め ま と め て 機械 語 に 翻訳 し て お きま す 。 


その 結果 、 翻 訳す る 時 間 が 短 縮 で き 、 ひ いて は プロ グラ ム の 実行 束 
度 に も 影響 を 与え を る の で す 。 

こう し て 出来 上 が っ た プロ グラ ム の も う 一 つの メリ ッ ト は 、 た と を 
ば MS-DOS の FORMAT コ マン ド の よう に 、 単 独 で 実行 で きる こと で 
す 。 つま り 、 従 来 の MS-DOS 版 の り の BASIC の よう に 、BASIC ラ イブ ラリ 
が 必要 あり ませ ん 。 

また 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ や FUNCTION プ プロシージャ な ども 、 従 来 
の BASIC に は な か っ た 概念 で す の で 、 十 分 な ペー ジ を 割 き まし た 。 


田 初 めこ プロ グラ ミン グ す る 人 の た め の 解 説 


本 書 は 、 こ うし て 生ま れ 変 わっ た BASIC の 解説 書 で す 。 

変数 の 概念 や 取り 扱い 方 、 条件 分 岐 の 記述 方 法 な ど 、 Quick BASIC 
の 基本 を 、 す べ て サン プル プロ グラ ム 付 き で 解説 し まし た 。 

取 切 は 本 当 に 簡単 な プロ グラ ム ば か り で すか ら 、 そ の と お り に 自分 
で 入力 し て 、 実行 し て くだ さい 。 だ ん だ ん と 、 プ ログ ラミ ング 言語 の 
概念 が は っ きり し て くる は ず で す 。 

最後 に は 、 グ ラフ ィ ッ ク の 基礎 まで 扱え る よう に な っ て いま す 。 


田 目 分 で 作る ブロ グラ ム 


最近 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ と いう し と 市 販 の パッ ケー ジ ソ フ ト が 
主流 と な っ て いま す が 、 自 分 の し た いこ と を 100% 満 た し て くれ る ソフ 
トド は あり ませ ん 。 

目 分 で 作っ た プロ グラ ム な ら 、 画 面 の 色 が 気に入ら な か っ た り 、 自 
分 に は 必要 の な い 機 能 ば か り 目 に つく な ど と いう こと は あり ませ ん 。 
(Quick BASIC で 目 作 する プロ グラ ム で も 、 パ ッ ケ ー ジ ソフ ト に 負け 
な いく らい 、 素 晴らし い 性 能 を 持っ た も の が 作れ ます 。 

が ん ば れ ば 、 き っ と あな た の 満足 する プロ グラ ム が で きる は ず で す 。 

本 書 が その 手助け に な れ ば 、 著 者 と し て これ ほど 嬉し いこ と は あり 
ませ ん 。 


田 簡 単 な こ と を 積み 重ね て いこ つ 


最後 に な り ま し た が 「 プ ログ ラミ ング を する 」 と は 、 決 し て 難し い 
こと で は あり ませ ん 。 し か し 、 最 初 か ら 複雑 な こと を すれ ば 、 そ れ は 
難し い に 決 っ て いま す 。 

ー つ 一 つつ 簡単 なこ と を 積み 重ね て いく の で す 。 

そう すれ ば 、 今 まで で き な か っ た よう な 難問 で も 、 き っ と で きる よ 
ラ 古 な り ま う 。 





1989 年 3 月 
引 田 純一 
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佐 来 の BASIC (DISK BASIC、IMS-DOS 版 N。。 
BASIC) と QOuick BASIC は 、 細 か な 点 で 微妙 に 違い ま 
学 。 

これ か ら 初 め て BASIC を 学ば うと いう 方 に は あま 
り 関係 が あり ませ ん が 、 なんらかの 形 で 人 従 来 の BASIC 
や 他 の プロ グラ ミン グ 言 語 を 和 ー っ た こと が ある 人 の た 
め に 、 ま ず 従 来 の BASIC と Quick BASIC の 違い 、 す な 
わ ち Juick BASIC の 特長 を 述べ て お きま す 。 





第 1 音 Quick BASIC と N88BASIC 





行 番号 を 意識 し な く て も よく な つた 

佐 来 の BASIC で は 、 行 番号 を 先頭 に 記述 し 、 そ の 次 に ステ ー ト メン 
prrhy Pa て いま し た が 、 Quick BASIC で は 、 行 番号 
を 意識 し な く て も プロ 本 

必要 で あれ ば 従来 どう り 行 番号 を 記述 する 方 法 で プロ グラ ミン グ も 
出来 ます 。 

し や PASCA 上 な どの コン パイ ラ 言 語 で は 、 以 前 より 行 番号 に と ら わ 
れ な い プ ログ ラミ ング が 可能 で し た 。 つま り 、BASIC だ けが 行 番 号 を 
付け て いた と いう こと に な り ま す 。 そこで 、BASIC で も それ ら の 言語 
に 準拠 する た め 、 行 番号 を 取り 払っ た と いう こと で し ょ う 。 

し っ か り し た プロ グラ ミン グ を 行なえ ば 、 行 番号 な ど 全 く 必 要 あ り 
ませ ん が 、 人 従来 の BASIC で 作成 され た プロ グラ ム を QAJuick BASIC に 
移植 する 場合 に は 、 ど うし て も 行 番号 が 必要 に な っ て きま す 。 

そこ で 、 行 番号 付き で も プロ グラ ミン グ が 可能 な よう に な っ て いま 
記 





@ 人 従来 の BASIC 


SAVE "CALC. BAS“ 
1000 





Quick BASIC 


"Program name : CALC. BAS 
Lu し 。 まま EL 


し し S 
PRKINI "CALC PROGRAMS“ 





15 





_ 第 1 意 Quick BASIC と N88BASIC 





サブ ルー チン に 新しい 概 葛 の 導入 
佐 来 の BASIC で は 、 サ ブル ー チ ン と いえ ば "GOSUB"” し か あり ませ 
ん で し た が 、QAuick BASIC で は 、 こ の 他 に “SUB プロ シー ジャ ” の 概 
飼 が 導入 され まし た 。 
GOSUB は 、 従 来 ど うり 行 番号 と ラベ ル で 呼び 出し ます が 、SUB プ ロ 
シー ジャ の 場合 で は 、 宣 言 を 行なっ て サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 
また 、GOSUB の 場合 に は 変数 を どこ で 使っ て も 全て の ルー チン に 
影響 し ます が 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 場合 に は 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ 内 で 





違い ます 。 

これ ら の 使い 方 は 、 実 際 に プロ グラ ム ソ ー ス を 見 な いと 分 か ら な い 
と 大 M> ま す 。 

本 書 で は 、 第 10 章 で 「 サ ブル ー チ ン 」 に つい て 詳し くま と め て あり 
ます 


@ GOSUB を 使っ た ブ プログラム 













10 *SAVE "CALC. BAS" 
20 GOSUB 1000 

30 CLS 

40 PRINT "CALC PROGRAMS" 










"まま まし 擬 
1U010 FOR X ミ = 1 TO 7 
1020 COLOR XX 





1100 NEXI 欠 
1110 REIURN 


第 1 章 Quick BASIC と NasBASIC 
@SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 使っ た プロ グラ ム 


DECLARE SUB IIILE (OO 
"Program name : CALC. BAS 
に 1 ま 1LE 


し じ 上 し 
PRINT “CALC PROGRAMS“ 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー デ ャ ーーー ' 
SUB 」」」L し PE 
POE えー 』 9 P 
COLOR X SUV プ ロ シ ー ジ ャ 
ーーー ーー ーー 
人 ーー mm es EE 
NEXI XX 
END SUB 


言語 自身 を 拡張 で きる 

佐 来 の BASIC は 、 既存 の ステ ー ト メン ト 平 関数 を 使う こと 晴 科 朋 
ませ ん で し た が 、QJuick BASIC で は 自分 で 使い た い 関数 を 作成 し 、f。 
の 関数 な ど と 同じ よう に 使う こと が で きる よう に な り ま し た 。 

言い 替え れ ば 





言語 を 拡張 で きる 


つと と に に なり ます 。 

方 法 は "FUNCTION プロ シー ジャ "を 使っ て 関数 を 作成 し 、Quick 
BASIC 付 属 の ライ ブラ リマ ネー ジャ で デフ ォ ル ト の ライ ブラ リ に 登 
上 K し ます 。 

この 方 法 を 用 いれ ば | カー ソル 位置 を 指定 する と 同時 に 画面 に メッ 
セー ジ を 出力 する 関数 が 欲し い 」 と 思え ば 、 DPPE た ュ と PRINT 文 を 
組み 合せ て 関数 を 作成 で きま す 。 
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関数 を 目 分 で 作る 」 と いう の は 、 人 従来 の BASIC で は 想像 も 付か な い 

こと な の で 、 難 し いこ と の よう に 思え る と 思い ます が 、 実 際 に 操作 を 
行なう と 「 な て ん だ 、 簡 単 ジ ャ ン ! 」 と 感じ る ほど 、 特 別 な こと は 行 
な いま せん 。 


@ 関数 を 使っ た ブ プログ ラム 


DECRARE FUNCTION LPCX AS INIEGER , Y AS INIEGER , Z AS SIRING) 
| 


DUMMY = LP(10 ,。15 。“" ハ "ー ソ ナル DataBase Ver2.10“ 関数 呼出 し 
| 


FUNCTION LP(X AS INIEGER , Y AS INIEGER 。 Z AS SIRING) 
LOCA TE 人 た | 考 
ーー 





」 関数 本 体 
END FUNCTION 


細か な 変更 点 に 注意 





(Quick BASIC で は 、 従 来 の BASIC で 使わ れ て いる ステ ー ト メン ト 
や 関数 の ほとん ど が 使え ます が 、 一 部 、 細 か な 変更 で 使用 不可 能 と な 
る ステ ー ト メン ト ・ 関 数 が あり ます 。 

カー ソル 位置 を 特定 する LOCATE 文 を 例 に 挙げ て みる こと に し ま 
し > よう 。 

條 来 の BASIC で は 、LOCATE 文 の も っ と も 最小 の 表現 は 、“ 0 ” か 
ら 始 まり ます が 、Quick BASIC で は “1 ”" か ら 始 まり ます 。 

LOCATE 文 の 開始 位置 が 違う た め 、 従 来 の BASIC の プロ グラ ム を 
その まま 使用 する と 、 


引数 が 許さ れる 二 囲 で は あり ませ ん (ERR=5) 


と いう エ ラプ ラー と な り ま す 。 
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これ と 同様 に 、BEEP 文 な ど で は 、“3 まで の オプ ショ ン が あり ま 
し た が 、 Quick BASIC で は 若干 こ と な り ま す の で 、。 ブ ログ ラミ ング に 
際 し 、 注 意 が 必要 で す 。 


@ 細 か な 変更 点 が 加え られ た と ころ 


LOCATE この 範囲 は 許さ れ な い 
PRINT MSG1 

BLS 

FOR COUNT = 1 TO 3 


_BEEP |3 ビ ーーーーーー 引数 が Quick BASIC で は サポ ー ト され て いな い 
NEXI COUNT 





Quick BASIC で プロ グラ ミン グ を 行なう 際 の 従来 の BASIC と の 相 
違 点 を 見 て きま し た が 、 こ の ほか に も まだ 違う 点 が 少し だ け 残 っ て い 
作 す 。 

し か し 、 こ こ に 挙げ た 相違 点 を 把握 し て お くだ け で も QAuick BASIC 
で の プロ グラ ミン グ が 楽に な る と 思い ます 。 

あと は 、 問 題 が 生じ た 時 点 で 解 語 し て いき ます 。 


較 本 書 の プロ グラ ミン グ ス タ イ ル に つい て 


さて 、 本 書 で は 他 言 語 へ の 配慮 も 含め 、| 行 番号 を 意識 し な い 
BASIC」 と いう こと を 念頭 に お いて 、BASIC の プロ グラ ミン グ を 解説 
し で きき 表す 。 

[ 行 番号 | が ある と 、 つ い GOTO 文 が 使い た く な り 必 要 以 上 に プロ グ 
ラム を 複雑 化 さ せる 恐れ が ある た め 、 本 書 で は 一 切 行 番号 を 使用 致し 
まん ん 。 

こと も ター つつ 妙 式 て お きま すず 。 

GOTO 文 を 頻繁 に 使っ た プロ グラ ム に いい プロ グラ ム は あり ませ 
ん 。 


_ 第 1 意 Quick BASIC と N88BASIC 


GOTO 文 は 無 条 件 に プロ グラ ム の 制御 を 変更 で きる の で 、 プ ブロ グラ 
ム を 始め た ば か り の 方 は つい 使っ て し まう 傾向 に ある よう で す が 、 
GOTO 文 を 多用 する と 、 わ け の わか ら な い グ チャ グチ ャ な ブロ グラ ム 
に な っ て し まう 江 れ が あり ます 。 

し た が っ て 、 本 書 で は GOTO 文 に つい て も 最小 限 に その 使用 を と ど 
0 の る こと 販 し ます 。 
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どん な 言語 を 使う に も 、 そ の 言語 を 使え を る よう に す 
る だ め に 、 作 業 デ ィ ス ク を 作成 し た り 、 自 分 の ハー ド 
ウェ ア の 境 に あっ た 設定 を 行なっ た りす る 必要 が あ 
り ま す 。 

この 作業 の こと を 「 イ ンス トー ル 」 と か 「 セ ッ ト ア 
ッ プ | と いい ます 。 

ここ で は 、Quick BASIC じ で プロ グラ ミン グ す る た め 
に 必要 な 、 イ ンス トー ル の 方 法 を 解説 し ます 。 


必要 な ハー ド と ソフ ト 


1 


必要 な ハー ド と ソフ ト 


最初 に 確認 し て お きた いこ と 


ハー ドウ ェ エア の 構成 


Quick BASIC で 、 必 要 な ハー ドウ ェ ア の 構成 は 





(① コ ンピュータ 本 体 
た だ し 、 メ イン メモ リ 640KB 以 上 で な けれ ば な り ま せん 。 
また 、PC-9801 シ リー ズ の 場合 、XA・XL・XL*Y な どの ハイ レゾ リュ 
ーション モー ド 、LT で は 使え ませ ん 。 
② デ ィ ス ク ド ラ イプ 
2 台 か 、 も し く は 1 台 二 ハードディスク 
③ 高 解像度 カラ ー (モノ クロ ) モニ タ 


OM 
2 


デリ シタ 
RAM デ ィ ス ク 


な ど が あっ た 方 が 、 効 率 の 良い プロ グラ ミン グ 環 境 が 得 ら れ ま す 。 
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ソフ トウ ェ ア 


(Quick BASIC で 必要 な ソフ トウ ェ ア は 





①MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク 
②Quick BASIC マ スタ ー デ ィ ス ク 
③ プ ラン ク デ ィ ス ク 2 枚 


2 10 の 
また 、 日 本 語 入 力 を 行ない た い 場 合 に は 、 


@ATOK6 

@MS-KANJI_ API 仕様 に 対応 し て いる FEP 
VJE-/ Ver.2 
kgBridge な ど 


の いづ れ か を 用 意 し て くだ さい 。 


MS-KANTII API 仕 様 に 対応 し た FEP と は 、MS-WINDOWS や OS/ 
2 で も 使え る よう に 設計 きれ て いる も の で す 。 


ノ 4 


作業 ディ スク の 作成 





5 の 


作業 ディ スク の 作成 


いつ も 環境 に 注意 し て お こう 


コン ピュ ー ダ 言語 の シス テム ディ スク フ 





どん な コン シン ピュ ー タ 計 語 で も そう で す が 、 プ ログ ラミ ング に と りか 
か る 前 に 、 ま ず 、 作 業 用 の シス テム ディ スク を 作る 必要 が あり ます 。 

コン ピュ ー タ 言語 の 場合 、 プ ログ ラム を コン パイ ル し た り リ ンク し 
だ た だり 、 デ バッ グ す る た め の 実 行 フ ァイル (.EXE と いう 拡張 子 の つい た 
ファ イル ) を 


BIN 


と いう ディ レク トリ に 入れ 、 ま た 、 プ ログ ラム 開発 の た め の ス テー ト 
メン ト や 関数 な ど が 入っ て いる ライ ブラ リフ ァイル を 


LIB 
と いう ディ レク トリ に 入れ る 方 法 が 良く と られ ます 。 


そし て 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 便 う 場合 で も そう で ある よう に 
シス テム ディ スク を 作る 場合 に は 


AUTOEXEC.BAT 
CONFIG.SYS 


を 、 ソ フト の 性 格 と 自分 の 環境 に 合せ て 作成 し な けれ ば な り ま せん 。 

し か し 、QOuick BASIC で は 、 こ の 作業 を Quick BASIC プ ログ ラム 
に 入っ て いる セッ トト アップ ユー ティ リティ “SETUPEXE" が 行なっ 
て 夫 ま す 。 
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つま り 、“SETUP.EXE”" が 、 作 業 デ ィ ス ク に BIN、LIB と いう ディ 
レク トリ を 作り 、 そ こ に 必要 な ファ イル を 入れ 、 ル ー ト ディ レク トリ 
に は (ハードディスク の 場合 は ちょ っ と 違い ます が ) Quick BASIC を 
使う た め の 環 境 を 構成 し て くれ る AUTOEXEC.BAT、 CONFIG.SYS 
を 作っ て くれ る の で す 。 


作業 ディ スク の 作成 





それ で は 、“SETUP.EXE” を 使っ て 、 和 目 分 用 の Quick BASIC 作 業 
デ ォ スク を 作っ て いき まし ょ う 。 

ここ で は 2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 装 象 と し ます が 、 ハ ー ド ディ 
スク を 使う 方 は 、 ハー ド デ ィ スク を 使う 場合 の “SETUPEXE" の メ 
ッ セ ー ジ に し た が っ て くだ さい 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク で の Quick 
BASIC の 使い 方 は 次 の 節 (| 2・3 HDD、FEP を 使う 場合 の 環境 設 
定 」) で 解 計 し ます 。 


①MS-DOS を 起動 

MS-_DOS の シス テム ディ スク を 、A ド ライ ブ に 入れ て MS-DOS を 起 
動 し て 下さ い (ハー ド デ ィ スク を 使っ て いる 方 は 、 ハ ー ド ディ スク を 
使用 する 場合 の 指示 に 従っ て 下さ い )。 


A> 自 
の 状態 に し て お きま す 。 
②⑦② プ ラン ク デ ィ ス ク 2 枚 を フォ ー マ ッ ト す る 
まず 、 旧 覆 ゆ の プラ シタ ディ 丈 グ ああ アデ ア ォ ー マ ッ ト し まず すず 。 デラ ング デ 


ィ ス ク を B ド ライ ブ に 入れ 、 MS-DOS の シス テム を 転送 する た め に /S 
オプ ショ ン を つけ て フォ ー マ ッ ト し ます 。 


A>FORMAT B : /SJ 
/S で シス テム を 転送 する の を 忘れ な いで 下さ い 。 
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ここ で 作成 し た ディ スク の 1 枚 は 、B ド ライ ブ に いれ た まま に し て 
お き 、 こ の ディ スク を Quick BASIC の 作業 ディ スク に し ます 。 


3③ セ ッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ の 起動 
A ド ライ ブ の MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク と Quick BASIC プ ログ ラ 
ム デ ィ ス ク を 交換 し て 、 セ ッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ を 起動 する た め 


に 
A>SETUP。) 


と 入力 し ます 。 次 の よう な 画面 に な り 、 セ ッ ト ア ッ プ に つい て の 注意 
事項 が ひと と お り 解 読 され ます 。 確認 し て お いて 下さ い 。 


⑳⑨ セ ツ ト ア ッ プ の 注意 事項 解説 画面 1 

MM 8 屋 時 誠 当 まじ セッ ま ト ア デア デップ ユー 子 ィ リ ティ ォ 義 天 ず まき 。 生身 

ーーー 準 備 一 (1 ノ /3) 

の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヘ へ セット アッ プ す る 場合 、 フ ォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク を 用 意 し 
生 に い 作 の まっ 
[フロ ッ ピ ー ベ ー ス で Qu ji c k BAS 1IC を 利用 する 方 へ ] 
あら か じじ め フ ォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク が 必要 で す ' 
メデ ィ ア の タイ プ に よっ て 必要 な ディ スク の 枚数 が が 異な / 役人 
ウー ク デ ィ メ スグ に は PRRMAY /S スイ ッ チ で MSDOS シ ステ ム を 転送 し て お いて 
さい. シス テム が 転送 され て いな い 場 合 は モッ ト ア ッ プ は お こわ れ ま せん く 。 
・HD タ イプ (3.5 2HD, 5 2HD) の 場合 

1 枚 : ワー ク デ ィ ス ク 
DD タイ プア <3.5 2DD, 5 2DD〉 の 場合 
2 本 : サ ー ク ディ スク 。 コ ヨン シン パイ ラディ スク 
ャ ッ ト 親 凍 本 まじ お 生 林 束 あ こ と ー ン ル が 人 ゆ で し ょ う 。) 

の 〇 の フォー マッ ト が 済み まし た ら 溢 付 の シー ル (「 ワ ー ク ディ スク 」、「 コ ン パ イラ ディ 
が 4 う 六 ナナ 区 少 全 貼っ て 用 て で 下る きい も 江本 か 一 生 本 人 4 き ん 利和 自由 に お 使い 
すさ WW%。 
フォ ー マ ・> 人 CTRL+C で セッ ト ア ッ プ を 中 止 し て 

ディ スク の フォ ー マ ヤッ ト を 符 っ て で きき t 
【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 


2/ 
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人 き d) 和 セットアップ の 注意 事項 解説 画面 2 


Qu 3 c kB 上 AS !I に に や モット デップ ニー ティ リ 了 チ ィ Vcr1 .ODO 

ーー ザン デル プロ グラ ムーーー 」 に メル 
Eb デップ で は 、 サ ンプ ルプ ログ ラム を 転送 し まぜ ん 。 必要 に 応じ て 彼 送 を お ね おこなっ 
- 多 


ーーー 芝 オデ ラリ に つい て ーーー 「 
QujjickBAS1IC の ユン パイ ラ GCBC.EXE) が 通常 利用 する ライ ブラリ は .、 以下 の も の 
も 生 。 


BRUN42A.EXE ラン タイ ム モ ジュ ー ル 
BRUN42A.ALIB ラン タイ ムラ イプ ラリ 
BCOM42A.LIB スタ ンド アロ ン ラ イプ ラリ 
これ ら を 代替 数 値 演算 ライ プラ リバ ALT-MATH) と 呼び ます 。 こ れ ら は 、 数 値 演 算 コ プロ セ 
ッ サ の 有無 に 関わ ら ず 、 一 定 の 遠 度 で 高 精 度 婦 計算 を 実現 し ます 。 
数 値 演算 コ プ アプロ セ ッ サ を 装着 し て いる 方 の た め BRUN42E. EXE. BRUN42E. LIB, BCOM42E. LIB 
(80?87 エ ミュ レー トト ライブラリ) を 用 竜 し て いま す 。 こ れ に よっ て より 高遠 な 演算 を 実現 
きき 
フロ ッ ピ ー ベ ペ ベース で ご 利用 に な る 場合 は 、 セ モ セットアップ で は エミ ュ レ ー ト ライ ブラ リ は 
転送 で きま せん 。 必要 な 場合 は 、 マス ター ディ スク か ら 転 送 し て 下さ い 。 
【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 

き セ ッ ト ア ッ プ の 注意 事項 解説 画面 3 
Qu jckBASIC セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ Ver1i. OO 
~ー-ー-ー フ ロン ト プ ロ セッ サ の 組み 込み ー-- (3/3) 
Qu ji ckKBAS1IC に 日 本 語 入 力 シ ステ ム を 組み 込 せ 場合 は お 使い の ラロ ント デ ロ 
モッ サ の マニ ュ ア ル を 参照 し て 各自 お こ な っ て くだ さい 
な お 、 ご 利用 可能 を フ ロン ト プ ロ セッ サ は ATOK6、MS-ーKANJI AP の 
ちの で す 。 洋 付 の 『「 日 本 語 入 力 シス テム の ご 使用 に つい て 」 を 参考 に し て くだ さい . 


の ッ w ドナ ッ プア プ 下 グラ は 。 ロッ ピ ゼー バキ 


に CONFIG. SYS , AUTOEXEC.BAT を 作成 し ます . ハー ド デ ィ スク の 場合 は 、 指 定 さ れ た デ 
ィ レ クト リ に 、NEw-CONF. SYS. NEw-PAT 有 H. BAT を 作成 し ます の で 、 こ れ ら の ファ イル を 参 
考 に し て CONFIG. SYS AUTOEXEC.BAT を 修正 し て くだ さい 。 環境 変数 に つい て は 


README.DOC を ご 多 照 下さ い . 


な お 、README.DOC に は 補足 の 情報 や . j 正 資料 が 記 さ れ て いま す 。 必ず お 読み 頂く < よ 
うお 願い し ます 。 


【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 


ーー 一 一 ーーー ーー ーー ニーー ニーーー キ ーーーーーーーーーーーーー ーー 


ノ O 


0 0 


馬 本 定 導 。 


な り ま す 。 


に コ 
ュー 


y 


[ 
フワ 


キー で な く て も か まい ませ ん が STOP|[ キ ー は 


地 ーー ボ 


作業 ディ スク の 作成 


ャ ーー 


ea 


セッ ト ア アップ ペー ザ ィ ォ リ 学 ォ * 
[Y ノ N] 


介 モ セ モット ア ッ プ を 開始 し ます か 


画面 で 財 キ ー ( 


ーー エー ュ 


削 


(4 セット アッ プ の 内 容 を 設定 
ダメ ) を 押す と 、 次 の よう な 画面 ! 


Io まま 多 拉 吾 導 三 財 


人 セットアップ 開始 確認 画面 


は の ま PF 年 一 を 大 し た 
ンド を 実行 し て 、 最 初 か ら 設 定 を や り 直 


が 終了 し た 後に 設定 を 変更 し た い 場 合 も 、 


プ を 開始 し ます 。 
く 
ド を 実行 し 最初 か ら 設定 を と や り 直し て 下さ い . 


か つう 


0 0 


WW 名 ぼ 3 。 


の 
R 
ま 


ー を 押し ます 。 


モッ ト ア アップ ユー ティ リティ 


ーー 


員 
ーー 


| ュー 


eu 


で 赴 記 や 「 
ohh ト hl 

の 
っ トト つれ が 6 
ヴ び スー 。 
の Sh まだ 9 
| ヤヤ 4 や 客 
て , / 肝 に | 
で つ で レ 
リリ) っ の 界 人 と つ つの 


と お で 


は まき GE 呈 SL も 


@) 環 境 設定 確認 画面 


ま 守 


7 。 N 
村 。 」 計 
[1 :MOUSE. SYS/2 : MOUSE. COM] 


か 【〔YZN〕 
に 4 シン スズ ストー ルレ ます か? B 


ま 
イ 
hd 
[ 1 : ハ ~ スプ ノ 2 : シリ アル ] 


し まず 
ラフ ライプ ブ 


? 


\ ヽ 
kh 


ト 
NG ラビ ヒ 
ト ふ うこ に ピ レ 
Me 
は 〇 の 公 つ 
ャ ー ゃ 家政 
リ の 6 列 各 
IM く 
K 串 甘 統 で 
る 0 
ト OW で を 
ーーKKK 
1 っ 心 候 
く づ ルト 
の の の の @@ 


類 を 送 択 し て 下さ い 。 


の 種 
の  。 
M ) 
ドド 


LYZN〕) 7 Y 


上 記 の 設定 で よろ し いで すか 


COM 


SYS ちな) で 、。、 上 あ 要 に 応じ て 板 江 み 


す 
で メモ リ 解 放 が で きる 為 、 


 : 


イ バ 
OU 
に し いり 

1 


IN 妥 . 加 

ケー の 。 
ドー の つ ゃ や 
ヾ で 篤 つの 〇 の 人 
る くい 〇 の 宣 ご 
中 で 記 , 全 
ペー3 刀 
ゃ to 且 人 や 
テ セ 公 の 弥 
| 説 ト 〇 っ ) 
モ 寿 で ./J 
っ ます で の じゃ 
人 9 区 で 9 の 天 
K へ 給 つ 約 
叩 区 O 民 
レス 会 呈 油 


ン ツ 





和 2 草 Quick BASIC の イン スト ー ル 


こ で は 、 す べ て の 問い に その まま 回 キー を 押し ます 。 
た だ し 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル する 人 は 、 最 初 の 問 に Y を 
朱 和 し て くだ だき YY) 


⑤ 作 業 デ ィ ス ク の 作成 
巡 の よう な 画面 に な が り ま す 。 


信人 セッ ト ア ッ プ 開始 画面 


上 記 の 設定 で よう し いで すか YZN]? Y 


B に ワーク デ ネネ グ を モッ ト も し て 下 き MY。 
すす キ 名 を 押し て 下さ い 】 


作業 中 で す 。 し ば らく お 待ち 下さ い 。 


A:YQOB_ENVYQB. EXE ---->B: YBINYQOB. EXE 





OK な ら ば 、 問 キー を 押す と 、 画面 下 に 、 コ ピー され て いく ファ イル 


が 表示 され ます 。 
プロ グラ ム デ ヂ ディス ク か ら の コピ ー が 終る と 、 次 の よう な 画面 に な り 
ます 。 


人 ⑩ ラ イブ ラリ ディ スク の セッ ト 


上 記 の 設定 で よ っ し いで すか 【Y/ZN〕) ? Y 


ドラ イブ A ム に ライ プラ チ ィ ス ク を セッ ト し て 下さ い 。 
【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 


作業 中 で す 。 し ば らく お 待ち 下さ い 。 
A:YLIB_AYBCOM42A. LIB --->B: \LIBYBCOM42A. LIB 


再度 、 問 キ ーー で すう 。 
この 作業 が 終了 すれ ば 、 作 業 デ ィ ス ク が 完成 し ます 。 


ーー 





作業 ディ スク の 作成 


f 成 し た デイ スク の 確認 


これ で 「 ワ ー ク ディ スク | が 1 枚 (2DD の 場合 に は 2 枚 ) 作成 され 
まま 28。 

は じ め に 、 フ ォ ー マ ッ ト し た も う 1 枚 の ディ スク に は 、 本 書 で これ 
か ら 作 っ て いく さま ざま な ファ イル を 入れ て いき まし ょ う 。 

で は 、 作 業 用 の シス テム ディ スク の 内 容 を 確認 し て み ま し ょ う 。 





仙 '\ ワ ー ク ディ スク の ディ レク トリ (2HD 版 ) 


\\ 一 ーーーーーーーーーーーーー 1O0. SYS 
ー MSDOS. SYS 
ー BIN ーーーーーーーーー ーーー QB. EXE 


QB. BI 
MOUSE. COM 
BC. EXE 
LTB. EXE 
LINK. EXE 
iー BRUN42A. EXE 


ーーーーーーーーーーーー BCOM42A. LTB 
iー BRUN42A. LTIB 
iー BQLB42.LIB 
一 WMB。 し ILB 
ュー QB. QLB 


| 
更 
い 


AUTIOEXEC. BAT 
COMMAND. COM 
CONF TIG. SYS 
README. DOC 
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サン ブル ブロ グラ ム 


セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ の メッ セー ジ に も あっ た よう に 、 こ こ 
で 作成 され た 作業 用 シス テム ディ スク に は 、Quick BASIC プ ログ ラム 
ディ スク に 収め られ た サン プル プロ グラ ム は 転送 され ませ ん 。 

サン プル プロ グラ ム を 参考 に し た い 人 は 、 サ ンプ ルプ ログ ラム 用 の 
ディ スク を 作成 し まし ょ う 。 

な お 、 サ ンプ ルプ 豆 グ ラ み は |「 ラ イデ ラリ 人 を サン デル プロ グフ ム デ 
ィ ス ク 」 の サ プ デ ィ レ クト リ 





\SOURCE 


に あり ます 。 


「 ラ イブ ラリ 忌 サ ンプ ブル ブ プログ ラム ディ スク 」 の ディ レク トリ 


A>DIR B:\SOURCE 





ドラ イプ C: の ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル は QB42_-NO2 
ディ レク トリ は IB:\SOURCE-ーーーー サ プ デ ィ レ クト リ \SOURCE 
<DIR> 88-12-15 4 : 20 
に <DIR> 88-12-15 4 : 20 
BAR BAS 6331 88-12-15 4 : 20 
CAI。 BAS 5595 88-12-15 4 : 20 
QBL BAS 6970 89-01-15 4:20 
wHEREIS BAS 5453 88-12-15 4 : 20 
ABSOLUTE ASM 4520 88-12-15 4 :20 
INTRPT ASM 15099 88-12-15 4:20 
GCOPY BAS 1012 89-01-15 4 :20 


33 個 の ファ イル が あり ます . 
8181765 バイ ト が 使用 可能 で す . 
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HDD、FEP を 使う 場合 の 環境 設定 








設 和 





HDD、FEP を 使う 場合 の 環 


いつ も AUTOEXE BAT と OONFIG. SY8 を 確認 る する 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク だ け で Quick BASIC を 使う 人 は 、 さ き ほ ど 作 成 
し た 作業 用 シス テム ディ スク を 起動 すれ ば 、 す ぐに Quick BASIC の プ 
ログ ラミ ング を 始め られ ます が 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し た 
場合 は 、 も う 少 し の 作業 が 必要 と な り ま す 。 

また 、 日 本 語 を 使い た い 場 合 は 、 日 本 語 FEP を 組み 込む 必要 が あり 
ます 。 

ここ で は 、 こ の 2 点 に つい て の 注意 事項 を 解説 し ます 。 


ハー ド デ ィ スク を 使う 


4 
AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS は 自動 的 に 作成 され ます が 、 ハ ー 
ド デ ィ スク を 使用 する 場合 に は も 、 た Se 人 

ハー ド デ ィ スク を 使用 する 場合 に は 、AUTOEXEC.BAT と CON 
FIG.SYS が セッ ト ア ッ プ コマ ンド で 作成 し た サブ ディ レク トリ 、QB 
の 中 に 作成 され ます 。 

だ た だ し 、 次 の よう な ファ イル 各 人 区 恋 っ て いま す 。 





NEW-CONF.SYS (CONFIG.SYS) 
NEW-PATH.BAT (AUTOEXEC.BAT) 


この ファ イル に は 、[「Quick BASIC を 動か す た め の 最低 限 の 環境 」 
が 書か れ て いま す 。 
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し た が っ て 、 こ の ファ イル を も と に し て 、 自 分 の ハー ド デ ィ スク の 
環境 に 合わ せ た CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 作る 必要 が あ 
り ま す 。 

NEW-CONF.SYS と NEW-PATH.BAT を 、 自 分 の 環境 に あわ せ た 
内 容 に 設定 し まし ょ う 。 

この 作業 を 終 を たら 、NEW-CONEF.SYS を CONEFIG.SYS、NEW. 
PATH.BAT を AUTOEXEC.BAT と いう ファ イル 名 に し て 、 ハ ー ド デ 
ィ ス ク の ルー トディ レク トリ へ コピ ー し ます 。 次 の よう に 入力 し て く 
だ ざさ いふ 。 


A>COPY A:\QB\NEW-PATH.BAT A:\AUTOEXEC.BAT 
A>COPY A:\QB\NEW-CONF.SYS A:\CONFIG.SYS 


も し 、 う まく いか な けれ ば 、 も う 1 度 、\ ぎ QB の 中 の NEW-CONF. 
SYS と NEW-PATH.BAT を 書き 直し て 、 再 度 コ ピー し ます 。 





FEP を 使 つ 

FEP を 使用 する 場合 に は 、CONFIG.SYS の 内 容 に 気 を つけ て くだ 
さい 。 

例え ば 、ATOK6 を 使用 する の な ら ば 、CONFIG.SYS に 次 の よう な 
内 容 を 加え て 下さ い 。 


⑯FEP を 使用 する 場合 の CONFIG.SYS 





DEVICE = ATOK6A.SYS 


DEVICE = ATOK6B.SYS 


し か し 、 フ ロッ ピー ディ スク だ け で Quick BASIC を 使う 場合 、 作業 
用 シス テム ディ スク に FEP の 辞書 を 入れ よう と し て も 、 全 く 無 理 で 
す 。 こ の よう な 場合 に は 、 辞 書 デ ィ ス ク を 別に 作る 必要 が あり ます が 、 
本 書 で は 日 本 語 は 使い ませ ん で し た の で 、 と りあ え ず 、FEP は 組み 込 
まま なく て も 天天 突 で す 。 
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いり 
選 
ご 
99 
リン 
〇 の 
( ) 
NT 
に 
e』 
員 
軸 症 公 
Na 
0_ 
時 凍る | 











どう で すか 。 イ ンス トー ル は 終了 し まし た か 

ここ で は 、 簡 単 な プ ログ ラム を 通し て 、QAuick 
BASIC の 操作 の 基本 と プロ グラ ミン グ と は 何 か を 学 
ぴ び ま す 。 

Quick BASIC は 、 最近 は や り の 統合 環境 型 コ ン パ イ 
ラ で す 。 プ ログ ラム を 書き 、 コ ン パ イル し 、 リ ンク し 
て と いう 作業 が 、 エ ディ タ の 中 か ら 実 行 で きま す 。 こ 
の エディ タ が 、 ど の よう な も の か を 把握 し て くだ さい 。 

まず 、Quick BASIC で プロ グラ ム が どの よう な 方 法 
で 実行 きれ る の か を 学び ぴ びましょう 。 

次 に 、Quick BASIC で の 実行 形式 (イン タブ リタ と 
EXE モ デル を 作成 する コン パイ ル ) に つい て 解説 し ま 
ま 。 





。 Quick BASIC の 起動 と 終了 


3 


Quick BASIC の 起動 と 終了 


どん な 画面 に な る か 見 て みよ う 





田 M ら -D0S の 起動 


Quick BASIC を 起動 する に は 、 まず 、 先ほど 作成 し た ワー ク デ ィ ス 
ク を AF ドラ イブ に 入れ て リセ ッ ト キ ー を 押し ます 。 画面 は 、 単 に 


A> 四 
の 状態 に な り 、 必 要 な 環境 設定 が な され た MS-DOS が 起動 し ます 。 
まだ 、QQOuick BASIC そ の も の は 起動 し ませ ん 。 
時 (JuiCk BASIC の 起動 
コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


A>QB。 





も ち し 、 い つも A>QB 回 と する の が 、 面倒 な ら ば 、 次 の 内 容 を 
AUTOEXEC.BAT の 最後 に 書き まし ょ う 。 


W 変 更 し た AUTOEXEC.BAT の 内 容 





SET COMSPEC=A:\COMMAND.COM 
SET PATH=A:\BIN 


SET LIB=A:\LIB 
| QB さ ーー ーー 書き 加え た 内 容 


う / 








9 音 Quick BASIC を 動か し て みょう 
これ で 、 MS-DOS の 起動 に 続い て 、 自動 的 に Quick BASIC が 起動 す 
の よう 世 な り ま す 。 


咽 (JuUICK BASIC の エディ タタ 画面 
Quick BASIC が 起動 する と 、 次 の よう な 画面 に な り ま す 。 


Quick BASIC の 起動 画面 





LE 


icrosoft (R) QuickBaSIC 4.29 Copuright (C) Microsoft Corp. 1982-1988 


これ が 、QJuick BASIC の エディ タ 画 面 で す 。 
基本 的 に は 、 こ の エディ タ の 中 か ら 


プロ グラ ム (ソー スリ スト ) 作成 
コン バイ ル 

リン ク 

実行 形式 の プロ グラ ム 作 成 


まで を 闘 で 生 な うこ と が で きま す (コン パイ ル ・ リ ンク な ど は 次 章 で 
唐 説 )。 


2O 





Quick BASIC の 起動 と 終了 


終了 





圏 終了 の 方 法 を キチ ン と 確認 し て お く 

次 は 、 終 了 の 方 法 を 覚え を て お きま し ょ う 。 

「 起 動 は で きた が 終了 方 法 が 分 か ら な い 」 と いっ た ケー ス は 、 良 く あ 
る も の で す 。 

こう な る と 、 リ セッ トキ ー を 押す し か 手 が な く な り ま すし 、 途 中 ま 
で の 作業 が 、 す べ て 無駄 に な っ て し まい ます 。 

Quick BASIC を 終了 する に は 、 
GRPHT|F IX 
と いう キー 操作 を し ます 。 つ まり 、 
し 、|X キ ー を 押し ます 。 

この 操作 を 、 画 面 で 確認 し て お きま し ょ う 。 





IGRPHI キ ー を 押し て |F| キ ー を 押 





田 (QuiCk BASIC 終 了 の 操作 
①IGRPH+|F| キ ー を 押す 


次 の よう な 画面 に な が り ま す 。 
@|GRPH+|F メ ニュ ー 画 面 


フィ イル 還 34 モ 





ルン 表示 









ま 和 7 D デ の) 関数 レ (f・1) 





人 





前 を 誠 え て 保存 


2 う フタ 緒 
IL トン サブ ファ イル 
人 イル 解 





一 哉 一 
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この キー 操作 で 、 起 動 す る 以前 の 画面 の 
A> 恒 
に な な リ ま す 。 


ここ で も し 、 次 の よう な メッ セー ジ が 出力 され た ら 、 取 り 合 え ず “"N" 
を 押し て くだ さい 。 


人 ファ イル 保存 確認 画面 





タイ レク ドモ ー ド 


この メッ セー ジ は 、 エ ディ タモ ー ド 時 に な ん ら か の キー 入力 が あっ 
だ こと を 示し て いま す 。 つ まり 、QAuick BASIC が 「 プ ログ ラミ ング が 
行なわ れ た 」 と 判断 し た た め 、 一 応 プ ログ ラム を 保存 する か 聞い て < 
る の で す 。 

実際 に プロ グラ ミン グ を 行なっ た り 、 プ ログ ラム に 変更 を 加え た 場 
人 台 に は 、 必 ず そ の ファ イル を 保存 し まし ょ う 。 

だ だ し 、 こ こ で は 何 も プ ログ ラミ ング を 行なっ て いま せん の で 、 保 
存 の 必要 は あり ませ ん 。 そこで 「 保 存 し な い 」 の 意味 の “N” を 押し 
し だ 。 
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プロ グラ ミン グ を 行なう 





プロ グラ ミン グ を 行なう 


た っ た | 行 で も ちゃ ん と し た プロ グラ ム 


で は 、 簡単 な プ ログ ラム を 作っ て 、 Quick BASI じ が どの よう な も の 
な の か を 確認 し て み ま し ょ う 。 


ソー スリ スト の 入力 


(Quick BASIC を 起動 し ます 。 エ ディ タ 画 面 か ら 





PRINT “QUICK BASIC" 


ん 放し て ド さ りう 。 


⑤ ソ ー ス リス ト を 入力 し た 状態 





IPRKINI "egUICK BRSIC" 


ダイ レク ドモ ー ド 
メア ログ の 4: <Unt it1ed> 章 作 状況 : 夫 行 され て いま せん 
icrosoft (R) QuickBRSIC 4.29 Copvright (C) IicroSoft COrD. 1982-19SS 
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これ は 、 画 面 に 「QUICK BASIC」 と 表示 させ る だ け の プロ グラ ム 
本 

な お タイ プ す る 英字 は 、 か な ら ず 大 文字 で 行ない まし ょ う 。 
Quick BASIC で は 大 文字 ・ 小 文字 共に 許さ きれ ます 。 し か し 、 ス テー 
トメ ント 中 に 大 文字 ・ 小 文字 が 入り 混じっ た プロ グラ ム は 混乱 を 招き 
ます 。 


ソー スリ スト の セー ブ 











今 入 力 し た ソー スリ スト を 、 デ ィ ス ク に 保存 し まし ょ う 。 

せっ か く < く 作 っ た プロ グラ ム を 、 セ ー ブ せ ず に Quick BASIC を 終了 し 
た 場合 、 そ の デー タ は どこ に も 残り ませ ん 。 

また 、 暴 走 、 停 電 な どの 事故 も あり えま す 。 

ソー スリ スト を 入力 し た ら 、 ダ イレ クト 実行 や コン パイ ル を 行なう 
前 に 、 必 ず デ ィ ス ク 上 に セー ブ し まし ょ う 。 





①UGRPHT|F| キ ー を 押す 
終了 の 時 と 同様 、 IGRPH け IF キー を 押し ます 。 


編集 表示 





まま 行 レデ が ドッ の | と 関数 H レ (f・1) 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー! トリ ーー 


れれ すす すす 0 090 0608 8 608 80808 868 60 8 168 8 BMB LE IE EE 
まま W 有朋 








ダイ レク トモ ー ド 
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プロ グラ ミン グ を 行なう 


⑦②) ファ イル 名 を 入力 

今度 は 「S/ 保 存 」 を カー ソル キー か 、S キ ー で 選択 し ます 。 

ファ イル 名 入力 ウィ ンド ウ が 開く の で 、 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 
ダァ ゴ ル 名 対 


PRG-NO1 


を 入 旋 し て 下 き いっ 。 


側 フ ァイル 名 入力 ウィ イン ドウ 


ダイ レク トモ ー ド 


本 書 で は 以降 も ち 、 フ ァイル 名 は すべ て 
PRG-NO (番号 ) 


と いう 形 で 進め ます 。 

(ファ イル 名 は 、 ユ ー ザ ー が 上 自由 に 付け る こと が で きま す の で 、 
-PKG-NO" と し な く て も か まい ませ ん ) 

ファ イル 名 を 入力 し た ら 同 キー を 押し ます 。 
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側 フ ァイル 名 の 付い た 編集 画面 






PRINT "QUICK BRSIC" 





サイ レク ドモ ー ド 


この 操作 で 、 デ ィ ス ク 上 に 「PRG-NO1.BAS」 と いう ファ イル 名 
で 、 今 作成 し た ソー スリ スト が セー ブ さ れ ま し た 。 

ソー ス フ ァ イル 名 に は 、 自 動 的 に “*.BAS”" と いう 拡張 子 が 付き ま 
す 。 こ れ は 、 Quick BASIC じ だ け で コン パイ ル で きる ソー ス フ ァ イル で 
ある こと を 表わし ます 。 


イン タブ リタ て 実行 


Quick BASIC の 、 最 大 の 特徴 で ある 





イン タプ リタ で 作成 し た プロ グラ ム を 実行 
を 行なっ て み ま し ょ う (イン タプ リタ に つい て は 次 の 章 で 解説 ) 。 





を 押し ます 。 
この コマ ンド を 実行 する と 画面 が 一 有 瞬 ま ば た き 、 次 の よう な 画面 に 
な がり ます 。 


44 


時 学 5 ン ザ 呈 お 
人 き イ ンタ プリ タ で 実行 を 行なっ た 画面 


QUICK _ BASIC 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


確か に 
QUICK BASIC 


と 画面 に 表示 され まし た 。 

も し 、 エ ラー が 表示 され た 場合 に は 、 ソ ー ス リス ト に 誤り が ある わ 
け で す 。 ソ ー ス リス ト を 見 直し て 、 再 冊 f:5| を 押し て みて くだ さい 。 

ノ ソー スリ スト に 手直し を 加え た 場合 に は 、 か な ら ず 保存 し まし ょ う 。 

ほん と うに 簡単 な 例 で し た が 、 こ れ で も 立派 な プロ グラ ミン グ で す 。 
これ が 、 プ ログ ラミ ング の 基礎 の 基礎 で す 。 

Quick BASIC が 、 ど ん な も の か お ぼろ げ な が ら も 理解 し て いた だ い 
だ た と 思い ます 。 


第 3 草 (Quick BASIC を 動か し て みよ う 


3・3 
Quick BASIC の 実行 形式 


プロ グラ ム 開 発 の 流れ を 知 ろ う 





コン ピュ ユ ュー タダ の 言語 こ は 

Quick BASIC の 実行 形式 を 知る 前 に 、 コ ンピュータ が 理解 で きる 言 
葉 と は 何 か に つい て 触れ た いと 思い ます 。 

コン ピュ ー タ は 、 人 間 の 書い た プロ グラ ム は 読め ませ ん 。 コンピュ 
に 理解 で きる の は 、 0 と 1 か ら な る 2 進数 の 数 字 の 維 列 だ け で す 。 
し た が っ て 、 も っ と も コン ピュ ー タ 区 分 か りや すい ゅ い ブ プロ グラ ム を 書 
うと 思う の な ら ば 0 と 1 で プロ グラ ム を 書く べき で す が 、 こ れ を 行 
うに は よほど と 数値 に 強い 人 で な いと 、 と て も まとも な ブログ ラム な 
書け な いで し ょ う 。 
そこ で 、16 進 数 で プロ グラ ム を 書く こと が 考案 され まし た 。 い っ た 
ん 、16 進 数 で プロ グラ ム を 書い た 後に 0 と 1 か ら な る 2 進数 に 変換 す 
れ ば コン ピュ ー タ に も 分 か り 、 人 間 に も 分 か りや すい プロ グラ ム が で 
き 水 ま 。 

し か し 、 こ れ で も 私 た ち に は 、 ま だ 不 十 分 で す 。 

16 進 数 で 全て の 命令 を 表現 し 、 そ れ を 使っ て プロ グラ ミン グ す る に 
は 、 や は りあ る 種 の 天才 で な く て は 無理 で し ょ う 。 

そこ で 、 誰 で も プロ グラ ミン グ で きる よう に | より 人 間 の 言語 に 近 
い の プログ ラム | を | コン ピュ ー タ が 理解 で きる 2 進数 に 変換 | す 
る た だめ 、 様 々 な 言語 が 開発 され まし た 。 

間 昌 アセ ンプ ブラ な どの | 言語 」 な の で す 。 つ ま 
、 本 書 で 学ん で いる BASIC と は 「 人 間 と コン ピュ ー タ の 翻訳 者 」 だ 
ーー 





な 
本 


Quick BASIC の 実行 形式 " 


翻訳 者 で ある Quick BASIC は 、 一 種類 の 翻訳 だ け を する の で は な 
く 、 実 は いく つか の 種類 の 翻訳 方 法 を 知っ て いま す 。 
これ が 、 い くつ か の 実行 形式 と な る わけ で す 。 


ィ ン タ プリ タ 





先ほど 、 簡 単 な プ ログ ラム を 実行 し た 時 の 方 法 で す 。 





を 押し ます 。 

イン タプ リタ は 、「 同 時 翻訳 」 を 行ない ます 。 い っ た ん 作成 し た プロ 
グラ ム は 、 実 行 直 前 (1 行 入力 完了 時 に 翻訳 する ) まで 翻訳 し ませ ん 。 

し た が っ て 、“" 実 行 し な さい "の 命令 が ある まで 翻訳 を 行なわ な い の 
で 、 翻訳 に 要する 時 間 が その まま 実行 速度 に 影響 し ます 。 つま り 、| 処 
理 が 遅い | な どの 原因 と な り ま す 。 

処理 が 遅く な り ま す が 、 イ ンタ プリ タ に は 次 の よう な 利点 が あり ま 
す 。 


① エ ラー の 起こ っ た 位置 を 明確 に で きる 
コン ピュ ー タ プロ グラ ム に は エラ ー と 呼ば れる プロ グラ ム ミ ス ( パ 
グ と 呼ば れ て いる ) が 付き も の で す が 、 実 行 を 行ない な が ら 翻 訳 を す 
る の で 、 エ ラー と な っ た 時 点 で 実行 を 中 断 さ せる こと が で きま す 。 
し た が っ て 、 プ ログ ラム ミス を 完全 に な くす まで イン タプ リタ ダ で テ 
スト 実行 を 行ない 、 プ ログ ラム ミス が な く な っ た ら 、 次 に 解 語 す る コ 
ン パ イル を 行ない ます 。 


② 変 数 の 内 容 の 変動 を 眼 で 見 る こと が で きる 

Quick BASIC に は 、 ウ ォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ と いう 機能 が 付い て お り 、 
実行 を 行なっ て か ら で は 追う こと の で き な い 、 変 数 の 内 容 を 眼 で 見 な 
が ら 実 行き せる こと が で きま す 。 
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これ も 、 プ ログ ラム ミス を 発見 する た め の 手 段 に 使わ れ ま す が 、 コ 
ン パ イル を 行なっ た 後 で は 、 ウ ォ ッ チ ウ ィ ン ド ツウ を 使う こと が で き な 
( 科 / り の 


コン バイ ル 





コン パイ ル は 、 一 括 翻 訳 を 行ない ます 。 

イン タプ リタ が プロ グラ ム の 実行 を 行なう 直前 まで 翻訳 を 行なわ な 
い の に 対し 、 コ ン パ イル は 、 翻 訳 を すでに 終ら せ た 状 態 で プロ グラ ム 
を 保存 し ます 。 し た が っ て 、 翻 訳 が 終了 し て いる た め に 翻訳 に か か る 
時 間 が 節約 で きる の で 、 プ ログ ラム の 処理 スピ ー ド が 向上 し ます 。 

た だ し 、 イ ンタ プリ タ の よう に 同時 翻訳 し て いな いた め に 、 変 数 の 
内 容 を 眼 で 見 た り 、 ま た エラ ー が あっ て も どこ に ある の か 分 か り ま せ 
ん 。 

よっ て 、 実 際 に プロ グラ ミン グ を 行なう 場合 に は 、 イ ンタ ブリ タ で 
実行 テス ト を 繰り 返し 、 完 全 に バグ が な く な っ た ら 、 コ ン パ イル し て 
一 括 翻 訳 を 行ない 実行 きせ ます 。 

また 、Quick BASI し の コン パイ ル に は 


ラン タイ ム 分 離 型 
独立 型 


と いう 2 つの 方 法 が あり ます 。 


圏 ラ ンタ イム 分 離 型 
ライ ブラ リ と 呼ば れる BASIC の 基本 プロ グラ ム 部 分 と 各 ユ ー ザ ー 
が 作成 し た プロ グラ ム を 分 離し て 保存 し ます 。 一 括 翻 訳 を 行ない ます 
、BASIC の 基本 プロ グラ ム が 一 緒 に 保存 きれ て いな い の で 、 実際 に 
実行 する 場合 に は 、 ラ イブ ラリ が な いと 動か すこ と が で きま せん 。 
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ニー mm ニー 


(Quick BASIC の 実行 形式 


田 独 立 型 

独立 型 で 作成 され る プロ グラ ム は 、 先 の ラン タイ ム 分 離 型 で 別々 に 
保存 され て いた BASIC の 基本 プロ グラ ム を 自分 自身 に 取り 込み ます 
の で 、 目 分 目 身 だ け で 実行 可能 で きる メリ ッ ト が あり ます 。 


本 書 の プロ グラ ム 開 発 の 流れ 





ラン タイ ム 分 離 型 E 色 E モ デル は 、 プ ログ ラム サイ ズ が 小さ いた め 、 
プロ グラ ム の ロー ド に は 時 間 が か か り ま せん 。 独立 型 EXE モ デル は 、 
プロ グラ ムサイ ズ が 大 きく な る た め プ ログ ラム の ロー ド に 、 や や 時 間 
が か か り ま す 。 | 

し か し 、C 肖 語 な ど で は ほとん ど 独 立 型 の 実行 形式 プロ グラ ム を 作 
成 し て いま す 。 

本 書 で も 、 独 立 型 の 実行 形式 プロ グラ ム を 作成 し ます 。 

すでに 、 ソ ー ス リス ト の 作成 か ら 、 イ ンタ ブリ タ で の 実行 まで は 行 
な いま し た が 、 こ の 流れ は 次 の よう に な り ま す 。 





ソー スリ スト の 作成 ・ 保 存 


+lF| [5 








o イン タブ リタ で 実行 (動作 確認 ) 








fx・5| キ ー を 押し て 実行 


3 コン バイ ル 





GRPHTIR っ ヨー 
5REHHHIAG 


ラン タイ ム 分 離 型 
独立 型 











吾 3 草 (Quick BASIC を 動か し て み 
EXE フ アァ アイル の 作成 
田 EXE フ ァイル を 作る 


それ で は 、 先 程 作成 し た PRG-NO1. BAS を 実際 に コン パイ ル し て み 
し うる 。 


すでに 、Quick BASIC を 一 度 終了 し て し まっ て いる 場合 に は 、 再度 
Quick BASIC を 起動 し 、 


GRPHIF IO| 


、 PRG-NO1.BAS を エディ タ 画 面 に 読み 込ん で 下さ い 。 フ ァイル 名 


入力 すれ ば PRG-NO1.BAS を 読み 込め ます 。 また 、|TAB| キ ー を 押す 
、 カ ー ソ ル で ファ イル を 選び 、 加 キー で 読み 込め ます 。 


GRPHIR| 


と いう キー 操作 で 、 次 の よう な 画面 に な が り ま す 。 


Ma 
を 
と 





@⑯|GRPH||R の メニ ュー 画面 


PRINT "QUICK BRSIC 





W 1 0 8 W 1 8 8 EE EL 000 85 5 まき 
W l 0 0 0 WW 0.90.0 68059 8 8 


ここ と で 、 カ ー ソ ル で 「X/EXE フ ァイル 作成 。。。」 を 選択 する か 、 欠 キ 
ー を 押す と 、 次 の 画面 に な り ま す 。 


本 me ーー ーー ニー ーーーーーーー- ーーーーーーーー 一 
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WEXE フ ァイル 作成 の ファ イル 人 確認 画面 









PRINT "QUICK BRSIC" 





1 

MExE フ ァイル 名 : 
作成 形式 “ 
い ) 2912 分 離 和 E ア イル 
HH | 上 





すす 0 


ーーー サイ レク トモ ご ド ' 





ファ イル 名 を 確認 し て (変更 し た けれ ば 新た な ファ イル 名 を 入力 ) 、 
ラン タイ ム 分 離 型 の EXE フ ァイル を 作る の か 、 独 立 型 の EXE フ ァイル 


を 作る の か を 選択 し ます 。 
この 選択 は 
ラン タイ ム 分 離 型 の EXE フ ァイル その まま = 
独立 型 KKE フ ァイル GRPH+IAL ご 
で 、 で きま ず 。 


ここ で は 、 独 立 型 EXE フ ァイル を 作る の で IGRPH|+ A で す 。 アス テ 
リス ク の 位置 が 、 独 立 型 の 方 に 移 れ ば OK で す 。 

避 d キ ー を 押す と 、 コ ン パ イル ・ リ ンク が 実行 きれ ます 。 画面 に は 、 
その 過程 が 英語 で 示さ れ 、 終 了 す る と 元 の エディ タ 画 面 に 戻り ます 。 
これ で 、 あ な た が つく っ た デ ロ グ ラム で ああ る 


PRG-NO1.EXE 


と いう 実行 ファ イル が 作成 され た は ず で す 。 確認 し て み ま し ょ う 。 


第 3 意 Quick BASIC を 動か し て みよ う 


早実 行 可 能 フ アァ アイル の テス ト 


どん な 時 に も 、 ま ず 、 フ ァイル 名 の 確認 か ら 始 め る の が 基本 で す 。 
ディ ォ ィ ォ スク に は 、 


BAS の つい た ソー スリ スト (これ を コン バイ ル す る ) 
.OBJ の つい た 中 間 フ ァイル (これ を リン ク す る ) 
FXE の つい た 実行 ファ イル 本 体 (これ で 実行 で きる ) 


が 存在 する は ず で す 。 
で は 、 確 認 し て み ま し ょ う 。 


人 ⑱⑨PRG-NO1.EXE の 人 確認 
A>DIR : 


ドラ イブ プ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん . 
ディ レク トリ は A:\ 


COMMAND COM ノ 493 1 は は ー は ナー』 3 0:00 
BIN く D TR> は 9 一 3 一 1 3 2 まき 
し 1B ぐ D」 ド > は 9ー り 3ー 』 3 14:11 
README DOC の 生 さ 。 な 9 一 1 一 ! も だり 
AUTOEXEC BAI 5 1 は 9ー0 け ーー 1 3 し) 本 馬 ン 
CONF 1G かこ 7 8 お 9ーU93ー1 3 14:1 ジ 2 
PRG-ーNO1 BAS 421 は ラー は 3 一 ら 15:16 一 保存 し た ソー スリ スト 
PRG-ーNO1 OBJ 561 89-093-15 15:16 一 一 EXE モ デル を 作る まで 
PRG-ーNO1 EXE 3 は らら 1 すず お 9ー03ー15 15:15 一 _ の 中 間 フ ァイル 
9 個 の ファ イル が あり ます . 詳 和 ANNPW 
73728 バイ ト が 使用 可能 で す . この ファ イル だ け て 実行 
させ る こと が で きる 


ーー K 「 一 一 ーーー 実行 し て みる 
| 」 - 確 か に 実行 され た 





A>COPY PRG-NO1. EXE Bi@- 付 も 入っ て いな い デ ィ ス ク に プロ グラ ム を コピ ー 
{ 個 の ヲ ァ ゴイ オ 劇 を コピ ビ ピー し まし ただ. 





っ お 2 ピーーーーー IF ラオ アド 才 % 


B>DIR: 


9/ 


Quick BASIC の 実行 形式 








ドラ イデ 取 : , 
ディ レク トリ は B:\ 
PRG-NO1 EXE 38517 89-089-03-15 15:16 
1 個 の ファ イル が あり ます 
1210368 バイ ト が 使用 可能 で す . 
B>PRG-NO1 ーーー “PRG-NO1" だ け て 実行 
QUICK BASIC 一 一 一 独立 型 な の で 自分 自身 だ け て 実行 で きる 
は > 


PRG-NO1.EXE は うま く 実 行 で きま し た か ? 


これ が 、Quick BASIC の 基本 で あり 、 ま た 統合 環境 版 コ ン パ イラ の 


基本 で す 。 ど う で すか 、 ち っ と も 難し く な ん か あり ませ ん ね 。 


本 書 で は 、 小 さ な プ ログ ラム を 実際 に 作り な が ら 、 Quick BASI じ を 
学ん で いき ます が 、 す べ て の プロ グラ ム を 入力 し 、 実 行 し て みて 下さ 
い 。 すべ て の ソー ス の 実行 ファ イル を 作る 必要 は あり ませ ん が 、.BAS 


の つい た ソー ス フ ァ イル は 全部 保存 し て お きま し ょ う 。 


どん な 大 き な プ ログ ラム で も 、 小 さき な プ ログ ラム の 集合 体 で す 。 あ 
な た が 大 き な プ ログ ラム を 作る と き に 利用 で きる 小さ な プロ グラ ム が 
あれ ば 、 そ れ を 再び 作る 必要 は な いわ け で すか ら 。 本 書 で も 、 似 て い 


る 部 分 は 、 ど ん どん 、 す で に 作っ て ある も の か ら 流 用 し て 下さ い 。 


き て 、 Quick BASIC の プロ グラ ム 開 発 で は 、 こ れ ま で 見 て きた よう 


に エエ ディ タダ が 大 き な 旋 を 発電 し ます 。 


ちょ っ と 前 まで は 、 ソ ー ス の 作成 、 コ ン パ イル 、 リ ンク な ど を 、 
MS-DOS の 真黒 な 画面 か らい ちい ち 、 手 で 入力 し 、 わ け の わか ん な い 
エ ェ エラー メッセ ー ジ と 仲よく (?) 付き 合い な が ら や っ て いた の で す 。 
次 の 章 で 、Quick BASIC を 使い こなす 基本 と な る エディ タ に つい て 


まとめ て お きま す 。 
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こと で は 、6ElCk BASI じ の エディ ダコ マン ド に つい 
て 解説 し ます 。 

エディ タ に つい て 、 気 に な っ た 時 、 ひ と と お り 読 ん 
で 見 て くだ さい 。 今 は 、 読 み 飛 ば し て も 結構 で す 。 

(Quick BASIC の みな ら ず 、 統合 環境 型 の コン パイ ラ 
で は 。 プ ログ ラミ ング を 仔 な うに し て も 、 コ ン バ パイ ル 
を する に し みろ み 、 ま た デパ ッ グ を する に し ろ エ ディ タ あ を 
使い こなす こと が 基本 と な り ま す 。 

エディ タ に 関す る むず か し い 問 題 は 、 い ま の と ころ 
分 ら な けれ ば 、 す べ て 放 け て 通り まし ょ う 。 本 書 で 、 
(Quick BASIC の プロ グラ ミン グ の 基礎 を 学ぶ 分 に は 、 
ソー ス を 入力 し た ら 、 そ れ を セー ブ し て 、E・ 引 で 実行 す 
みる だけ で UK で す 。 

切 め か ら 、 豊 冨 な 機能 を 自由 に 使い こなす の は 無理 
で し ょ う が | こん な こと は どう し た ら で き る だ ろう | 
| この メニ ュー は どう いう 意味 だ ろう 」 な ど と いう 時 
に は 、 こ の リフ ァ レ ンス を 利用 し て 下さ い 。 

も ちろ ん 、 チ ャ レン ジ 和 精神 上 盛 な 方 は 、 便 利 な 機能 
を 大 い に 利 用 し て 下さ い 。 





F/ フ ァイル メニ ュー (GRPH+F) 


4 


ソー スリ スト な ご の ファ イル を 管理 ・ 操 作 す る 






現在 の 編集 中 の ソー スリ スト が 変更 され て 保存 され て いな いな ら ば 、 保 存 す 





る か し な いか の 確認 を 求め て 破棄 し 、 新 し く ビ ュー ウィ ンド ウ (プロ グラ ム ソ 
ー ス を 読み 込む と ころ ) を 作る 。 フ ァイル 名 を 指定 し て いな い 場 合 に は 、 フ ァ 
イル 名 を 要求 し て くる 。 テ キス ト フ ァイル な ら ば 、 ど ん な ファ イル で も 編集 可 
能 。 この コマ ンド を 実行 する と 、 サ ブフ ァイル も 同時 に 破棄 され る の で 注意 。 






指定 さき され た ファ イル を 読み 込む 。 フ ァイル の 指定 は 、 ダ イア ログ ボッ クス を 
用 いて 指定 。 








イル 名 読み 込み た い フ ァイル を 書き 込む 。 拡 張子 の *.BAS は 省略 可能 。 
フイ ルド カー ド の 使用 可 。 ダ イア ログ ボッ クス に 表示 され る フ 
ァイル リス ト に カー ソル を 移動 する に は 、ITABI キ ー を 一 回 押し 、 
カー ソル キー で 目的 の ファ イル に カー ソル を 合わ せ 加 キー を 押 
人 す 


N/ フ ァ 









エディ ッ ト 中 の ファ イル の 、 カ ー ソ ル の ある 行 に 指定 の ファ イル を 追加 する 。 
ダイ アロ グ ボ ックス の 「[N/ フ ァイル 名 : ] に 直接 ファ イル 名 を 記入 する か 、 
TAB キ ー を 1 回 押し 、 フ ァイル リス ト に カー ソル を 移動 し て ファ イル を 選ぶ 。 
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第 4 章 エディ タ の 使い 方 





ソー スリ スト を 、 デ ィ ス ク 上 に 保存 する 。 保存 する ファ イル 名 は 変更 で き な 
い の で 、 フ ァイル 名 を 変更 する 場合 に は [A/ 名 前 を 変え て 保存 ...」 を 使う 。 ま 
ae も hm 





0/ 標 準 フ ァ イル BAS と いう 拡張 子 の つい た Quick BASIC 専 用 の ファ イル 
と し て 保存 する 。 読み 込む 速度 は 早く な る が 、 他 の エ デ 
ィ タ や ワー プロ な ど で は 、 読 み 込み 不可 能 と な る 。 





T/ テ キス ト フ ァイル ASCII フ ァイル 、 また は テキ ス ト フ ァイル と し て 保存 す 
る 。 ド キュ メン ト 、 イ ンク ルー ド フ ァイル は 必ず この 形 
式 で 保存 され る 。 





| A/ 名 前 を 変え て 保存 。 隊 
ソー スリ スト の ファ イル 名 を 変更 し て 、 ディ スク に 保存 する 。 「S/ 保 存 ] 同 様 
に 保存 ファ イル 形式 を 選択 で きる 。 





V/ す べ て 保存 人 2 
現在 オー プン され て いる ファ イル を 、 全て ディ スク ! に 保存 する 。 画 面 に 表示 
され て いな いよ うな 、 サ ブフ ァイル も も ちろ ん その 対象 に な る 。 
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F/ フ ァイル メニ ュー (CRPH+E) 






| 選 / サ ブフ ァイル の 作成 SM 和泊 の 

新規 に モジ ュー ル ・ イ ンク ルー ド フ ァイル ・ ド キュ メン ト を 作成 する と き に 
指定 する 。 ダ イア ログ ボッ クス に 、 作 成す る ファ イル の ファ イル 名 と ファ イル 
の タイ プ を 指定 する 。 





M/ モ ジュ ー ル モジ ュー ル と は 、 プ ブロ グラ ム を 構成 する 要素 の 最小 単位 で 、 
Ouick BASIC で プロ グラ ム と し て 扱え る ファ イル の こと 。 
ファ イル 名 に は 自動 的 に "*.BAS" と いう 拡張 子 が つく 。 
インクルード イン クル ー ド ファ イル と は 、$INCLUDE メ タコ マン ド で 指定 さ 
れる テキ スト ファ イル の こと 。 標準 の Quick BASIC の 形式 で は 
扱え な い 。 テキ スト 形式 で ファ イル が オー プン され る 。 拡張 子 
な ど は 、 ユ ー ザ ー が 管理 する 必要 が ある 。 


D/ ド キュ メン ト 普通 の 文書 な ど を 作成 する 場合 に 指定 する 。 ドキュメント と 
し て オー フ プン され た ファ イル を 編集 する 場合 に は 、 構 文 チ ェ 


グ ダ 本 と は し な い 。 






し L/ サ ブフ ァイル 常駐 ' 才 4 
メモ リ に モジ ュー ル ・ イ ンク ルー ド ・ ド キュ メン ト を 読み 込む 。 読 み 込ま れ 
た ファ イル は メモ リ に 常駐 する 。 1 つの モジ ュー ル を 読み 込ん だ と き 、 他 の モ 
ジュ ー ル が 付属 し て いる よう な 場合 に は 、 そ の モジ ュー ル も 同時 に 読み 込む 。 
読み 込ん だ モジ ュー ル 間 の 移動 は [If<:2|ISUB フ ァイル の 表示 ] な ど を 使用 す 





る 。 

N/ フ ァイル 名 : 読み 込み た い フ ァイル 名 を 指定 。 マ ウス や [TABI キ ー で 、 
ファ イル リス ト の 中 か ら の 指定 も で きる 。 

形式 ・: 読み 込む ファ イル の 形式 を 指定 し ます 。 形式 に つい て は 、C/ サ 


フフ ァイル の 作成 を 参照 し て くだ さい 。 






メモ リ に 読み 込ま れ て いる モジ ュー ル ・ イ ンク ルー ド ・ ド キュ メン ト を 。 パ 
モリ か ら 解 放す る 。 
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第 4 音 エディ タ の 使い 方 





現在 読み 込ん で いる モジ ュー ル ・ イン クル ー ド ・ ドキ ュ メ ント の 印刷 を 行 な 
う 。 次 の オプ ショ ン に 注意 。 





S/ 指 定 範囲 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 指定 範囲 を 印刷 。 範 囲 の 指定 
は | 1 IT ] し た い リ スト の 先頭 行 に カー ソル を 移 
動 し 、SHIFT+| 1 | | 」 | で 印刷 し た い リ スト の 最終 行 を 指 
定 。 こ の 状態 か ら (画面 は 反転 する ) IGRPH+F 一 Pー 
S を 実行 する 。 印刷 終了 後 、 反転 し て いた 画面 を 元 に 戻 


す に (は 、 カ ー ソ ルキ ー を 押す 。 





W/ ア クティ ブウ ィ ン ド ウ アク ディ ププ ウィ シド ウ の 内 容 を 印字 。 宅 ジュ ー ル で な 
い フ ァイル が 表示 され て いて も 印字 を 行なう 。 
M/ カ レン トモ ジュ ー ル アァ アクティブ プ ウィンド ウ の モジ ュー ル 全 体 を 印字 。 ア ク 


ティ ブウ ィ ン ド ウ に 表示 され て いな い SUB、FUNCTION 
プロ シー ジャ が あっ て も 、 ア クティ フウ ィ ン ド ウ の モ 
ジュ ー ル の 一 部 な ら ば 印字 する 。 






A/ 全 体 表示 され て いる いな い に 関 わら ず 、 メ モリ に 読み 込ま 
れ て いる 全て の ファ イル を 印字 。 





「 D/M ら ーD ロ DS コマ ンド 0 RI 

一 時 的 に MS-DOS に 制御 を 移す 。 * EXE モ デル の プロ グ ラム を 作成 し て 重 
作 確 認 を と る 場合 な ど に 必要 。 MS-DOS か ら エ ディ タ に 復帰 する 場合 に は 、 コ 
マン ドラ イン か ら EXIT と 入力 する 。 





Ouick BASIC ( エ デ ィ タ ) を 終了 し 、 完全 に MG- DOS に 制御 を 移す 。 再度 
Quick BASIC に 戻る 場合 は 、 あ ら た め て Quick BASIC を 起動 する 。 
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E/ 編 集 メ ニュ ー (GRPH+TE) 


ソー スリ ス ト を 編集 する 








変更 を 加え た 行 を 変更 前 に 戻す 。 行 だ け に 機能 する の で 、 全 て の ソー スリ ス 
ト を 元 に 戻す わけ で は な い 。 





行なっ た 部 人 押 か ら 間際 クリ ッ プ ボー ド (編集 用 の 一 時 
HI 1 | |! | で 範囲 指定 する 。 ク リッ プ ボ ー ド に 取 
SS - 張 り 付け る 場合 に は 、 張 り 付け る 位置 に カー ソル を 移動 
し 「P/ ペ ー ス ト ] を 実行 。 








fmmWet っ フリ フォーFFKD と クリ ッ プ ボー ド に 取 
り 込 ん だ 内 容 を 画面 に 張り 付け る 場合 に は 、 張 り 付 ける 位置 に カー ソル を 移動 
し 「[P/ ペ ー ス ト ] を 実行 。 






| P/ ペ ベー スト ⑬HIFTHINBD ] 
LT/ カ ッ ト ] [C/ コ ピー] で 、 ク リッ プ ボ ー ド に 取り 込ん だ 内 容 を 画面 に 張 
り 付 ける 。 張り 付け る 位置 は 、 現 在 の カー ソル 行 。 
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第 4 章 エディ タ の 使い 方 


EE/ 削 除 (DEL) 。 OTR ORCH 
指 宇部 分 を 削除 する 。 ク リ ッ プ ボー ド ! 削除 し た 内 容 を 記憶 し な いた め 、 削 
際 さ きれ た 文字 を 復活 する こと は 出来 な い 。 注意 。 








抽 / 新 規 B 且 MIA 本 Ne 
新しい SUB プ ロ シ ー ジャ を 定義 する 。 ケイ: シ レ ド 」 は 別に 開か れる が 、 実際 は 
メイ ン ル ー チ ン の 一 部 と な る 。 た だ し 、 ア クティ ブウ ィ ン ド ワウ 上 か ら 


SUB _ SUB プロシージャ 名 = 


と 入力 し て も 、 自 動 的 に SUB プ ロ シ ー ジ ャ 用 の ウィ ンド ウ が 開く 。 


0 
z| いい SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 定義 する 。 ウ ィ ン ド ウ は 別に 開か れる が 、 実際 は 
メイ ン ル ー チ ン の 一 部 と な る 。 た だ し 、 ア クティ ブウ ィ ン ド ウ 上 か ら 





FUNCTION FUNCTION プロシージャ 名 
と 入力 し て も 自動 的 に FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ 用 の ウィ ンド ウ が 開く 。 


Y/ 構 文 チ ェ ッ ク 





自動 構 文 チ ェ ッ ク 機 能 の ON /OFF を 設定 。 自動 構文 チェ ッ ク 機 能 と は 、 エ ラ 
ー を 引き 起こ す 可 能 性 の ある 文 を 入力 時 点 で 検出 する こと 。 


ーー 6 の 2 





V/ 表 示 メ ニュ ー GRPH+V 


4・ う 
V/ 表 示 メ ニュ ー empH+v 


ディ スプ レイ 表示 の 操作 を する 





8/SUBー 覧 . 次 内 00 
メモ リ に 説 み 込ま れ て いる SUB、 FUNCTION プ ロ シー ジャ の 一 覧 表 を 表 
示 。 ま た 、 一 覧 表 が 表示 され て いる 時 に プロ グラ ム 間 の 移動 が 行 な を る 。 


C/ プ ログ ラム 選択 : 表示 ・ 編 集 の で きる プロ グラ ム を 変更 で きる 。 希 望 
の プロ グラ ム に カー ソル を 合わ せ て リタ ー ン キー 
を 押す 。 た だ し |IW/ ア クティ プ ウ ィ ン ド ウ ] に 殻 定 


てい 名 こと ど 。 
WM/ ア デア クティ ププ ウィ シド 上 ウ アク ティ プ ブ プ ウ ィ ン シン ドウ の プロ グラ ム を 措 定 。 メニ 


ュー の 外 枠 が 太字 に な っ て いる 時 に 「C/ プ ブロ グラ 
ム 選 択 」 で ファ イル を 選択 する と 、 そ の ファ イル 
が ア クティ ブフ ウィン ドウ に 指定 され る 。 


S/ 分 割 ウ ィ ン ド ウ 画面 を 上 下 に 分 割 。 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ が 特に 
琉 征 さ れ て いな い 場 合 、 現 在 ア クティ ブウ ィ ン ド 
ワウ に ある ファ イル が 、2 分 割 さ れる 。 それ ぞ れ の ウ 
ィ ン ド ウ に 別 の ファ イル を 表示 させ た い 場 合 に は 
[W/ ア クティ アヴィ ンド ウ ] を 実行 する 。 


M/ 移 動 SUB、FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ を 、 別 の モジ ュー ル で て 
使え る よう に 移動 する 。 こ の コマ ンド を 実行 する 
前 に [C/ プ ログ ラム 選択 : ] で 設定 し て お く こと 。 


D/ 削 除 SUB、FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ を 削除 。 SUB、FUNC 
TION プ ロ シ ー ジ ャ は 、Quick BASIC で 独自 に 管理 さ 
れ て いる た め 、 本 コマ ンド を 使っ て 正規 に 削除 す 
る 。 あらかじめ 、 削 除 す る プロ シー ジャ に [C/ プ ブロ 
グラ ム 選 択 : ] で カー ソル を 合わ せ て お く 。 


ー 


第 4 曹 エディ タ の 使い 方 





E/ 次 の SUB 「 本 0 0 
テル ュ ャ ゲ キメ と 水 区 状 本 生 抽 PS オデ jp を 訂 な 格 さき 切り 替え ら 
れる ファ イル は [S/SUB 一 覧 . . . ] で 表示 で きる ファ イル 。 





品 / 画 面 分 割 OO 
画面 を 上 下 に 2 分 割 する 。 すでに 画面 が 2 分 割 き れ て いる 場合 に は 、 1 画面 
表示 に する 。 





_N/ 次 の ステ ー ト メン ト 了 A 
次 に 実行 され る ステ ー ト メン ト を 表示 する 。 





U/ 実 行 画面 (f・4! ON か 1 

MS-DOS を 句 似 的 に 作り 出し て プロ グラ ム の 実行 を 確か め る た め の I 画面 。 プ 
ログ ラム を 実行 させ 、 任 意 の 位置 で 停止 きせ て いる と き の 画 面 も 表示 可能 、 ま 
た だ プログ ラム が 完全 に 終っ て か ら で も 表示 可能 。 





|/ イ ンク ルー ド フ ァイル 編集 。 人 
現在 読 光 み こん で ある イン クル ー ド ファ イル を 表示 ・ 編集 する 。 





L/ イ ンク ルー ド フ ァイル の 表示 
イン クル ー ド ファ イル を 表示 する 。 
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V/ 表 示 メ ニュ ー GRPH+V 





画面 の バッ ク グ ラウ ンド の カラ ー・ 文 字 色 ・ プレ ー ク ポイ ント の 設定 きれ た 
行 の 公 な ど 、QQuick BASIC の 表示 形式 を 変更 ・ 保 存する 。 目 的 の 制御 行 (例え 
ば 、 カ レン トス テー トメ ント の 色 を 変え る 場合 に は 、 カ レン トス テー トメ ント 
が 目的 の 制御 行 ) に カー ソル を 移動 し 、 ス ペー スバ ー で 色 を 変更 し 、 避 キー で 
決定 。 設定 され た 内 容 は 保存 きれ 、 次 の Quick BASIC を 起動 し た 場合 に も 有 
多 。 


N/ テ キス ト ーー テキ スト 画面 の 文字 色 ・ 背 景色 を 決定 する 。 

C/ カ レン トス テー トメ ント カレ ント ステ ー ト メン ト (バー 状 の ED) の 文字 色 ・ 
育 応 色 を 決定 する 。 

B/ プ レー ク ポ イン ト 行 プレ ー ク ポイ ン ト 行 (バー 状 の 印 ) の 文字 色 ・ 背 景 
色 を 決定 する 

S/ ス クロ ー ル バー 画面 の 右 と 下 の 行 に ある 、 ス クロ ー ル バー を 、 表示 
する し な い を 設定 する 。 

T/ タ ブ 間 隔 : ITABI キ ー を 押し た と き 、 カ ー ソ ル を 移動 させ る と 


き の 量 を 決定 する 。 デ フォ ルト は 4。 


65 


4・4 


S/ 検 索 メ ニュ ー 


文字 列 の 検索 と 置換 、 お よび エラ ー 行 を 検索 












上 / 検 索 .…… 上 有 
現在 読み 込ん で いる テキ スト や SUB・FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ の 中 か ら 、 
指定 の 文字 列 を 探す 。 次 の オプ ショ ン が ある 。 


F/ 検 索 文字 列 検索 する 文字 列 を 書き 込む 。 検 索 し た い 文 字 位置 
に カー ソル が 移動 し て いる 場合 に は 、 検 索 文字 列 
が 表示 され る 。 





アク ティ ブウ ィ ン ド ウ 内 で 検索 を 行なう 。 
カレ ント ウィ ンド ウ 内 で 検索 を 行なう 。 


/ ア クティ プ ウ ィ ン シド ウ 
2/ カ レン トウ ウィンドウ 





3/ 全 体 。 読み 込ま れ て いる モジ ュー ル 、 イ ンク ルー ド 、 ド キ 
ュ メ ント ファ イル 全て を 対象 に 検索 を 行なう 。 

M/ 大 小文字 区 別 大 廊 字 ・ 小 文字 の 区 別 を チェ ッ ク す る 。 

W/ 全 体 一 致 完全 に 一 致す る 文字 列 を 検索 する 。 検 索 文字 列 の 


前 後 の 文字 も 上 厳重 に チェ ッ ク す る の で 、 文 字 列 中 
に ある 検索 文字 な ど は 検索 し な い 。 





選 / 指 定 文字 列 検索 ( じ THL 7 0 2 
ソー スリ スト 中 か ら 指 定 し た 文字 列 を 検索 する 。 検索 し た い 文 字 列 に カー ソ 
ル を 移動 し て か ら 、 こ の コマ ンド を 実行 する 。 
な お 、 オ プシ ョ ン は [F/ 検 索 ..] と 同じ 。 
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9/ 検 索 メ ニュ ー (GRPH+E) 





直前 に 実施 し た [S/ 指 定 文字 下 検 索 ][C/ 置 換 コ マン ド ] で 検索 の 対象 と な っ 
た 文字 列 の 次 に 現れ る 文字 列 を 検索 。 





| D/ 置 換 ..… (CTHL+ ロ +A) 


定 の 文字 列 を 探し 、 指定 の 文字 列 に 置き 換え る 。 次 の オプ シュン が ある 。 


F/ 置 換 前 赴 き 換え る 前 の 文字 列 を 指定 。 

T/ 置 換 後 置き 換え る 文字 列 を 指定 

V/ 逐 次 確認 検索 文字 列 を 置き 換え る か どう か を 確認 し な が ら 置換 する 。 
C/ 一 括 置換 ” 確認 を せ ず に 、 自 動 的 に 置換 を 開始 する 。 


※ そ の 他 の オプ ショ ン に つい て は 【[F/ 検 索 ] を 参照 。 


上 / ラ ベル . 





BASIC で ラベ ル と 認め られ た 文字 列 を 検索 する 。 


ー 


第 4 意 エディ タ の 使い 方 
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R/ 実 行 メ ニュ ー 


コン バイ ル お よび イン タブ リタ に よる 実生 








ト ジー ス で きる よう 」 こ 変数 ・ カレ ント ステ ー ト メン ト を 初期 化す る 。 





切 期 化 が 済ん で いれ は 、 先頭 か ら 実 行 。 シ ング ルス テッ プ ト レ ー ス や プレ ー 
ク ポ イン ト で 停止 し て いる 場合 に は 、 次 の 行か ら 実 行 。 プ ログ ラム が 変更 され 、 
結果 に 影響 の ある 場合 に PP ナー レー の 





COMMANDS 関 数 の 返 ナ 文字 列 を 定義 する 。 ブ ログ ラム 呼び 出し に 使用 する 
入力 パラ メー タダ を 与え る コマ ンド 。 


R/ 実 行 メ ニュ ー (GRPH-TR) 


XEXE フ ァイル の 作成 





ソー スリ スト を コン パイ ル 、 
EXE) に する 。 以下 の オプ ショ 


N/EXE フ ァ イル 名 
X/ ラ ンタ イム 分 離 型 EXE フ ァイル 


A/ 邊 立 型 EXE フ ァ イル 


DU/ プ ソ パッ ダグ コー ド 


リン ク し て 単独 で 実行 で きる プ ブログ ラム (*. 
ン が ある 。 


玉 EXE フ ァイル に '- す る ファ イル 名 を 入力 する 。 


この ラン タイ ム 分 離 型 EXKE フ ァ イル を 指定 し て 作 
成 さ れる EXE フ ァイル は 、 こ れ 目 身 で は 動作 で き 
ず 、Quick BASIC の ラン タイ ムル ー チ ン を 別に 起動 
する 必要 が ある 。 た だ し 、 ブ ログ ラム が 非常 に コン 
が hi に まだ まる ね も 。 まだ だ 、 ラ ング イム ルー チン ば は や 
っ た ん 起動 する と 、 メ モリ に 常駐 し 他 の Quick 
BASIC の ブログ ラム で も 使用 可能 


単独 で 実行 で きる EXE フ ァイル を 作成 する 。 ラン タ 


イム 分 離 型 と 比べ る と 、 や や プロ グラ ムサイ ズ が 
大 き く な る 。 


デバ ッ グ コー ド を 、 EXE の 中 に 付加 する 。 この コー 
ドド を 合 ん だ プロ グラ ム は 。 * EXKE と な っ て も デバ 
ッ グ が 可能 と な る 。 





 L/ ラ イブ ラリ 作成 . .… 


自作 の 関数 な ど を 登録 する クイ ッ ク ラ イブ ラリ を 作成 する 。 


N/Quickt ラ イプ ラリ ファ イル 名 
だ ノッ グ コ ー ド 


ライ ブラ リ と する ファ イル 名 を 指定 する 。 
ライ ブラ リ 作 成 後 の 状態 を 指定 する 


M/ メ イン モジ ュー ル の 設定 . . . 





メイ ン と な る モジ ュー ル を 変更 、 設 定 す る 。 


テー 


第 4 曹 エディ タ の 使い 方 
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デバ ッ グ メニ ュー 





オバ デー ュー 門 " 


A/ ウ ォ ッ チ の 追加 .. 
ウォ ッ ナ ウィ ンド ウ に 表示 する 変数 、 式 を 設定 する 。 








 W/ ウ ォ ッ チ ポ イン ト ..… 4 
条件 式 を 設定 し 、 条 件 式 が 真 と な る まで 実行 を 続け る 。 





ッ チ の 削除 上 
ウツ ウォッチ ナ 式 (変数 、 式 ) を ウォ ッ チ ウィ ンド ウ か ら 削 除 す る 。 





L/ 全 ウォ ッ チ 削除 AWDIHN NN 
年 て の ウォ ッ チ 変数 (変数 、 式 ) を ウォ ッ チ ウィ ンド ウ か ら 削 除 す る 。 





プロ グラ ム を 実行 する 時 、 一 定 の ゆっ くり し た スピ ー ド で プロ グラ ム を 実行 

(PRINT 文 な どの 画面 制御 の ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 実 行 画面 と エ デ 
ィ タ が 交互 に な る た め 、 若 十 見 に くく な る )。 ト レー ス の 実行 を 止め る に は 、 
CTRLI+C も し く は 、 STOP キー。[T/ ト レー ス ] に チェ ッ ク マ ー ク が ある と 
き に 選択 する と 設定 が 解除 され 、 マ ー ク が な いと き に 選択 する と 設定 され る ( ト 
グル スイ ッッ タチ) 。 
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DD)/ デ バッ グ メ ニュ ー (CRPH 十 ) ) 


日 / ヒ スト リ ( MA 1 1 
実行 し た ステ ー ト メン ト の 実 f 了 状 態 を を 記憶 する (20 行 まで ) 。 記 憶 し た 内 容 は 
ISHIFT|+lf・8| (前 に 移動 ) 、 ま た は ISHIFT+|f・10| (後ろ に 移動 ) で 確認 。 ト グ 
ルス イッ チ に な っ て いる の で [時 / ヒ スト リ ] に チェ ッ ク マ ー ク が ある と き に 送 
択 す る と 設定 が 解除 され 、 何 も マー ク が な いと き に 選択 する と 設定 され る 。 








日 / ブ レー ク ポ イン ト 人 00 夫 O 005 人 

現在 カー ソル の ある 行 を プレ ー ク ポ イン ト ! に 設定 / 解 除 す る 。 カ ー ソ ル 行 が 、 
すでに ブレ ー ク ポイ ント に 設定 され て いれ ば 設定 を 解除 し 、 設 定 さ れん て いな け 
れ ば ブレ ー ク ポイ ント と し て 設定 する 。 

プ ブレー ク ポ イン ト が 設定 され る と 、 プ ログ ラム の 実行 を 一 時 中 断 し 、 こ れ を 
ウォ ッ チ ウィ ンド ウ と 合わ せ て 使え ば 、 変 数 の 内 容 の 変化 や 流れ な ど が 詳し く 
分 か り 、 デ バッ グ に 役立つ 。 プ レー ク ポ イン ト は いく つ で も 設定 で きる 。 プ ブレ 
ー ク ポイ ント の 色 を 変更 する に は [V/ 表 示 メ ニュ ー]」 一 [O/ オ プシ ョ ン 」 一 [B/ 
ブレ ー ク ポイ ント 行 ] で 設定 する 。 





/ 全 ブレ ー ク ポイ ント 解除 


設定 され て いる ブレ ー ク ポイ ント を 全て 解除 する 。 





/ カ レン トス テー トメ ント の 設定 _ 
カー ソル 行 の 次 あら プロ グラ ム を 実行 する よう に 設定 し 、 任意 の 位置 か ら プ 
ログ ラム を 実行 で きる 。 


/ | 


紅 4 昔 エディ タ の 使い 方 


4・7 


H/ ヘ ルプ メニ ュー 


ヘル プ の 表示 

















人 f・][ 





全般 的 な ヘル プ 情 報 を 表示 。 [|N/ 次 の ペー ジ | で 、 次 の り の ヘルプ ペー ジ を 表示 。 
[P/ 前 の ペー ジ ] で 前 の ヘル プペ ー ジ を 表示 。[K/ キ ー ワ ー ド |] で 特定 の キー 
ワー ド に 対す る ヘル プ 情 報 を 表示 。 






T/ キ ー ワ ー ド : ⑮HIFTHHfD 


Quick BASIC の キー ワー ド や 関数 に つい て の 情報 を 表示 する 。 ソー スリ スト 





中 の キー ワー ド を 参照 する に は 、 カ ー ソ ル を 参照 させ た い 文 字 列 に 移動 後 、 こ 
の コマ ンド を 実行 する 。 [T/ キ ー ワ ー ド ] に 登録 きれ て いる 場合 に は 該当 する 語 
句 を 探す こと な く 、 ヘ ルプ 画面 を 参照 で きる 。 な お 、[G/ 全 般 情 報 ] つ [K/ キ 
ー ワ ー ド | で も 参照 で きる 。 






C/ ヘ ルプ を 閉じ る 。 
現在 開い て いる ヘル プ 画 面 を 閉じ る 





で も 同じ )。 
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H/ ヘ ルプ メニ ュー (GRPH+H) C/ 関 数 メニ ュー (CRPH+C) 


4・6 
C/ 関 数 メニ ュー 


ネス ト し た 関数 の トレ ー ス (追跡 ) ・ 表 示 





ネス ト (関数 が 関数 を 呼び 出す ) し た 関数 が 、 そ れ ま で 呼び 出し た 関数 の リ 
スト を 表示 する 。 表 示さ れ た リス ト を 使い 、 あ る 特定 の 関数 まで 処理 を 戻せ る 


( 1 | | ! で 関数 を 選択 ) 。 
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5 章 


Quick BASIC の 
基礎 





! 
ご 
() 

9 
リン 
み 
() 
つづ 
Rx 
阿井 








いよ いよ 、Quick BASIC で プロ グラ ミン グ を 開始 し 
て いき まし ょ う 。 

Quick BASIC は 、 実に 様々 な こと が 行 な ん ます 。 画 
面 制御 や ファ イル 管理 は も ちろ ん の こと 、 グ ラフ ィ ッ 
クス テー トメ ント を 用 いれ ば 、 自 分 専用 の 図形 プロ セ 
ッ サ さえ も 作成 可能 で す 。 

し か し 、 ま ず は Quick BASIC の 基礎 を し っ か り と 学 
AAC 夫 きま し ょ た ぞ 。 

この 章 で は 、PRINT 文 と INPUT 文 を 使っ て 、Quick 
BASIC で の プロ グラ ミン グ の 基礎 の 基礎 に つい て 解 
説 し ます 。 

で は 、Quick BASIC を 起動 し て 、 ソ ー ス を 入力 、 実 
行 し て いき まし ょ う 。 ソ ー ス を 入力 し た ら 、 必 ず 保 存 
し まし ょ う 。.BAS の つい た ソー スリ スト が あれ ば 、 
Quick BASIC で は 、 い つ で も イン タプ リタ (f・5 キ ー) 
で 実行 で きま すか ら 、 学 習 段 階 で は 、 す べ て の ソー ス 
を EXE フ ァイル に する 必要 は あり ませ ん 。 









ーーーーーー ッ 、 ッ コー ーー プー ププ TO ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー ニー ニー 


PRINT 文 を 使っ て 画面 出力 





S1 
PRINT 文 を 使っ て 画面 出力 


画面 に 文字 を 表示 し よう 


PRINT 文 の 使い 方 





| PRINT 文 で 、1 行 を 画面 表示 する 
第 3 章 で 


PRINT "QUICK BASICY 


の プロ デオ デ VM き 、 実行 し て み ま し た 。 これ が PRINT 文 な の で 


す 。PRINT 文 と は 、 画 面 に 指定 し た 文字 (メッ セー ジ ) を 表示 する た 
め 命 令 で す 。 

この よう な 命令 の こと を 、Quick BASIC で は 「 ス テー トメ ント | と 
呼び ます 。 


@⑥PHINT 文 の 書式 @@ 





PRINT “メッセージ ! ーー メッ セー ジ 部 分 が 画面 に 表示 され る 





@⑥PHINT 文 の 使い 方 @ 多 
@ ソ ー ス リス ト PRG-NO2 


~ 表 示し た い 文 字 。 大 文字 、 小 文字 な ど が まじ っ て も よい 





第 5 章 Quick BASIC の 基礎 


この プロ グラ ム は 、“"Today is fine.′ と 表示 され る は ず で す 。 
f:5! キ ー (イン タプ リタ に よる 実行 ) を 押し て み ま し ょ う 。 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 


TOAV 13S ま 和 3 用 人 き 。 


何 か が キー を 押し て くだ さい 


大 氷 夫 で し た ね 。 
この よう に 、PRINT 文 で は 「” ”」 で 囲ま れ た 中 の メッ セー ジ を 表示 
し ます 。 


これ が も っ と も 基本 的 な PRINT 文 の 使い 方 で す 。 






PHINT 文 に よる 複数 行 の 画面 表示 MS 
PRINT 文 で 、1 行 の メッ セー ジ を 出力 する 方 法 は 分 か り ま し た 。 で 
は 、 2 行 、3 行 と 複数 行 に わた っ て メッ セー ジ を 出力 し て み ま し ょ う 。 

複数 行 に わた っ て メッ セー ジ を 出力 する 場合 、PRINT 文 を 出力 す 
る 数 だ け PRINT 文 を 書き ます 。 





/O 





PRINT 文 を 使っ て 画面 出力 


ノー スリ スト PHG-NO3.BAG@@ 





PRINT “QUICK BASIC 
PRINT “oday is fine. 


人 ⑤ 〇 イン タプ リタ に よる 実行 結果 


QUICK BASIC 
Today is fine. 


同 か キー を 押し て くだ さい 


色 を 付け て メッツ セー ジ 出 力 (COLOR 文 ) 
ここ まで の メッ セー ジ 出 力 は 、 文 字 は 曰 、 背 景色 が 黒 と 決っ て いま 
其 
これ だ け で は 、 ち ょ っ と 味気 な いと 思え ば 、COLOR 文 を 使っ て 文字 
や 有 了 応 に 、 コ ンピュータ の 許す 範囲 内 で 色 を 付け られ ます 。 





@⑥COLOH 文 の 書式 @@ 
COLOR 文字 色 , 背景 色 


文字 色 や 背景 色 は 全て 、 次 の よう な 番号 で 管理 され て いま す 。 
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@ 文 字 色 ・ 育 景色 の 色 番 号 





色 通常 の 色 指 定 反転 時 の 点 減 指 定 
未 0 24 
青 | 25 
緑 2 26 
水色 3 27 
た 4 28 
共 5 29 
黄色 8 30 
日 7 31 

これ ら の 数 字 を COLOR 文 の 後に 書き 込む だ け で 、 文 字 色 を 好み の 
色 に し た り 、 点 滅 を させ た りす る こと が で きま す 。 

半 着 し リー 昌和 きま せん 。 背景 色 で 設定 で きる の は 、 通 
常 の 色 指 定 だ け で す の で 、0~- 7 まで の 数 値 だ け で す 。 も し 背景 色 に 
これ ら Pkko る と 、 

引数 が 許さ れる 範囲 で は あり ませ ん (ERR=5) 
と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出力 され ます 。 
さて 、 人 簡単 な COLOR 文 を 、 実際 に 使っ て みる こと に し まし ょ う 。 


人 ⑤ き ソー スリ スト PRG-NO4.BAS 


COLOR 5 
PRKINT "QUICK _ BASIC" 
COLOR 6 


PREINI “joday js (jne。“ 
に COLOR 11 
PRINT "PRE STAGE“ 





GO 





PRINT 文 を 使っ て 画面 出力 
⑤ 〇 イン タプ リタ に よる 実行 結果 


MSCR BASIC ーーーーー9 ソ ツ プ ツ 半 
Today is fine. “ 黄色 
PRE STAGE 一 一 ーーーーー 一 水色 の 背景 が 反転 、 文 字 が 黒 と な る 





To ae 
ー テー ec 


ii 時 
補っ 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


この 本 で は 、 カ ラー の 文字 表示 を お 見 せ で きま せん が 、 み な さん の 
ディ スプ レイ に は 、 カ ラフ ル な メッ セー ジ が 出力 され た は ず で す 。 
| 文字 に 色 を 付け る 」 な どの 作業 は 、 プ ログ ラム と し て 実質 的 な こと 
は 何 も 行 な っ て いま せん が 「 エ ラー メッ セー ジ を 赤 で 表示 し て 、 キ ー 
入力 を 促す ] な どの よう な 場合 、 文 字 に 色 を 付け た く な る こと が あり 
ます 。 

この よう な と き に 、COLOR 文 を 使っ て 下さ い 。 

また 、 背 景色 を 瞬時 に 変 換 す る こと で 、 画 面 を フラ ッシュ させ る と 
いっ つっ だ こと も で きま す 。 


画面 消去 (CLS 文 ) 





画面 に 、 以 前 実行 し た プロ グラ ム の 実行 結果 が 残っ て いる よう な 場 
合 、 目障り だ っ た り 、 う っ と うし か っ た り し ます 。 
ここ で 、 画 面 を きれ い に 掃 除 す る 方 法 を 学ん で お きま し ょ う 。 
画面 を クリ ア す る に は 、CLS 文 を 使い ます 。 
LO 文 の 書式 @@ 
CLS オプ ショ ン 
画面 を クリ ア し た いと ころ で 、CLS 文 を 書き 込む せこ と に より 、 画 面 
の クリ ア が で きま す 。 
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吾 5 草 Quick BASIC の 基礎 


また 。 人 を 操作 すれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 ( 線 な ど 
を 引く 画面) だ け ク リア する と か 、 テ キス ト 画 面 (通常 文字 が 出力 き 
れる 画面 ) 人 の | た 

た だ 単に CLS 文 だ け で 、 オ プシ ョ ン を 付け な けれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク 
画面 、 チ キス ト 画 面 の 双方 共 ク リア し ます 。 

Mn 最初 は 何 を いっ て いる か 分 か ら 
な いと 思い ます が 、 こ こ で は 取り 合え ず |CLS 文 は 画面 クリ ア の た め 
の ステ ー ト メン ト 」 と いう こと だ け を 覚え て くだ さい 。 


人 ⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO5.BAS 


じ L し S 

COLOR 5 

PRKINTI "QUICK BASIC" 
COLOR 6 


PRIN}I “joday jis fjine、" 
COLOR 11 
PRINI “PRE STAGE" 





イン タブ リタ に よる 実行 結果 


ーー 以前 あっ た メッ セー ジ が 全て な く な っ て いる 点 に 注目 


QUICK BASIC ォ ーーー 紫 
Today is fine. < 一 黄色 
PRKE STAGE キーーーーーー 水色 の 背景 が 反転 、 文 字 が 黒 と な る 





何 か キ ー を 押し て くだ さい 


CLS 文 は 、 実 に 句 繁 に 使わ れ ま す 。 

メニ ュー を 作成 し た りす る 場合 、 炊 の メニ ュー を 表示 し た いと き に 、 
いっ た ん 画面 を クリ ア す る 必要 が あり ます が 、 こ の よう な と き に CLS 
文 を 使い ます 。 


O/ 


PRINT 文 を 使っ て 画面 出力 





メッ セー ジ 位 置 の 指定 (LOCATE 文 ) 
今 ま で の 方 法 だ と 、 メ ッ セ ー ジ の 位置 を 自由 に 指定 する こと は で き 
ませ ん 。 

例え ば 、 画 面 の ちょ うど 中 央 に メッ セー ジ を 出力 し た いと か 、 画 面 
の 右 下 に メッ セー ジ を 出力 し た いと か いう こと が で きま せん 。 

こん な 時 に は 、LOCATE 文 で メッ セー ジ 位 置 を 自由 に 指定 で きま 
す 。 





@ す し りり CATE 文 の 書式 @@ 
LOCATE 行 。 桁 
行 と は 、 画 面 の 上 か ら 数 えて 何 行 目 か と いう こと で す 。 


桁 と は 、 左 か ら 数 えて 何 桁 目 に よ す る か と いう こと で す 。 
また 、 画 面 の 行 ・ 桁 は 、 次 の よう に 決っ て いま す 。 





画面 の 行 と 配 の 位置 関係 





OJ 





天 5 草 Quick BASIC の 基礎 


ここ で 示さ れ て いる よう に 、 画 面 の 左上 の 角 が LOCATE 1.1 と な 
り 、 画 面 の 右 下 の 角 が LOCATE 25.80 で す 。 

この 数 値 以 上 は 、 行 ・ 杵 と も に 与え る こと は で きま せん 。 つ まり 、 
通常 の 文字 出力 は LOCATE 1.1-ーLOCATE 25.80 ま で と 決っ て いる 
の で す 。 

実際 に プロ グラ ム を 打ち 込ん で みて 、 画 面 の 指定 位置 に メッ セー ジ 
を 出力 し て み ま し ょ う 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO5.BAS 





じ し S 
LOCATIE 15,40 


PRKINTI "QUICK BASIC" 


@⑮ イ ンタ ブリタ に よる 実行 結果 


QUICK _ BASIC 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


LOCATE 文 に より 、 画面 の ちょ うど 中 央 を 指定 し て いる の で 、 メ ッ 
セー ジ が 画面 中 央 に 出力 され て いま す 。LOCATE 文 が 確か に 位置 を 、 
指定 し て いる こと が 分 か り ま す 。 


Pe 


INPUI 文 を 使っ て キー ボー ド 入 力 


5・2 


INPUT 文 を 使っ て キー ボー ド 入 力 


キー ボー ド か ら 入 力 し た キー ー を 本 画面 に 表示 





キー ボー ド か ら 入 力 し た キー を 判断 させ る に は 、INPU] 文 を 使う 
の が も っ と も 簡単 で す 。 
ここ で は 、INPUT 文 を 使っ て キー ボー ド 入 力 を 理解 し まし ょ う 。 


@@|NPUT 文 の 書式 @@ 
INPUT [ : も し く は な し ] メッセージ" [, も し く は :] 変数 


“変数 ” と いう 言葉 が 出 て きま し た 。 こ れ は 一 体 な ん で し ょ うか 。 
変数 と は 、 任意 の 数 値 な ど を 格納 し て お くだ た め の 箱 な の で す 。 
変数 に つい て ! は よ 、 次 の 章 で 詳し く 解 読 し ます が 、 こ こ で は 取り 合え 
ず 、「 任 意 の 数 な ど を 入れ る 箱 」 と 解釈 し て お いて 下さ い 。 

また 、INPUTT 文 は 、 オ プシ ョ ン の 使い 方 で 様々 な 使用 方 法 が あり ま 
す 。 こ こ で は 、 も っ と も 簡単 な 使い 方 を 見 て か ら 、 実 戦 的 な 使い 方 ま 
で を 知る こと に し ます 。 


人 き ソ ソー スリ スト PRG-NO7.BAS 


INPUTI % 4 一 一 一 キー ボー ト に より 変数 X に 格納 





イン タブ リタ に よる 実行 結果 





OO 


第 5 意 Quick BASIC の 基礎 


INPUT 文 だ け を 実行 する と 、 画 面 に は | ? 」 が 出力 され 、 キ ー ボ ー 
ド か ら の 入力 を 促さ れ ま す 。 

ここ で は “100”" と 入力 し て みしま し た が 、 で は 入力 し た 数 値 は どこ 
Ca て し まっ だ の で し ゅ ょ うか 。 

次 に 、 入 力 を 行なっ た 文字 を 表示 させ て 、 確 か に 入力 され た か の 確 
誰 を と っ て み ま し ょ う 。 





⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO8.BAS 









INPUI X 
PRKINI X を - 変数 の 内 容 の 表示 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 





7 1』DU 


10 ーーー 一 変数 の 内 容 を 表示 させ る と 確か に “10" が 入っ て いた 


INPUT 文 に よっ て 変数 X に 10 を 入れ 、 そ の 結果 が PRINT 文 に よっ 
て 表示 され て いま す 。 

ここ で 注意 し て いた だ きた い の で す が 、 こ こ 扱 っ た 変数 は 数 値 型 と 
いっ て 、 数 値 し か 受け 付け な い 変 数 で す 。 し た が っ て 、 文 字 (ABC な 
ど ) を “? ” の 次 に 入力 する と 


再 入 力 し て くだ さい 
と メッ セー ジ さ れ ま す 。 
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INPUT 文 を 使っ て キー ボー ド 入 力 





メッ セー ジ 出 力 を 伴っ た キー ボー ド 入 力 3 
次 に 、 メ ッ セ ー ジ 出力 を 伴っ た 、 キ ー ボ ー ド 入力 を 行なっ て みる こ 
と 記し まし ょ よう 。 

キー ボー ド 入 力 を 行なう 場合 、 普 通 は な ん ら か の メッ セー ジ を 出力 
し て 、 入 力 を 促し ます 。 

ここ で は その 方 法 に つい て 解説 し ます 。 


人 ソー スリ スト PRG-NO9.BAS 


INPUT "Please data 'BX 
PRINI 久 ーーー 一 注意 






イン タプ リタ に よる 実行 結果 


Please data ? 


1500 


INPUT 文 は 、 先 ほど の 理由 な どか ら メ ッ セ ー ジ 出力 を 伴う こと が 
多い の で 、 最 初 か ら メ ッ セ ー ジ 出力 を 行 な を る よう に 工夫 され て いま 
。 

メッ セー ジ を 出力 させ る 場合 に は 、PRINT 文 な ど と 同じ よう に メ 
ッ セ ー ジ を 「"” "|」 で 囲ん で や り ま す 。 

これ で メッ セー ジ 付 き で キー ボー ド 入 力 を 受け 付け られ ます が 、 注 
意 し た い の が 、 変 数 と メッ セー ジ の 区 切り で す 。 

ソー スリ スト PRG-NO9 .BAS の よう に 「 : 」( セ ミコ ロン) で 区 切り 
表 有 。 
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「 第 5 草 Quick BASIC の 基礎 






INPUT 文 の 「 や 」 出力 を 消す 。 缶 2 
これ で 、 一 通り INPUT 文 に つい て 把握 で きた と 思い ます が 、 
INPUT 文 を 使う と 必ず 出力 され る | ? 」 を 消し て み ま し ょ う 。 
場合 に よっ て は 、 目 障 り に 感じ られ る こと が あり ます 。 
「 ?」 を 消す に は 、 メ ッ セ ー ジ と 変数 の 区 切り を 「: 」 (セミ コロ ン ) 
か ら |。| (カン マ ) に 変更 し ます 。 
試し に 、 先 ほど の ソー スリ スト を 使っ て 動作 を 確認 し て み ま し ょ う 。 





⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO10.BAS 


INPUT "Please data “" 同 X 
| PRINT X 1 由 証 









イン タブ リタ に よる 実行 結果 





Please data 
2 
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この 章 で は 、 変 数 に つい て 学び ます 。 

すでに 、 変 数 を 使っ た プロ グラ ミン グ を し て み ま し 
た が 、 ま だ 、 本 質 的 な 意味 を 理解 し て いな いと 思い ま 
す 。 

ここ で は 、 変 数 の 考え 方 か ら 解 説 し ます 。 

妥 数 に は 、 文 字 型 変数 と 数 値 型 変数 が あり ます が 、 
実際 に 変数 を 使っ た プロ グラ ム を 作っ て 、 そ の 内 容 や 
使い 方 を 理解 し て くだ さい 。 

どの よう な プロ グラ ミン グ 言 語 で も 変数 の 概念 は 、 
大 切な も の で す 。 

みな さん も 変数 を 上 自由 に 扱え る よう に な っ て 下さ い 。 





変数 の 概念 








全て の ブロ グラ ミン グ の 根本 的 な 考え 方 





変 数 と は 、 す な わ ち 
変動 する 値 を 入れ て お 〈 入れ物 


な の で す 。 

プロ グラ ミン グ に お いて この 考え 方 は 重要 で 、 全 て の プロ グラ ミン 
言語 は この 考え 方 に 基づい て プロ グラ ミン グ を 行ない ます 。 

この 変数 と いう 入れ 物 に は 、 数 値 だ け で な く 文 字 も 入れ られ ます 。 
し か し 、 数 値 を 入れ る 入れ 物 と 文字 を 入れ る 入れ 物 は 明確 に 区 別 し 
な く て は な り ま せん 。 

また 、 変 数 は 代入 を 行なう た め に も 使わ れ ま す 。 

変数 は 、 本 書 で も た くさ ん 使っ て いき ます の で 、 徐 々 に 覚え て いく 
っ Le 表 上 よ 上 " 

まず 、 次 の こと を 覚え て お いて 下さ い 。 


信 変 数 名 は 、40 字 以内 で 自由 に 名 前 を 付け られ る 

人 @ 変 数 名 の 最初 は か な ら ず 文字 で ある こと 

@$ ス テー トメ ント や 関数 で 使っ て いる 文字 列 は 使え な い 
代数 値 を 扱う 変数 は 数 値 型 変数 

人 @ 文 字 を 扱う 変数 は 文字 型 変 数 





吾 6 草 変数 の 基礎 





人 変数 


変数 名 に 何 も つ けず に 代入 


数 値 型 変数 の 使い 方 





数 値 刑 の 変数 は 、 変 数 名 に 何 も 付 けず に 代入 を 行ない ます 。 
簡単 な リス ト を 通し て 、 数 値 型 の 変数 を 理解 し まし ょ う 。 


人 ソー スリ スト PRG-NO12.BAS 





A 
D 


PR INT 
PRINT [B 


| _ " ー 
変数 を 表示 させ る 





確か に それ ぞ れ の 変数 の 内 容 が 表示 され まし た 。 

ここ で は 、 変 数 の 内 容 と メッ セー ジ を 同時 に 表示 させ て いま す が 、 
PRINT 文 に は こん な 機能 も あり ます 。 

今 ま で PRINT 文 を 使っ て メッ セー ジ を 表示 させ て いた と き 「”""」 で 
囲ん で いま し た が 、 変 数 を 表示 きせ る と き に は 「"”"」 が いら な い 点 に 
注意 し て くだ さい 。 


ソノ 


ーー ニーーーーーー ーーーー ーー ーー デー テー 


数 値 刑 変 数 


また だ た 、 変 数 に 数 値 を 代入 する 場合 の 方 向 に 注意 し て くだ さい 。 
次 の よう に 、BASIC の 代入 で は 、 右 か ら 左 に 行なわ れ ま す 。 


@⑨ 変 数 へ の 数 値 の 代入 方 向 






数 値 型 変数 の 扱う 桁 数 と 範囲 





さて 、 こ こ で 扱っ た 数 値 型 の 変数 は 、 扱 える 桁 数 に は 限界 が あり ま 
す 。 扱え る 桁 数 に よっ て 宣言 が 必要 に な り ま す 。 


較 宣 言 を し な いり い 場合 
扱え る 重 半 -9.999.999-- 十 9.999.999 
例 ] X = 100 


田 変 数 の 末尾 に 2%% を 付け る 
扱え る 範囲 。 -32.768 て 十 32,767 
例 ] X% = 12000 


較 変 数 の 末尾 に & を 付け る 
扱え る 節 囲 。 -2.147.483.648- ン 十 2.147.483.647 
[ 例 ] X& = 1000000000 


ここ で は 、 小 数 点 を 含ま な い 整 数 で の 桁 数 と 範囲 を 志 し まし た 。 
小数 点 を 含む 正確 な 代入 な ど は 「 固 定 小 数 点 ] | 浮動 小数 点 ]」 と いう 
方 法 を 用 いま す 。 

「 固 定 小数 点 」「 浮 動 小 数 点 ] な ど は 、 も う 少 し プロ グラ ミン グ 技 術 が 
向上 し て か ら 学 ん で 下さ い 。 本書 で は 、 整 数 値 だ け を 扱い ます 。 
さて 、 こ れ ま で 、 い くつ か 使っ て きた 数 値 型 の 変数 は 、 実 は 、 最 大 
7 杵 キ で し か 扱え な か っ た の で す 。 

試し に 、 7 桁 を 越え る 数 値 を 代入 し て みる こと に し まし ょ う 。 
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Pe < “ 5 
吾 6 草 変数 の 基礎 


側 \ ソ ソー スリ スト PRG-NO13.BAS 


し し く 
A 三 10000000 ーーーー 8 桁 の 数 値 を 代入 


PRINI A ニ " ヵ 』 ム A 





イン タブ リタ に よる 実行 結 索 





表示 さき せる つも り の “10.000.000" は 表示 され ず 、 妙 な 値 が 表示 き 
ぎし も だ 。 

これ は 指数 と 呼ば れ 、 実 際 に 変数 X に 数 値 を 人 れ て いる も の の 、 そ 
れ を 扱い きれ な く な っ た た め に 起こ る 現象 で す 。 

実際 に は ちゃ ん と 代入 きれ て いま す が 、QOuick-BASIC で 限 究 の と こ 
る まで きき で し まっ た だ の で 。、 こ の よう な 妥 示 と な が っ て し まり いい きま し だ た 。 
また 、 こ こ で は 、 も う 一 つの こと を 行なっ て いま す 。PRKINT 文 で 
は 、 メ ッ セ ー ジ と 変数 を 同時 に 表示 させ る こと が で きる の で 、 そ の 機 
能 を ここ で 使っ て いま す 。 


@@⑥PHINT 文 で メッ セー ジ こ 変数 を 表示 ご せる 多 殺 


[ーー メッ セー ン と 変数 の 区 切り 


: A 
L 交 





メッ セー ジ と 変数 を 同時 に 表示 させ る に は 、 そ れ ぞ れ の 約束 ご と ("" 
で 囲む な な どの ) を 満た し た 上 で 、「 : 」 で 区 切れ ば ちゃ ん と 表示 され ま 
す 。 


ーー " 





到 蛋 型 変 数 


また 、 同 時 に 表示 させ る メッ セー ジ と 変数 の 順番 は あり ませ ん 。 ど 
ちら が 最初 に き て も 、 ま た 連続 し て も 構い ませ ん 。 

な お 、 区 切り の セミ コロ ン を カン マ に 変更 する と 変数 と メッ セー ジ 
の 間 に 特 定 の 桁 数 、 空 折 を 開け ます 。 

も う 少 し 、 例 を 挙げ け て み ま し ょ う 。 


ソー スリ スト PRHG-NO14.BAS 








じ し S 

A% 三 10000B 

& 三 1000000 y 記号 に 注意 
PRKINTI "A =": NO1% 

PRINI "B =": NO2& 


⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 





10000 


1000000 


鐘 数 を 代入 し 、 変 数 を 表示 する な どの 場合 に 、 も し 記号 を 忘れ る と 、 
急 数 A と 変数 A% と は 別 の 変数 と し て 扱わ れる の で 注意 が 必要 で す 。 


@ 妥 数 A が 変数 A こ は 別 の 変数 こし て 扱わ れる 例 








CLS 
A% = 10000 

B& = 1000000 ーー 記号 を 忘れ て いる 
PRINT "A =": A 

PRINT "B =": B 


イン タプ リタ に よそ ぞ 実 行 結果 





0 」 Eb 
と Pe 記号 を 忘れ た の で て 別 の 変数 と し て 扱わ れ た 


ザコ 








1 7T て 3 ae = 下車 
5 お わ 革 5 XX ソノ 1 人 








文字 型 変数 





文字 型 変数 の 使い 万 
文字 型 の 変数 は 、 
変数 名 の 最後 に 「$」 マー ク 
を 付け て 代入 を 行ない ます 。 ま た 、 





代入 する 文字 は 「 ツ | (ダブ ルク ォ ー ト ) で 〈 く くる 


必要 が あり ます 。 

この 2 点 だ けが 数 値 型 変数 と の 違い で す 。 は じ め は 、 忘 れ て し まう 
こと が 多い の で 注意 し まし ょ う 。 こ ん な 間違い で も 、 長 い プ ログ ラム 
で な か な か 見 つか ら な いと 苦労 し ます 。 


⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO16.BAS 





CLS 

A$ = "KUDOU" ' 
B$ = "SHIZUKA" 了  「$」 マー ク に 注意 
PRKINI “A$ = “>: 

PRKINI ”B$ 三 "<・ 


@⑤⑮ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 


KUDOU 
SH 1/UKA 





ZO 








字 弄 変数 


文字 型 変 数 の 扱え る 最大 長 と 種類 
数 値 型 の 変数 に も 桁 数 な どの 制限 が あっ た よう に 、 文 字 型 の 変数 で 
も 制限 が あり ます 。 要約 する と 次 の よう に な り ま す 。 


圏 可 変 長文 字 列 
意 味 長 さ が 定め られ て いな い 文 字 列 
最大 長 32,767 文 字 以 内 


田 固 定 長 文字 列 
意 味 文字 数 を 宣言 し て か ら 使う 文字 列 の こと 
最大 長 32.767 文 字 以 内 


可変 長文 字 列 」 | 固定 長 文字 列 」 共 に 扱え る 文字 数 は 同じ で す が 、 処 
理 が 若干 違い ます 。 可変 長 の 場合 に は 、 扱 う 文 字 の 長き が 後 か ら 変わ 
っ て も 間 題 あり ませ ん が 、 固 定 長 の 方 は 最初 に 決め た 文字 数 し か 代入 
で きま せん 。 通常 は 可変 長 を 使い ます 。 

これ ら の 概念 は 、 フ ァイル 操作 を する と き に 使い ます が 、 こ こ で は 
概念 だ け を 理解 し て お いて 下さ い 。 

文字 型 変 数 を 確認 する 意味 で 、 簡 単 な り スト を 作成 し 、 実 行 し て み 
本 


人 ⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO17.BAS 









4 読 こ 
INPUI “Please your name : " 。 NAME$ 
PRIN] "Your name is “": NAME$ 


@⑮ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 





Please your name : KUDOU SHIZUKA 


Your name is KUDOU SHTIZUKA 
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第 7 章 
Quick BASIC の 
湯 算 








の 
(て 

ヨ 
だ 
99 
タン 
りう 
〇 
つ 
沖 





コン ピュ ー タ の 漂 算 に は 、 


四則 演算 
比較 演算 
論理 演算 


が あり ます 。 
また 、 コ ンピュータ に 特長 的 な 演算 と し て 


文字 列 の 演 邊 


が あり ます 。 

これ ら の 演算 は 、 コ ンピュータ に お ける 演算 の 初歩 
中 の 初歩 で す 。 一 見 難し いよ うに 見 えま す が 、 実 際 に 
簡単 な プロ グラ ム を 作っ て みれ ば 、 そ の 概念 は 容易 に 
把握 で きる は ず で す 。 

科 単 な プロ グラ ミン グ を 通し て 、 演 算 に つい て 学ん 
で いき まし ょ う 。 


四則 演算 


1 
四則 演算 


引き 算 、 足 し 算 、 掛 け 算 、 害 算 


_ 四 則 演 算 の 概 意 
四則 演算 と は 、 御 存 知 の よう に 





(引き 算 ) 
(足し 算 ) 
(掛け 算 ) 
(割り 算 ) 


AX 


|・ 


の こと で す 。 こ の 一 、 十 な どの 記号 を 演算 子 と いい ます 。 





足し 算 (演算 子 : +) 

A と B を 足し て C に 答え を 代入 する ([ 例 ] C=A 十 B) 
引き 算 (演算 子 : 一 ) 

A か ら B を 引い て C に 答え を 代入 する (|[ 例 ] C=A-B) 
掛け 算 (演算 子 : *) 

A と B を 掛け て C に 答え を 代入 する (([ 例 ] C=A*B) 
割り 算 (演算 子 : ノ ) 

A を B で 割っ て C に 答え を 代入 する (([ 例 ] C=A/B) 
剰 祭 演算 (演算 子 : MOD) 

A を B で 割っ て C に 余り を 代入 する (([ 例 ] A MOD B) 
べき 乗 (演算 子 : ) _ 

A の B 乗 し た 答え を C に 代入 する (人 [ 例 ] C=A B) 


101 






第 7 音 Quick BASIC の 演算 


この よう に XX、 そ に は 特別 の 記号 を 使い ます 。 掛け 算 に は 「*| を 、 
割り 算 に は 「/」 を 代用 し て 実際 の 計算 に 用 いま す 。 こ れ は 、x、 テ の 
記号 が キー ボー ド に な いか ら で す 。 

また 、 通 常 の 四則 演算 の 他 に 、BASIC 固 有 の 計算 が あり ます 。 

穫 余 演算 と べき 乗 で す 。 

剰 償 演算 と は | 割っ た 余り 」 を 算出 する 計算 方 法 で 、 実 際 の プロ グ 
フミ ング に は 欠か せな い 演 算 方 法 で す 。 ま た 、 べ き 乗 は 「 〇 〇 の 3 乗 」 
な どの 表現 を コン ピュ ー タ に 行なわ せる と き に 使い ます 。 


数 値 の 四則 演算 


夫 す は 、 理 解 し や すい 四則 演算 を 行なっ て み ま し ょ う 。 





人 ⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO18.BAS 


9 皇 ぶ 

A = 3 

B ニ 2 

FEEINI “A 三 ー: ん ル : " 呈 ="% 明 
PRINT 


し 三 A 圭 は を 一 
PRLMNI 及 キ 8 ="。 
C ニム AーB 
PRKINI “"A 一 B ="> 
CC ニニ 水 B ーー 
PRINT 
じ ニム A ム ノノ B [ 

PETINI “A / B "< 

じ ニ AA^ B ] 

P ビ KIMT “AA 世 = デ ": 

じ ニニ A MOD B ー 
だ EEINI “ん A MOD B = ニ " ッ > CC 


ー 変数 C に それ それ の 計算 結果 を 代入 


3 
> 
※ 
9 
| 
3 
2 14431 (0 】 の 1 列 
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四則 演算 





人 ⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 





の 
I 


〇 
1 
5 
本 
の 


B 


上 の リス ト は 、 そ れ ぞ れ の 計算 を 変数 C に 代入 し て 、 メ ッ セ ー ジ と 
共に 表示 させ まし た が 、 こ れ と 同じ こと を スッ キリ と まとめ て 、 次 の 
よう に も 書く こと が で きま す 。 


借 \ ソ ソース リス ト PRG-NO19.BAS 


3 
中 に 王 


計算 結果 を その まま 表示 する こと 
も 可能 


回 


B 
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天 7 章 (Quick BASIC の 演 見 


| 
しり 
9 


キ 
玉 
の 
A 


ヴ ロ の の の 


の 中 中 日 昌 日 


エ 
〇 


文字 列 の 演算 

今度 は 、 文 字 列 の 演算 を 行なっ て み ま し ょ う 。 

文字 列 の 演算 は 、 足 し 算 は むろ ん の こと 、 引 き 算 な ども で きま す 。 
し か し 、 引き算 な ど は や や 高度 な 技術 が 伴う た め 、 足 し 算 だ けが 文字 
列 の 演算 と し て 使わ れる こと が 多い よう で す 。 





ソー スリ スト PRG-NO20.BAS 








し し LO 

INPUI "First name ・  。 NAME1$ 

INPUI “Second name : "。 NAME2$ 

PRINTI "First name 三 ": NAME1$: “" Second name = ": NAME2$ 
PRINI "Your name is ": NAME1$ + NAME2$ 


人 ⑳ き イン タプ リタ に よる を 実行 結果 


ド First name 。 深 主 1 
SBcCond name : Asaka 
First name 三 Yui Second name ニニ Asaka 


Your name js 





確か に 連結 され た 


First name で 入力 し た 部 分 が “Yui” で Second name で 入力 し た 部 
分 が “Asaka で す 。 
ご 覧 の 通り 、 た し か に 連結 され まし た 。 
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比較 演算 子 


7.2 


比較 演算 子 


式 の 左右 の 値 を 比較 し て 判断 する 





比較 演算 の 概 共 

比較 演算 子 は 、 式 の 左右 の 値 を 比較 させ 「 大 きい 」「 小 さい 」「 等 し 
い | な どの 判断 を させ る も の で す 。 

し た が っ て 、| 正 し い 」 や | 調 っ て いる 」 と いう 答え が 返っ て きま 
す 。 

ヨシ ピュ ー ア で は 、 


誤っ て いる 場合 に は 偽 ( ぎ ) 呈 


が 返っ て き ます 。 






ーー 。 A と B は 等 し い ([ 例 ] AB) 

く 。 A は B よ り 小 さい ([ 例 ] A<B) 

> 。 A は B よ り も 大 きい (|[ 例 ] A>B) 

= A は B よ り も 小さ いか 等 し い (A<:B) 
= A は B よ り も 大 きい か 等 し い (A>=B) 
<> 。 A と B は 等 し く な い ([ 例 ] A<>B) 
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7 草 Quick BASIC の 洗 算 


比較 演算 子 の 使い 方 


比較 演算 子 は 、「 正 し い 」「 正 し く な い 」 と いう 演算 結果 を 数 値 と し 
て 返す と 述べ まし た が 、 そ の 結果 は 通常 、 見 る こと は で きま せん 。 た 
いて い は 、 次 章 で 解説 する IF 文 な どの 条件 分 岐 で 、 そ の 分 岐 先 を 決定 
する た め に 使わ れ ま す 。 

ここ で は 、 結 果 を その まま 表示 する 方 法 を 使っ て 、 比 較 演 算 の 結末 
六 必 て みあ し よう 。 





ソー スリ スト PRG-NO21.BAS 








: U ォ ーーーー- A は B よ り 小 さく な い の で 偽 (0) と な る 
・ 一 1 ーーー-A は B よ り も 大 きい の て 真 (0 以外 の 数 値 ) と な る 

<ーーーーA は BB よ り も 等 し くも な 〈 く 大 きく も な い の て 偽 (0 ) と な る 
4ーーーー- A は より も 等 し いも し 〈 く は 大 きい の て 真 (0 以外 の 数 値 ) と な る 
4 一 -A と 昌 は 等 し く な い の で 真 (0 以外 の 数 値 ) と な る 


ァ ン ジン ジン ジン ーー 
人 
| 
〇 つ 


ここ で は = を 使っ た 比較 演算 を 行なっ て いま せん 。= を 使う と 、 
変数 の と ころ で 行なっ た 代入 を 行なっ て し まい 、 正 し い 結 果 が 得 ら れ 
ませ ん 。 

ー 、 つ まり 「 等 し い 」 場合 に つい て は 次 章 で 扱い ます 。 
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府 理 演算 





7.3 


論理 演算 


合 し た 比較 の 結果 を 求め る 









論理 演算 は 、 比 較 演 算 を 組み 合せ た よう に 使い ます 。A と B を 比較 

し 、 そ の 後 さ きら に も う 一 比較 を 行ない ぃ 、 そ れ ら を 複合 し た 結果 を 求 
め ま す 。 こ こ で は 、 褒 理 演算 の 全体 像 を つか ん で お きま し ょ う 。 実例 
は 、 次 草 で 取り 上 げ ま す 。 






論理 演算 子 いい 
NOT (否定 ) A 以 外 
例 ]」 NOT A 
AND (論理 積 ) A の 値 と 一 致し 、 か つ B の 値 と 一 致す る 
例 ] A AND B 
OR (論理 和 ) A の 値 も し く は B の 値 と 一 致す る 
[ 例 ] A OR B 


この よう に | 集合 」 を 行なう の が 、 論 理 演 算 で す 。 
税 理 演算 の 場合 に も 比較 演算 同様 、 答 え は 数 値 で 返り ます 。 


[ 偽 ] の 場合 に は “0" 
[ 真 | の 場合 に は “0 " 以外 の 値 


が 返り ます 。 
これ ら の 使い 方 に つい て は 、 先 ほど も 述べ た 通り 次 の 章 で 解説 し ま 
す 。 
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@ 主 理 演算 の 概 受 





を Quick BASIC の 演算 


1 
…-J 
」TfTP 

ーー 


否定 : NDUT A 
条件 以外 の 場合 の み 真 こ な る 。 


論理 積 : へ AND 日 
条件 を 満た し て いて 、 か つ 衝 件 日 を 
満た し て いる 場合 だ け 真 と な る 。 


論理 和 :A OR 日 
条件 で も 条件 で も ご ちら で も 真 こ 
な る 。 


人 @ 注 意 約 線 の 部 分 が 楽 件 を 満た し て いる 、 つ まり 真 
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第 8 


条件 分 岐 








これ まで 、BASIC の 基本 的 な 事柄 を 学ん で きま し 
た 。 今 ま で 学ん で きた と と だ け で も ちょ っ と し な た プロ 


ュー 


グラ ム を 書く こと が で きま す 。 し か し 


繰り 返し 
条件 を 判断 し て 分 岐 する 


な ど 、 コ ンピュータ が も っ と も 得意 と する こと は 、 
これ だ け で は で きま せん 。 これら の こと を コン ピュ ー 
タ に や ら せ て こそ 、 コ ンピュータ の プロ グラ ミン グ と 
いう も の な の で す 。 

この よう な 「 繰 り 返 し 」 「 条 件 分 岐 」 の こと を 、 プ ブロ 
グラ ミン グ の 制御 と 言い ます が 、 こ こ か ら は この 「 制 
側 ] に つい て 学ん で いき ます 。 





条件 分 岐 


O・」 


未 件 分 岐 


ー 者 択 一 と 複数 択 一 








コン ピュ ー タ の プロ グラ ミン グ に お いて 、 条 件 分 岐 は た い へ ん 重要 
な 基本 的 テク ニッ ク の 1 つ で す 。 

何 か の プロ グラ ム を 書く 場合 、 あ る 条件 に よっ て 、YES な ら ば アレ 
を させ だ た い 、NO な ら ば コッ チ の こと を させ た いと いう ケー ス は 、 ま ま 
必要 と され ます 。 

まだ 、 い くつ か の 項目 の 中 か ら 、 あ る 1 つの 条件 に 合う も の を 選択 
させ だ いな ど と いう ケー ス も よく 出 て きま す 。 

ちょ っ と で も プロ グラ ミン グ を か じ っ た こと の ある 人 や 、MS_-DOS 
で メニ ュー 記 択 の で きる バッ チ フ ァイル を 作っ た こと の ある 人 な ら す 
ぐに 、 概 念 は 把握 で きる は ず で す 。 

そし て | 言語 っ て ヤッ パリ 難し いや | と な っ て し まう の も この 辺り 
か ら な の で す 。 初め て の 人 も 、 そ ん な 経験 の ある 人 も 、 ち ょ っ と 気 を 
引き し め て と りか か っ て 下さ い 。 

BASIC の 和 潜 件 分 岐 は 、 次 の 2 つ に 分 か れ ま す 。 


①IF 文 

二 者 択 一 を 行なう 。 2 つ あ る 条件 の うち 、 ど ちら か を 満た し て いる 
方 に 分 岐 さ きせ る 。 
②SELECT 文 

復 数 択 一 を 行なう 。 3 つ 以 上 の 条件 の うち 1 つ を 満た し て いる 方 に 
分 岐 き せる 。 





F. に 人 ッ ミ ング 言語 の 基本 中 の 基本 


IF 文 の 記述 方 法 


IF 文 は 、 次 の よう に 記述 し ます 。 





@|F 文 の 記述 


IF 打 件 THEN 





実行 文 2: 
END IF 
較 [条件 | を 満た し て いる 場合 

A に 書か れ た 実行 文 を 実行 し 、 ELSE 以 下 の 文 を 飛ば し て 、 END IF 
以降 に 制御 を 移し ます 。 
較 [条件 | を 満た し て いな い 場 合 

A に 書か れ た 実行 文 を 飛ば し ます 。 B に 書か れ た 実行 文 を 実行 し 
END IF 以降 に 制 爺 を 移し ます 。 
較 END IF 

この END IF と は 、「IE 文 の 終り は ここ で ある 」 と いう 印 な の で 、IF 
文 を 使う と き に は か な ら ず 必要 で す 


圧 条 件 

| 条件 」 に 通常 は 第 7 草 で 学ん だ 比較 演算 や 論理 演算 を 入れ ます 。 
人 介し 1 間 し し いか 等 し く な いか 」 や 「 大 きい か 大 き 

く な いか な どの よう な 比較 を 用 いる の で す 。 


以上 の こと を 、 フ ロー チャ ー ト に 表現 する と 、 次 の り よ うに な り ま す 。 


@|F 文 の フロ ー チ ャ ー ト 





isn 








1F 文 の 使い 方 


で は 、 実 際 に IF 文 を 作っ て み ま し ょ う 。 


いう 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO22.BAS 


し し 

INPUT “Please DATA1 : "。 A < 変数 A に 数 値 を 代入 
INPUI "Please DATIA2 : "。 B を 一 変数 日 に 数 値 を 代入 
これ が 条件 






IF IA 
う | 1 
ELSE ' ' 
IPRINT "A <> Bl 一 2 
END IF 「 


ここ で は 「 条 件 」 が 、「A = B] で す 。 つ まり 、 変 数 A と B が 等 し い 
場合 に は 条件 を 満た し て いる の で ① を 実行 し 、A と B が 等 し く な けれ 
ば ② を 実行 し ます 。 

に 、END IF 以降 に 制御 を 移し ます が 、 こ こ で は END IF 以降 に ス 
テー トメ ント が な い の で その まま 終了 と な り ま す 。 


@ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 1 







Please DATA1 : 
Please DAIA2 : 
= B 


し  _  -_ 変数 A と 変数 B の 内 容 が 等 し い の て 「 ニ 」 て 表示 
これ は 、 最 初 に 入力 し た 値 と 次 に 入力 し た 値 が 等 し いた め “A = B" 


が 表示 され まし た 。 つ まり 、“"IFA=B.…” と いう 条件 を 満た し た の で 
す 。 
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IF 文 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 2 










Please DATA1 : |1 
Please DATA2 : 
A <> B 

し 。 も 変数 A と 変数 B の 内 容 が 等 し て な い の て 「 く >」 て 表示 


今度 は 、 最 初 に 入力 し た 値 と 次 に 入力 し た 値 が 等 し く あ り ま せん 。 
し た が っ て 「 相 A=B… と いう 条件 を 満た し て いな い の で “A <> 
B を 表示 し まし た 。 

これ で 、IF 文 の 基本 を 把握 で きた と 思い ます 。 

IF.…THEN は プロ グラ ミン グ 言 語 の 基本 中 の 基本 だ と いう こと を 
忘れ な いで くだ さい 。 

次 の プロ グラ ム は 、 内 部 に 設定 し た 値 と 入力 し た 値 が 等 し いか 検査 
し 、 等 し く な い 場 合 に は その 旨 の メッ セー ジ を 出力 し て 終了 し ます 。 
つま り 、 パ スワ ー ド な ど を チェ ッ ク す る 、 も っ と も 基本 的 な プロ グ 
みあ で すす 。 


人 ⑤ ソー スリ スト PRG-NO23.BAS 


し LO つら 
ORG$S 三 "ABCDE" 
INPUI “Pasword : "。 PASWORD$ 


IF ORG$ = ニ PASwORD$S THEN 
PEAMNI OKII1" 





ELSE 
| BE ド EDP 4 す ーーーーー プ ザー を な ら す テク ニッ ク 
PRINI "You are not menber !08" 
END IF 
ーーーーーーーーーーー こ この 空白 は 動作 に は 関係 な い 


政文 で は 、 数 値 だ け で な く 文 字 な ども 条件 の 判断 と し て 扱え ます 。 
ここ で は その 例 を 行ない まし た 。 
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第 8 章 条件 分 岐 


イン タブ リタ に よる 実行 結果 1 


Pasword : 


「 」 ( 1 
YO ATB jot menber !!! ーーーーーー オ リ ジ ナ ル の バ パスワード と 違う の 
で エラ ーー メッセー ジ 出 力 





⑮ き イン タプ リタ に よる 実行 結果 2 









Pasword : 
る が 大 文字 で な い の で エラ ー メ ッ セ ー ジ 


さて 、 今 度 の 実行 結果 で は 、 ス ペル は オリ ジ ナ ル の パス ワー ド と 合 


っ て いる の に 、 | 等 し く な い 」 と され て し まい まし た ね 。 


@ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 3 





Pasword : ABCDE 


OK!!90 4 ーーーーーーーーーーーー- オ リ ジ ナ ル の パスワード と 一 致し た の で “OKIUI” の 
メッ セー ジ を 得る こと が で きた 


そう で す 。 Quick BASIC は | 大 文字 と 小文字 を 区 別 す る 」 言語 だ っ 
た の で す 。 Quick BASIC に 限ら ちら ず 、 コ ンピュータ 言語 で は ほとん ど 大 
文字 と 小文字 を 区 別 し ま す 。 

MS-DOS に 慣れ て し まう と 、 ち ょ っ と 有 戸惑い 勝ち で す が 、 プ ブロ グラ 
ミン グ を 行なう に は 、 こ うい っ た こと に も 気 を 付け まし ょ う 。 
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SELECT 文 





変数 や 式 が 条件 と 一 致す れ ば 、 実 行文 実生 


SELECT 文 の 記述 万 法 
SELECT 文 は 、 条 件 に 指定 され た 変数 や 式 を 参照 し 、 そ の 条件 と そ 

れ ぞ れ の 要素 が 一 致す る か を どう か を 判断 し て 、 そ れ ら の 要素 以降 の 

実行 文 を 実行 し ます 。 
SELECT 文 は 、 次 の り よ うに 記述 し ます 。 





SELECT 文 の 記述 


SELECT CASE 条件 
CASE 要素 | 
実行 文 1 
実行 文 2: 













要素 P | 
実行 駐 
実行 文 2: 











「 CASE ELSE 
実行 文 
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第 8 章 条件 分 岐 


圏 条 件 で 示し た 値 と 要素 1 で 示し た 値 を 評価 

まず 最初 に 、 条 件 で 示し た 値 と 要素 1 で 示し た 値 を 評価 し ます 。 も 
し 、 条 件 で 示し た 値 を 要素 1 が 満た し て いる 場合 に は 、 要 素 1 以下 の 
実行 文 を 実行 し 、“CASE” が 現れ た 時 点 で 、 制 御 を “END SELECT" 
以降 に 移し ます 。 
較 要 素 1 が 条件 を 満た し て いな けれ ば 要素 2 を 評価 
また 、 条 件 で 示し た 値 と 要素 1 で 示し た 値 が 満た され て いな い 場 合 
に は 、 次 の 要素 2 と 条件 を 評価 し ます 。 

そし て 、 も し 条件 で 示し た 値 を 要素 2 で 示し た 値 が 満た し て いれ ば 
要素 2 以下 の 実行 文 を 実行 し 、“CASE”" が 現れ た 時 点 で 、 制 御 を ⑤ の 
"END SELECT" 以降 に 移し ます 。 
圏 CASE 要素 .. 

この よう に 、“CASE 要素 ., と すれ ば 、 そ れ ぞ れ の 要素 を 満た す 
実行 文 だ ば け を 固め て 、 メ ニュ ー な どの 分 岐 に 使え ます 。 
田 全 て の 要素 を 満た さ な い 場合 、ELSE CASE 以 降 を 実行 

また 、 全 て の 要素 を 満た さ な い よう な 値 が 入力 され た 場合 に は 、 
"ELSE CASE" 以降 に 実行 文 を 書き 、 そ れ 以 降 を 要素 を 満た さなか 
っ た 場合 に 対応 きせ ます 。 

これ を 、 フ ロー チャ ー ト に する と 次 の よう に な り ま す 。 
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S じ LE し 」 文 


SELECT 文 の フロ ー チ ャ ー ト 






NO 
満た し て 
k 1 導 も ) 








。 NO 
満た し て 
、 いな い 









END SELEOT 
、 以降 を 実生 








提 8 草 季 件 分 岐 


SELECT 文 の 使い 方 


実際 に プロ グラ ミン グ を 行なっ て み ま し ょ う 。 





ソー スリ スト PRG-NO24.BAS 


TO 0 
PRINI "Do you use machine ?" 
INPUTI "PF2 = 1。VM = 2。 VX = 3。 Other machine 三 ELSE : “"。 M 


SELECTI CASE M 
CASE 1 
CPUS ニ “8086“ 
CASE 2 
CPUS = “"V30" 
CASE 3 
CPUS ニニ “80286“ 
CASE ELSE 
CPUS = “80386" 
END SELECI 


PRINT “Your machine < く CPU> is “": CPU$ 


この サン プル プロ グラ ム は 、PC-9801 の CPU が 何で ある か を 答え さ 
せる た め の プ ログ ラム で す 。 

まず 最初 に 、INPUT 文 を 使っ て マシ ン の ナン バー を 変数 M に 格納 
し ます 。 そ の 次 に SELECT 文 で 変数 M で 格納 し た 数 値 を 判断 、 そ の 後 
その 数 値 に 対応 し た CASE 文 以降 を 実行 し ます 。 

CASE 文 で は 、 文 字 型 変数 CPU$ に CPU の タイ プ を 格納 し 、 最 終 的 に 
PRINT 文 で 変数 CPU $ の 内 容 を 表示 し ます 。 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 1 





Do you use machine ? ' 
F2 = 1, VM = 2, VX = 3。 Other machine = ELSE : 


Your machine ぐ CPU> is 8086 
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SELECT 文 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 2 





Do you use machine ? 
F2 = 1, VM = 2 VX = 3, Other machine = ELSE : [5 


Your machine ぐ CPU> is 80386 


1 3 まで の マシ ン は (F2。 VM。 V※) ちゃ ん と 判断 で きま す が 、 
それ 以外 の 数 値 は 全て 80386 の CPU を 使っ て いる と 判断 され て し まい 
ます 。 

9801F2 の 後期 の マシ ン で は 8086II を 搭載 し て いま すし 、9801UV2 な 
ど で も V30 を 搭 載 し て いる の で 、 一 概 に この 通り と は いえ ませ ん が 、 こ 
こ で は SELECT 文 の 動作 を 確認 する た め の サ ンプ ル な の で 、 お お ま か 
に 分 類 き せ て いた だ きま し た 。 

人 欠 に SELECT 文 で 範囲 指定 を し て 、 そ れ ぞ れ の 分 岐 を させ て み ま し 
りり 


人 ⑥ き ソー スリ スト PRG-NO25.BAS 


に SS 
INPUT "when is "・ MONTH 


SELECT CASE MONTH 
CASE 1 IO 2。 12 を ーーーーーーー 2 飛石 と な る 場合 は カン マ で 区 切る 
SEASON$S = ニ "Winter" 
CASE 3 JO 5 
SEASON$ = "Spring" 
CASE 6 TO 8 ーーーーーーーーーーーー- 1] 連続 し て いる 要素 を 範囲 確定 
SPASONS ニニ "Summer" 
CASE 9 TO 11 
SEASON$S = "Autumn" 
C じ CASE ELSE 
SEASONS ニニ "nothing ! 8" 
END _ SELECT 


PRKINT MONTH: "is “": SEASON* 
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事 8 章 条件 分 引 


SELECT 文 は 「 て 以上 、 て 以下 」 を 要素 と する 使い 方 が で きま す 。 
「 〇 〇 ンー 〇 〇 」 まで と いっ た 範囲 を 要素 に 指定 する 場合 に は 、“"10" 
を 使っ て 要素 を 区 切り ます 。 

この 場合 に は 、 要 素 が 連続 し て いな けれ ば な り ま せん 。 

サン プル リス ト で は 、① が 該当 し ます 。 

また 、 要 素 が 連続 し て お ら ず 、 飛 石 の よう に な っ て いる 場合 に は 、 
カン マ で 区 切っ て 指定 し ます 。 サ ンプ ルリ スト で は 、② が 該当 し ます 。 
この よう に 、SELECT 文 は 様々 な 対応 が ある の で 、 実際 の プロ グラ 
ミン グ で も 欠か せな い 存 在 と な る の は いう まで も あり ませ ん 。 

If・5 キ ー を 押し て 、 実 行 し て み ま し ょ う 。 


人 ⑱⑤ イ ンタ プ ブリタ に よる 実行 結果 1 






when is ? 1 
1 jis winter 


⑤ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 2 


when is ? 14 
14 jis nothing !!! 
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条件 分 岐 の 次 は 、 繰 り 返 し 処理 を 学び ます 。 

条件 分 岐 | も コン ピュ ー タ 言語 の 婦 と な り ま す が 、 
繰り 返し 」 も また コン ピュ ー タ 言語 で は 、 必 須 の 収 
侍 科 目 で す 。 

コン ピュ ー タ は 、| 決 っ た 仕事 を 繰り 返す 」 こ と が 大 
の 得意 で す の で 、 繰 り 返 し 処理 を 収得 し な けれ ば 、 コ 
ンピュータ 言語 は 使え を な いと いっ た こと に も な っ て し 
表 \ ゝ ます 。 

ここ で 、 繰 り 返し 処理 の 基本 を マス ター し て お きま 
し よう 。 














ーーーーーーー ーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー ー 


繰り 返し 


FOH 文 、WHILE 文 、DO 文 








BASIC の 繰り 返し に は 、 次 の 3 つが あり ます 。 


(①FOR 文 
②WHILE 文 
3③DO 文 


一 F り ロ 文 


FOR 文 は 、 指 定 回 数 だ け 、 ス テー トメ ント を 繰り 返し 実行 し ます 。 
つま り 、 あ ら か じ め 繰 り 返 し を 行なう 回 数 が 明らか な 場合 (カウ ント 
を と る な ど ) に 便 い ます 。 


時 WHILE 文 


WHILE 文 は 、 条 件 を 満た さ な く な る まで 指定 の ステ ー ト メン ト を 
繰り 返し て 実行 し ます 。 繰り 返し 処理 を する 回 数 が 不明 な 場合 や 、 条 
件 に よっ て 繰り 返し 処理 を 終了 させ る 場合 に 使用 し ます 。 


画 [) 又 

DO 文 は 、 基 本 的 に は WHILE 文 と 同じ 動作 を し ます 。 

だ た だ し 、DO 文 の 場合 に は ステ ー ト メン ト の 最後 (LOOP ま で くる と ) 
に 、 も う 一 度 、 条 件 の 評価 が で きま す 。 
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繰り 返し 処理 (ルー プ 構造) 





FOR 文 の 記述 万 法 
FOR 文 は 、 BASIC プ ログ ラム の 基本 中 の 基本 と いわ れる ほど 、 よ く 
使わ れる 繰り 返し 処理 (ルー プ 構 造 ) で す 。 次 の よう に 記述 し ます 。 





@FOR 文 の 記述 


FOR 初期 値 TO 最終 値 STEP 増量 
スズ ス テー トメント 
ステ ー ト メン ト 


NEXXT 数 名 


圏 初期 値 の セッ ト 

まず 最初 に 、 変 数 を 使っ た 初期 値 を セッ ト し ます 。 次 に 、BASIC 内 
部 の カウ ンタ に 初期 値 を セッ ト し ます 。 こ れ で 第 一 段階 は 終了 し ます 。 
田 [BASIC 内 部 の カウ ンタ より も 終了 値 が 大 きい か 」 を 判断 

次 に 、 変 数 名 を 明記 し た NEXT (通常 は ) に 出会う まで ステ ー ト メ 
ント を 実行 し 、NEXT ま で 制御 が 移さ きれ た と き に [BASIC 内 部 の カウ 
ンタ より も 終了 値 が 大 きい か 」 を 判断 し ます 。 

この 時 、 終 了 値 に セッ ト し た 値 よ り も カウ ンタ の 方 が 大 きけ れ ば 、 
カウ ンタ の 値 か ら 1 を 引い て 、 再度 FOR 文 の ステ ー ト メン ト に 制御 を 
移し ます 。 
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ーー ーー っ ーー ーー ーーーーーー 


FOR 議 _ 


ニー テーー キ ーー キー ーーーー ーーーー ーー テー ーーーーー ーー ーー テーーーーーーー テ ーー ニー ニー 一 ーー ニー テー = キーーーー ニ ーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ーー ニーーー ニ ーー ーー 


圏 カ ウン タ の 内 容 が 終了 値 よ り も 大 きけ れ ば 終了 

この よう に し て 繰り 返し 処理 を 実行 し た 後 、 NEXT で カウ ンタ と 終 
了 値 を 調べ た と き 、 カ ウン タ の 内 容 が 終了 値 よ り も 大 きけ れ ば 繰り 返 
し 処理 は 終了 と な り ま す 。 
圏 STEP オ プシ ョ ン 

また 、FOR 文 に は [STEP オプ ショ ン | が あり ます 。 

STEP を FOR 文 の 最後 に 付け 加え 、 増 量 に 数 値 を 書き 込む と 、 
込ん だ 数 値 分 、 一 度 に カウ ント する 量 を 増やし ます 。 

例え ば 、 


さ 


MR 


FORX=110O 100 STEP 2 < これ が 増量 分 


と し た 場合 に は 、 一 度 に カウ ント する 値 が 2 づつ に な り ま す 。 
FORK 文 の プロ ー チ ャ ー ト は な は 、 次 の よう に な り ま す 。 


@FOR 双 の フロ ー チ ャ ー ト 





ー ズ テー トン ピー 






楽 件 判断 











NO _\ 
滴 た し て 


初期 値 こ 終了 値 ? ( 
いな い 


満た し て 
も し ル 』 
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_FOR 文 の 使い 方 


ルー プ 構 造 を 知る た め に 、 簡 単 な カ ウン ト プ ロ グラ ム を 作っ て 、 
FOR 分 の 動作 を 確か め て み ま し ょ う 。 





⑥ き ソー スリ スト PRG-NO26.BAS 





カウ ント を と る 初期 値 
|「X=1」 な の て 初期 値 は "1" と な る 


PRINT |"Count program <1-1000>" 
“ ーー カウ ント の 終了 値 

FOR ICOUNT = 1| TOI1000 [1000] な の で “1000 に な る まで て で ステー トメ ント を 実行 
LOCATE 1, ーー カー ソル の 位置 を 固定 


PRINT COUNT 
NEXT COUNT 
ーー 変数 X の 内 容 を 表示 


初期 値 を 1 と し 、 終 了 値 を 1000 と し て いる の で 、 こ の ルー プ 構 造 の 
ステ ー ト メン ト は 1000 回 実行 きれ る こと に な り ま す 。 

まだ た だ 、 ス テー トメ ント の 中 に 「LOCATE 1 23 と いう の が あり ま 
す が 、 こ れ を 入れ な いと PRINT 文 で 次 の 行 に カー ソル が 移動 する た 
め 、 カ ウン タタ と し て の 機能 が 働か な く な る の で 注意 し て くだ さい 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 


イン タブ リタ に よる 実行 結果 


Count program <1 一 1000> 1000 
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FOR 


さき て 、 も う 1 つ プ ログ ラム を 紹介 し まし ょ う 。 


@ ワ ソー スリ スト PRG-NO27.BAS 


し し ら 


PRINT “Calc program" 


INPUI “Please jinput data : "。 CALC 





END IF 


FOR COUNT = 1 TO 
に ICALMI も ALC・ デ 
COUNT 





NEXT 





イン タプ リタ に よる 実行 結果 1 


Calc program 


J 
氷 "・ 


Please input data 


8 ※ 1 = 8 
B ※2= 16 
8 *※3= 24 
8 ※ 4 = 32 
8 *※5= 40 
8 *※ 6 = 48 
8 *※7= 56 
8 *※8= 64 
8 ※ 9 = 72 


じ Calc program 


Please input data 


Over the ]jimits 


重 重 還 


CALC <= 0O OR CALC >= 
PRINI "Over the 1]imits !!1" 
END ーー プロ グラ ム を 強制 終了 させ る 






10 THEN 













COUNT: の ミ " ュ CALC 来 COUNT 





8 


| 動 較 を 超え た 入力 を 行っ た 
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PHG-NO27.BAGB の ボイン ト 
(①F 文 

① の 部 分 で 入力 し た キー の エラ ー チ ェ ッ ク を 行なっ て いま す 。 

ェ ラ ー チ ェ ッ ク の 対象 は 、 変数 CALC で す 。 変数 CALC に 、 も し "0 
以下 (CALC <= 0) も し く は "10" 以上 (CALC >= 10) の 値 が 入 
力 さ れ た 場合 に は 、IF 文 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 

っ まり 、「Over the limits 中 | と 表示 し 、END ス テー トメ ント を 実 
行 し て 強制 的 に プロ グラ ム を 終了 させ ます 。 

FND ス テー トメ ント に つい て は 、 こ こ で 初め て 出 て きま し た が 、 こ 
れ か ら の プロ グラ ム に は か な ら ず 入れ て くだ さい 。 

今 ま で の よう に 、 ご く 簡 単 な プ ログ ラム で は 、 END ス テー トメ ント 
な ど な く と も 終了 位置 に くれ ば 、Quick BASIC が 勝手 に 終了 させ ます 
が 、 サ ブル ー チ ン な ど を 使う よう に な る と END ス テー トメ ズン ト が 必要 
と な り ま す 。 

@FOR 文 

FOR 文 の 本 体 で す 。 

まず 、PRINT 文 で 変数 CALC の 内 容 を 表示 させ て いま す 。 

次 に 、 メ を 示す 「*」 を その まま 表示 し て いま す 。 そ し て 、 変 数 
COUNT の 内 容 を その まま 表示 、「=」、 最 後に 変数 CALC と 変数 
COUNT の 計算 結果 を その まま 表示 し て いま す 。 


ーー 誰 ーー 


ーー WHILE 凛 _ 





ーーー 





WHILE 文 


条件 を 満た し て いる 間 は 、 ス テー トメ ント を 実行 


1 WHILE 文 の 記述 方 法 


WHILE 文 は 、 条 件 を 満た し て いる 間 は 、 ス テー トメ ント を 実行 し 続 
け ま す 。 次 の よう に 記述 し ます 。 





@WHILE 文 の 記述 


WHILE 条件 
ステ ー ト メン ト 
ステ ー ト メン ト 


WEND 


圏 ス テー トメ ント を 一 度 も 実行 し な い ル ー プ 構造 を 作れ る 
WHILE 文 は ステ ー ト メン ト を 実行 する 前 に 、 条 件 を 判断 し ます の 
で 、 ス テー トメ ント を 一 度 も 実行 し な い ル ー プ 構造 を 作り 出す こと も 
て も 計 ま すす 。 
圏 キー 入力 判断 な ど に 使え る 
FOR 文 が カウ ンタ ー な ど に 使う こと を 目的 と する な ら ば 、WHILE 
文 は 、 キ ー 入 力 の 判断 な ど に よく 使わ れ ま す 。 
これ を フロ ー チ ャ ー ト に する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


mr _- 





ーー rtv 
ーー ーー 








ーーーー ーー ーー キー 
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ルー プ 有 開始 





WHILE 文 の 使い 万 
WHILE 文 を 使っ て 、 プ ログ ラミ ング し て み ま し ょ う 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO28.BAS 





LSD 
PRINI “Inputkey check program" 
INPU}I "Please input key [Y/N] : "。 CHECK$ 





wHILE CHECKS <> "Y”" AND CHECKS <> "NN" は ーー ' 
INPUI “Please input key [Y/N] : ", CHECK$ 

WEND 4ーーーーーー 3 WHILE 文 の 終わ り を 示す ステ ー ト メン ト 

PINI OK !【" 
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WHILE 凛 _ 





①WHILE CHECKS <> "YAND CHECKS <>・ 'N" 
WHILE 文 は 、「 ル ー プ に 入る 前 に 条件 を 判断 する 」 と 述べ まし た 
が 、 こ の リス ト を 見 て も 分 か る と 思い ます が 、 ス テー トメ ント を 行 な 
う 前 に 条件 を 書き 込ん で いま す 。 
複数 の 条件 が 入っ て いる の で 、 そ れ ぞ れ を 分 解 し て み ま し ょ う 。 


CHECKS く > YY”。 CHECKS マッ NN" 


両者 共に 、 変 数 CHECK$ の 内 容 を 調べ て いま す 。 演算 子 に 、 以外 を 
示す “< く >” を 使っ て 、 pm トト ーー 

つま り 「 変 数 CHECK$ の 内 容 が “Y”" ま た ( N” 以 外 の 場合 に は 」 
たと なり ます 。 


AND 


この “AND" は 、 論 理 演算 の “AND” で す 。“AND" を 使っ た 場合 
に は 、「 て で あり 、 か つて 」 と な る の で 、 こ こ で は 2 つの 条件 を 判断 さき 
せ て いる こと に な り ま すね 。 

これ を 日 本 語 で 表現 する と 「 変 数 CHECK$ が “Y" 以外 で あり 、 
つ 変 数 CHECK$ が “N" 以外 の 場合 に は WHILE 文 の ステ ー ト メン 、 
を 行ない な さい 。」 と な り ま す 。 

つま り 、“"Y” も し く は “N" を 入力 し な い 限 り 、 条 件 を 満た し て し 
まう の で WHILE 文 の ステ ー ト メン ト を 実行 し て し まい ます 。 

ィ ン タ プリ タダ て 実行 し て み ま し ょ う 。 


⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結 蛇 


Inputkey check program 
Please input key 【[Y ノ N] 
Please input key 【[Y ノ N] 


Please input key 【[Y ノ N] 
Please input key 【[Y/N] 
OK ! 
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最初 に “Z” を 、 次 に “1 を 、 そ し て 次 に “Y "を 入力 し て いま 
す が 、 全て 再 入力 に な っ て いま す 。 これ ら の 入力 は 、 WHILE 文 の 条件 
を 満た し て いま す 。 

そし て 、 最 後に “Y” の 入力 を 行なっ て 、 初 め て 条件 を 満た さ な く < 
な り ま し た 。 し た が っ て 、 次 か ら の ステ ー ト メン ト は 実行 され ず 、 
WEND ス テー トメ ント まで 制御 が 移さ れる と いう 仕組 み で す 。 


無限 ルー プ 

PRG-NO28 で は キー を 入力 し た 後 、 問 キー を 押さ な く て は な り ま せ 
を し だ 。 

避 キ ー を 押さ ず に 、1 文字 入力 し た 時 点 で 入力 し た キー を 判断 する 
方 法 は な いも の で し ょ うか 。 

これ に は 、INKEY$ と いう 関数 を 使う ます 。 

さっ そく 、INKEY$ を 使っ た プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 





信 ソ ー ス リス ト PRG-NO29.BAS 


に 0 
PRINI "Inputkey check program" 


wHILE 1 
LOCATE 2, 1 ーー 表示 位置 固定 
PRKINI "Please input key [Y/N] : "・: K$ 
K$ 三 INKEY$ < ーーーーーー 一 一 一 キー 入力 の 検査 
IF K$ ニ "YY" OR K$ = "N" THEN < 一 - 入力 され た キー の 検査 
PRINTI "OK 『" 
END 
END IF 
wEND 


INKEY$ 関 数 は 、INPUT 文 な ど と 違い 、 キ ー 入 力 が あろ うと な か ろ 
うと 次 の ステ ー ト メン ト に 制御 を 移し ます 。 

この 機能 を 使っ て 、 リ ター ン キ ー を 押さ な く て も 、 入 力 し た キー が 
何で ある か を 判断 させ て み ま し た 。 
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た だ し INKEY$ 関 数 で は 、 先 ほど も 述べ た 通り キー 入力 の ある な し 
に 関わ ら ず 次 の ステ ー ト メン ト に 制御 を 移し ます の で 、PRINT 文 な 
ど が ある 場合 に は 次 々 と 表示 し て し まい ます 。 そこ で 、 LOCATE 文 で 


表示 を 固定 させ て いま す 。 


⑤⑨ イ ンタ ブリタ に よる 実行 結 索 


Inputkey check program 
Please input key [Y/N] 
OK ! 





[無限 ルー プ 」 の テク ニッ ク 60 

ここ で は 「 無 限 ル ー プ | と いう テク ニッ ク を 使っ て いま す 。 
[無限 ルー プ 」 と は 、 終 り が な い ル ー プ 構造 を 故意 に 作成 する こと で 
す 。 

本 来 、WHILE.… の 後に は 条件 が くる は ず で す が 、 こ こ で は “1 が 
入っ て いま す 。 これ は 、 条 件 の 戻り 値 を 応用 し た 例 で す 。 

「 条 件 |」 で も 、 判 断 さ れ た 結果 は 、 必 ず 数 値 で 返さ れ た の を 覚え て い 
ます か ? 

WHILE 文 で は 「 条 件 が 満た し て いる 間 」 (条件 が 真 [ 0 以外 の 場合 ]) 
は 、 ル ー プ を 回 り 続 け ま す 。 

つま り 、 条 件 に 直接 “0 "以外 の 数 値 を 書き 込め ば 無限 ルー プ に な 
表す 。 

プロ グラ ミン グ が 初め て と いう 人 に は 、 ち ょ っ と 難し か っ た か も し 
れ ま せん が 「 無 限 ル ー プ | は 、 重 要 な テク ニッ ク の 1 つ な の で 、 慣 れ 
な が ら 身 に 付け て いっ て くだ さい 。 
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9 


不 特定 な 条件 の 繰り 返し 処理 





DO..LOOP 文 の 記述 方法 


DO...LOOP 文 は 、 基 本 的 に WHILE 文 と 似 て いま す 。 不 特定 な 条件 を 
指定 し 、 繰 り 返 し 処理 を 行ない ます 。 次 の よう に 記述 し ます 。 





⑨DO.…LOOP 文 の 記述 


DO 条件 
ステ ー ト メン ト 


LOOP 


圏 満た す プ 満た さ な い の 条件 を 指定 で きる 

WHILE 文 で は 条件 を 満た さ な く な っ た 時 点 で 繰り 返し 処理 を 中 断 
し ます が 、DO.…LOOP 文 で は 、 条 件 を | 満た す 」 | 満た さ な い 」 の 条件 
を 指定 する こと が で きま す 。 

また 、 WHILE 文 の 条件 の 判断 は 、 WHILE 文 の 先頭 で 固定 し て いま 
し た が 、DO.…LOOP 文 で は 、 先頭 ノ 末 尾 ど ちら で も 条件 の 判断 が で き 
ます 。 

ここ に 示し た 記述 方 法 は 、 も っ と も 基本 的 な DO..….LOOP 文 の 構造 で 
す が 、 こ の ほか に も いく つか の 構造 を 持っ て いま す 。 


ーーーーーー ご 


- 軸 6 





_ DO 六 


一 EXIT LOOP 文 

また 、EXIT LOOF 文 を 使え ば 、 強 引 に DO.…LOOP 文 か ら 抜け る こ 
と が で きま す 。 

WHILE 文 で は 、 条 件 の 判断 な ど が 特定 し て いた た め 頭 を ひね ら な 
いと な ら な いよ うな 処理 で も 、DO.…LOOP 文 を 使え ば 、 和 柔軟 に 対応 で 
きる わけ で す 。 

これ を フロ ー チ ャ ー ト に する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


@⑯DO..….LOOP 文 の フロ ー チ ャ ー ト 


楽 件 判断 
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先頭 で 条件 判断 を 行 な つ 
最初 に 、 DO..LOOP 文 の 先頭 で 条件 を 判断 する 方 法 を 見 て み ま し ょ 


1 





ソー スリ スト PRG-NO30.BAS 





の 玲 こ 
PRINTI "Inputkey check program" 
INPUT "Please input key [Y/ZN] : ",。 CHECK$ 
一 ] 満た さ な く な る ま て 実行 ・ 
DO |WHILE| CHECK$ <> "Y" AND CHECK$ <> "N" 
INPUI "Please input key [Y/ZN] : "。 CHECK$ 
LOOP 
PRINI "OK ! ど " 





イン タブ リタ に よる 実行 結 蛇 


Inputkey check program 
Please jinput key [Y/ グ N] 


Please jinput key [Y/N] 
OK ! 


この 例 は 、WHILE 文 の と ころ で 行なっ た リス ト を その まま DO.… 
LUP 双 で 人 条 な っ だ も の で すず 。 

WHILE 文 と 同じ よう に 条件 を 先頭 で 判断 きせ 、 か つ " 満 た さ な く な 
る まで "と する に は “DO WHILE.… と し ます 。 DO の 次 に WHILE を 
付け れ ば 全く WHILE 文 と 同じ に な り ま す 。 

で は 、“" 滴 た すま で " と する に は どう し た らい い の で し ょ うか 。 
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@ ソ ー ス リス ト PRG-NO31.BAS 








[ ー 満た すま で に する に は 
- Inputkey check program" 
INPUT$ る "Please input key [Y/N] : "。 CHECK$ 
DO CHECKS < マ > "YY”P AND CHECKS <> "N" 
INPUI “Please input key [Y/N] : ",。 CHECKs* 
LOOP 
PKINI OK 1!“ 





和 件 を 満た すま で に する に は 、 先 ほど “WHILE” と し た と ころ を 
“UNTIL" に 変更 する だ け で す 。 
実行 し て みみ まし ょ う 。 


イン タブ リタ に よる ぞ 実 行 結果 





Inputkey check program 
Please input key 【[Y/N] 
Please input key [Y/N] 


Please input key [LY/NJ 
OK ! 


-Y と "N だ けし か 、 入 力 を 受け 付け られ て いま せん 。 つ まり 、「 条 
件 を 満た し て いる | の で 、 ル ー プ か ら 抜 けら れ な いこ と に な り ま す 。 
この よう に DO.…LOOP 文 で は 、 条 件 判断 形式 の 変更 が で きま す 。 





第 9 草 繰り 返し 





和楽 件 判断 を 末尾 で 行 な つ 
今度 は 、 条 件 を ルー プ 構 造 の 最後 で 判断 させ て み ま し ょ う 。 
条件 を 末尾 で 行なっ た 方 が 、 ス ッ キ リ す る プロ グラ ム は いく ら で も 

あり ます 。 


ソー スリ スト PRG-NO32.BAS 










に まう 
PRINT "Inputkey check program'・ 


DO 

INPUT "Please input key [Y/N] : “"。 CHECK$ 
LOOP WHILE CHECK$ <> "Y”P_ AND CHECKS <> "NN" 
PRINT "OK 85“ 


条件 を 末尾 で 判断 し て いる の で 、 今 まで DO.…LOOP 文 に 入る 前 に 使 
用 し て いた “INPUT .…” が 必要 な く な り ま し た 。 

また 、 先ほど と 同じ よう に 末尾 で 条件 を 判断 する 場合 で も 、“LOOP 
WHILE”" と する と “条件 を 満た さき ない 場合 ” と な る の で 注意 し て くだ 
さい 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 


⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結 蛇 





Inputkey check program 
Please input key [Y/N] 


Please input key [Y/N] 
OK ! 
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DO 六 


これ と 同様 に "LOOP WHILE" を “LOOP UNTIL” に 変更 すれ 
ば 、" 条 件 を 満た す 場合 "に 変更 で きる こと は いう まで も あり せん 。 


借 \ ソ ソー スリ スト PRG-NOS3S3.BAS 








LO 
PRINI "Inputkey check program" 


DO 
INPUI “Please input key [Y/ZN〕 : ", CHECKS 





LOOP_UNTIL CHECKS = "Y" OR CHECKs 
PRINT "OK !" 


-Y と “NN を 入力 する と ルー プ を 抜け る よう に 作成 し まし た 。 


⑤⑮ き イン タプ リタ に よる 実行 結果 





Inputkey check program 
Please input key [Y ノ N] 
Please input key [Y/ ノ N] 





注意 し な く て は な ら な い の は 、 条 件 の 判断 方 法 が 変わ っ た 点 で す 。 
| 満た すま で ] と な っ て いま すか ら 、“"Y と “N だ け を 満た す と し 
が な く て は な り ま せ ぜん 。 

こく > (以外 ) か ら = (等 し い ) に 変更 し まし た 。 ま た 、AND (か つ ) 
の まま で は ルー プ を 抜け られ な く な り ま す の で 。、 と こも る UKRK( も し く な ) 
に 変更 し まし た 。 
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ea ーー | コ 1 
第 9 草 繰り 返し 


AND か ら OR へ 変更 
LOOP UNTIL CHECKS | "Y" OR CHECK$ |=| "N" 


ー ベ クシ か ら = べ 計時 





や や 混乱 し まし た か ? 
まとめ る と 、 次 の よう に な り ま す 。 


較 WHILE の 時 

・ 満 た さ な く な る まで 繰り 返す 

変数 CHECK$ が “YY” 以外 (< こ >) で あり 、 か つ (AND) “N”( く >) 
以外 の と き は ルー プ 終 了 


圏 UNTIL の 時 
・ 満 た すま で 繰り 返 
Km “Y” で ある (=)、 も し く は (OR) “N で ある に ) 
旧 合 に は ルー プ 終 了 





強制 終了 (EXIT DO) 
DO..LOOP 文 は 、 これ まで 解説 し た だ け で も 柔軟 性 の ある 仕様 と な 

っ て いま す が 、"EXIT DO" を 使え ば 、 さ ら に 和 柔軟 性 が 増し ます 。 
EXIT DO は 


強制 的 に DO.…LOOP 文 を 終了 


させ る こと が で きる ステ ー ト メン ト で す 。 

次 の サン プル プロ グラ ム は 、 プ ログ ラム 内 部 で 設定 し た 変数 の 内 容 
と 、 ユ ー ザ ー が 入力 し た キー を 当て る の に 、 ど れ だ け か か る か 計測 す 
グロ ゲラ ム で す 。 

も し プロ グラ ム 内 で 設定 し た 数 値 と ユー ザー が 入力 し た 数 値 が 等 し 
く な れ ば 、EXIT DO を 使っ て ルー プ を 終了 きせ る こと が で きま す 。 





DO 文 


ソー スリ スト PRG-NO34.BAS 


LO 

PRINI "Input data [ ] まま 
ORG$ 三 “c" 

DO 


LOCATE 1. 26 


PRKINTI COUNT 
COUNT = COUNT + 1 


K$ ニニ INKEY$ 


IF KK$ <> "" THEN 一 一 - 変数 K$ の 内 容 が " 以外 の と き は ここ に 入る 
COLOR 6 
LOCAIE 1。 14 
PRINT K$ < 入力 し た キー の 表示 
BEEP 
COLOR 7 
IF ORG$S = KS JHEN < 一 変数 ORG$ の 内 容 と K$ の 内 容 を 比較 
PRINI “Congratulations !" ーー 等 し けれ ば 
EXITI DO 次 の ステ ー ト メン ト 実 行 
END IF 
END IF 


LOOP UNTIL COUNT .> 2000 キー 変数 COUNT の 内 容 が 2000 を 越え る と 終了 


変数 ORG$ が 、 内 部 に 設定 し た 値 で す 。 
これ を ユー ザー が 当て よう と いう の で す が 、 作 成 し た 本 人 は 変数 


ORG$ が 何で ある か 知っ て いる の で 、 あ まり お も し ろく あり ませ ん 。 こ 


ん な 時 は 、 Fr コチ に hd ち ゃ 
な 数 値 を 吐き 出し て < 、 作 成 し た 本 人 に も 分 か ら な い お も し 
ろ い 数 値 Pre と 思い 記 
和 品数 に つい て は 、Quick BASIC の リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル に 素 晴 ら 
し い サ ンプ ル が ある の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 
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串 9 草 繰り 返し 


@⑧$ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 1 






[Input data [ d 」 


@ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 2 


Input data [ c 」 TITME 


Congratulations 
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は 。 サ プル ルー チン 才 学び ます 。 

BASIC に 限ら ず 、 サブ ルー チン の 概念 は 、 コ ン ピ ュ 
ー タ 言語 に お いて は 変数 な ど と 同じ くら い 重 要 な 概念 
と な り ま す 。 

どん な 小さ な こと で も 、 お ろ そ か に で き な い の が コ 
ンピュータ 言語 で す が 、 そ の 全て を いち いち すべ て ソ 
ー ス の 中 に 記述 し て いた ら 大 変 な 労力 で す 。 

そこ で 、 サ ブル ー チ ン と いう 概念 が 取り 入れ られ て 
いま す 。 

同じ こと を する 仕事 は 、 あ ら か じ め そ の プロ グラ ム 
を 作っ て お いて 、 そ の 場 そ の 場 で 、 そ れ を 呼び 出し て 
使う と いう の が 、 サ ブル ー チ ン の 方 法 で す 。 

ここ で 、 サ ブル ー チ ン が な ん で ある か 、 ま た 、 実 際 
に は どの よう に 使う の か を 学び 取っ て くだ さい 。 





サブ ルー チン の 概念 





101 。 






同じ 処理 を 分 担 す る 小さ な ブロ グラ ム 


サブ ルー チン と は 





サブ ルー チン と は 、 あ る 仕事 を 分 担 し た 小さ な プロ グラ ム の こと を 
さき しま す 。 

大 き な プ ログ ラム で は 、 例え ば |1Y/N で 人 痢 え て くだ さい : 」 と いう 
メッ セー ジ を 出力 させ た り 、 こ の 時 点 で 入力 で きる キー を "Y" と "NN" 
だ け に 制限 する な どの よう に 、 何 度 何 度 も 登場 する 同じ 処理 が 必要 に 
な り ま す 。 

この よう な 処理 を 、 サ ブル ー チ ン と いう 概念 な し で 行なう と 、 い ち 
いち メイ ン の プロ グラ ム の 中 に 、 同 じ 処 理 を 行なう ステ ー ト メン ト を 
署 き 込ま な く て は な り ま せん 。 

これ で は 効率 的 で は あり ませ ん し 、 ま た 、 プ ログ ラム 目 体 も 長く な 
っ て し まい ます 。 

そこ で 、 コ ンピュータ 言語 の 世界 で は 、 サ ブル ー チ ン と いう 概念 を 
取り 入れ 、 同 じ 処 理 は いつ も その サブ ルー チン に 分 担 を きせ ます 。 

その 処理 が 必要 と され た 時 に は 、 そ の サブ ルー チン を 呼び 出し て 便 
う の で す 。 
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2 ] () 旋 サブ ルー ナン 


サブ ルー チン の 種類 





Quick BASIC で は 、 い くつ か の サブ ルー チン が 用 意 き され て お り 、 状 
況 に 応じ て 使い 分 ける 必要 が あり ます 。 


①GOSUB 

従来 の BASIC で 使わ れ て いた 、 サ ブル ー チ ン の 呼び 出し で す 。 

この 方 法 は 、「 行 番号 ] も し く は 「 ラ ベル 」 と いう 名 前 で サブ ルー チ 
ン を 呼び 出し ます 。 

ここ に 挙げ る 3 つの サブ ルー チン の 中 で 、 も っ と も 簡単 な サブ ルー 
チ ナン の 呼び 出し 方 法 で す 。 

し か し 、 こ の 方 法 で は 、 サ ブル ー チ ン へ の 変数 の 引き 渡し が で き な 
いた め 、 あ まり 勧 め ら れ ま せん が | サブ ルー チン が な ん で ある か | を 
解す る に は 、 使 い 方 が 簡単 な ぶん 向い て いる と いえ る で し ょ う 。 





②SUB 
[SUB プロシージャ | と 呼び ます 。 
これ は 、GOSUB 文 と は 若干 違い 、 変 数 を 引き 渡し て 計算 を 行なっ た 
りす る こと が で きま す 。 


3③FUNCTION 

「FUNCTION プ ブ プロシージャ | と 呼び ます 。 

これ は 、 仕事 を まとめ て 登録 し て お く と いう 意味 で は サブ ルー チン 
と し て 考え られ ます が 、Quick BASIC で は 、 関 数 を 作成 する 場合 に 、 
この FUNCTION プ ロジ シー ジャ を 主 に 使い ます 。 

この 「FUNCTION プ ロ シ ジ シー ジャ | が 、Quick-BASIC の 最大 の 特長 
と も いっ て 過言 で は な いと 思い ます 。 

従来 の BASIC で は 、 ス テー トメ ント 平 関 数 を 自分 で 拡張 する こと は 
不可 能 で し た 。 し か し 、FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ を 使え ば 簡単 に 言語 
自身 の 機能 を アッ プ さ せる こと が で きま す 。 


で は 、 それ ぞ れ の 使い 方 を 見 て いき ま . し よ 2 
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GOSUB 


ーー ーーーーーー ーー 


10・ 


使い 方 の 制約 が 少な い 伝統 的 な サブ ルー チン 


GOSUB の 記述 万 法 

3 つ 紹 介し た サブ ルー チン の 中 で 、 も っ と も 伝統 的 で あり 、 か つ 便 
い 方 の 制約 が 少な い サ ブル ー ナ チン で す 。 

た だ 、 使 い 方 が 簡単 な ぶん 機能 が 少な く 、 ま た 変数 の 扱い に 若 十 同 
題 が あり ます 。 

し た が っ て 、 処 理 を ある 程度 理解 し た ら GOSUB 文 を 使わ な いで 、 
SUB プ ロ シ ー ジ ャ や FUNCTION プ ロジ シー ジャ を 使っ た 方 が いい で 





L。 則 5 。 


@GOSUB サ ブル ー チ ン の 記述 


GOSUB ラベ ル 独 





ラベ ル ・ 
同一 ブロ グラ ム 内 で 
』 サブルーチン を 呼び 出す 





RETURN 
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第 10 章 サブ ルー チン 


較 ラ ベル を 使っ て サブ ルー チン を 呼び 出す 

さて 、GOSUB 文 は 、 行 番号 で 分 岐 先 を 指定 で きる 機能 を 持っ て いま 
すず 。 

本 書 で は 行 番号 は 扱わ な い の で 、 ラ ベル を 使っ た サブ ルー チン の 呼 
び 出 し を 解説 し ます 。 

較 ラ ベル に 使え る 文字 

ラベ ル は 、 BASIC の ステ ー ト メン ト 平 関数 な ど で 使わ れ て いな い 文 
字 な ら ば 何で も 使用 可能 で す 。 

た だ し 、 ラ ベル 名 の 先頭 に 文字 が くる 必要 が あり 、40 字 以内 (半角 
で ) の 文字 と 決っ て いま す 。 こ れ は 、 変 数 の 扱い と 同じ で す 。 

圏 「 ラ ベル : | か ら RETURN ス テー トメ ント まで を 実行 

プロ グラ ム を 実行 中 に GOSUB の ステ ー ト メン ト を 見 つけ る と 、 
BASIC は 無 条 件 に "ラベル: "に 分 岐 し ます 。 そ し て 、“" ラ ベル :” か 
ら RETURN ス テー トメ ント まで を 実行 し て 、 呼 び 出 し た GUSUB 文 ま 
で 戻ら てき ます 。 

圏 サ ブ プルー チン は 何 度 で も 使え る 

呼び 出す サブ ルー チン は 、 何 度 で も 使う こと が で きま す 。 ま た 、 サ 
ブル ー チ ン の 中 か ら 、 別 の サブ ルー チン を 呼び 出す こと が で きま す 。 

た だ し 「 別 の サブ ルー チン を 呼び 出す 」 と 、 自 分 で 作成 し た プロ グ 
ラム で ある に も 関わ ら ず 、 複 雑 な プロ グラ ム と な っ て し まう の で 、 な 
る べく 別 の 方 法 を 考え て くだ さい 。 

GOSUB 文 は 、 無 条件 分 岐 を する た め 、 ど ん な 行 に も (若干 の 制約 は 
あり ます ) 飛ぶ こと が で きる た め 、 呼 び 出 し た と ころ に 戻ら な いで 終 
了 し て し まう こと も あり ます 。 ま た 、 実行 する つも り の な か っ た 人 行 を 
実行 する こと も あり ます 。 
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GOSUB 


サブ ルー チン GOSUB の 使い 万 
さき ぁ 、 実 際 に プロ グラ ミン グ を 行ない な が ら GOSUB を 収得 し て い 
上 も 。 まあ の 。 


ソー スリ スト PRG-NOS35.BAS 


EE 
DO_ se | 
INPUI "Input pasword [ xxxxx 〕 : "。 PAS$ 
IF PAS$ = ニ "ABCDE"” THEN 条件 が な い の 
EXIT DO で 無限 ルー プ 
ELSE と な る 
GOSUB NOPAS 
END IF 


ILOOP 一 


PRKINI "OK 9 の 
END 


INOPAS: 
BEP 骨 
PRINT "Are you menbeTr 77 の テ 





RETURN 


この プロ グラ ム は 、5 桁 の パス ワー ド を 入力 させ 、 入 力 し た パス ソ 
ー ド が 正しい か を 判断 させ て いま す 。 パ スワ ー ド が 、 あ ら か じ め 設 定 
し た パス ワー ド と 違う 場合 に は 、 GOSUB 文 で ラベ ル NOPAS に 飛び 、 
ビー プ ブ 音 と 共に エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し 再 入力 を させ ます 。 

今 ま で の プロ グラ ム の 場合 より も 、 ス ッ キ リ し た で し ょ う 。 

通常 の プロ グラ ミン グ で は 、 こ の よう に 、 仕 事 ご と に プロ グラ ム を 
分 け て 記述 し ます 。 こ の よう な 記述 方 法 を 構造 化 と も いい ます 。 
また 、END ス テー トメ ント を 入れ て 終り を 明確 に し て くだ さい 。 
これ を 忘れ る と 、 メ イン プロ グラ ム が 終了 し た の ち 、 サ ブル ー チ ン 
に 入っ て いっ て し まい ます の で 注意 が 必要 で す 。 








指 10 草 サブ = ニュ た 
実行 し て み ま ト 。 Es ー 


イン タプ リタ に よる 実行 結果 





Input pasword [ xxxxx ] : dhiFO 
Are you menber ?79 
Input pasword [ xxxxx ] : 145dW 


Are you menber ?27?9 
Input pasword [ xxxxx ] : ABCDE 
KK 


も う 1 つ 、GOSUB サ ブル ー チ ン を 使っ た プロ グラ ム を 作っ て み ま 


L。 更 得 。 
この プロ グラ ム は 、 入 力 し た 数 値 で 文字 の 色 を 設定 させ る プロ グラ 
し 


⑥⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO36.BAS 


と しら 


DO 
INPUI "Input number [ 0-END, 1-7 ] : "。 COL 


IF COL >= 1 AND COL <= 7 THEN 
GOSUB CSET < 、 
END IF 
LOOP UMNIIL COL 三 0 す ーーーーーーー 一 
に 大 ま RI Ed。、。、。 
END 








"0 を 入力 する と ルー プ を 抜け る 





に DE ます : 
COLOE CO し 
PRKINMNI らら ett1ngE color。。。" 
COLOR 7 

RETURN 







入力 を 行なう と サブ ルー チン CSET で カラ ー の 設定 を 行ない ます 。 
カラ ー 設 定 の 処理 だ け サ ブル ー チ ン 化 し て いる の で 、 メ イン ルー チ 
〆 デ が スッ キリ し た と 思い ます 。 
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GOSUB 


入力 し た 数 値 は 変数 COL に 格納 され 、 そ の 値 を 元 に 、 サ ブル ー チ ン 
CSET で カラ ー の 設定 を 行なっ て いま す 。 ここ で 注意 し て いた だ きた 
い の が | 変数 の 値 が サブ ルー チン に 影響 する 」 と いう こと で す 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 


イン タブ リタ に よる 実行 結果 


Input number [ 

SB 北 まま 株 絡 で きよ の T。 。。 . 二 一 ーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーー ーー. 午 や 琴 
Input number [ < 

SG【tting CO LOP。。。 sm 緑 で 表示 
Input number [ 5 閑 


Setting color... ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 水色 で 表示 

Input number [ ) ・ 9 ーー 入力 オー バー な の で 再 入力 
Input number [ 

End. . . 





GOSUB で の 変数 の 扱い は 、 あ くま で も メイ ン ル ー チ ン と 同等 で す 。 
つま り 、 メ イン ルー チン で 使用 し た 変数 は 、 サ ブル ー チ ン で も 同じ ょ 
うに 使用 する こと に な り ま す 。 

この こと は 、 こ の 次 に 解 読 する SUB プ ロロ シー ジャ や FUNCTION プ 
ロ シ ー ジ ャ と 審 接 な 関わ り が あり ます の で 、 一 応 覚 を て お いて くだ さき さ 


い 。 
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10・3 


SUB プ ロ シ ー ジ ャ 


変数 の 引き 渡し が で きる サブ ルー チン 





SUB プ ロ シ ー ジ ヤセ ヤ の 記述 万 法 
SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 概念 は 、 ほ と ん ど GOSUB と 同じ よう に 無 条 件 
分 岐 し ます が 、 変 数 の 引き 渡し が 出来 る 点 が 違い ます 。 
SUB プ プロシージャ は 、 次 の よう に 記述 し ます 。 





⑮⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 記述 
(メイ ン ル ー チ ン ) 
DECLARE SUB GUB プ ロ シ ー ジ ャ 名 (変数 名 。…) 


CALL GUB ブ プロ シー ジャ 名 (変数 名 , …) 


SUB ご GU ロ プロ シー ジャ (変数 名 。…) 
END SUB 
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SUB プ ロ シ ジー ジャ 


田 変 数 の 引渡 し 

変数 の 引渡 し と は 、 変数 を SUB プ ロ シ ー ジ ャ に 引き 渡し て 、 演算 な 
ご を 行 閥 わせ る こと を 薦 味 し ます 。 

つま り 、 メ イン ルー チン で 使っ て いた 変数 を 、 SUB プ ロロ シー ジャ に 
引き 渡し て 演算 を させ た 後 、 そ の 値 を メイ ン ル ー チ ン で 受け 取れ る わ 
け で す 。 一 見 GOSUB と 似 て いま す が 、 変 数 の 扱い 方 が 違い ます 。 
田 メ イン ルー チン と 無関係 に 変数 を 扱え る 

GOSUB の 場合 に は 、GOSUB..…RETURN 内 で 初め て 使う 変数 で あ 
ろう と 、 メ イン ルー チン の 変数 で あろ うと 同じ よう に 使用 で きま す が 、 
SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 場合 に は 、SUB.…END SUB 内 で 初め て 使用 する 
変数 は メイ ン ル ー チ ン と 全く 無関係 で す 。 





持つ の が グロ ー バ ル 変 数 )。 ロー カル 変数 と は 、 変数 の 内 容 を 保持 する 
可 域 に 制限 が ある こと を 意味 し ます 。 つ まり 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 場 
合 に は 、「 呼 び 出し た 時 に だ け 有 効 な 変数 ] と な り ま す 。 
田 サ フル ー チ ン を 、 全 く 〈 別 の 空間 に 持つ 

も う 1 つ GOSUB と 決定 的 に 違う こと と し て 、 サ ブル ー チ ン を 同じ 
ファ イル 内 に 持つ の で は な く 、「 全 く 別 の 空間 に 持つ 」 と いう 概念 を 持 
っ て \ い ます 。 

実際 は 同じ ファ イル 内 に SUB プ ロロ シー ジャ を 持っ て いま す が 、 プ ロ 
グラ ム を 作成 する 段階 で “SUB.…”" と 入力 する と 、 今 まで 作成 し て いた 
エディ タ と は 別に ウィ ンド ウ が 開き 、 全 く 別 の 空間 と し て SUB プ ロ シ 
ー ジ ャ を 作成 し ます 。 
圏 DECLARE ス テー トメ ント て 使用 宣言 を する 

SUB プ ロ シ ー ジ ャ は 、 使 用 宣言 を 行なう 必要 が あり ます 。 

GOSUB の よう に いき な り サ プ ブルー チン を 使う の で は な く 、SUB プ 
ロ シ ー ジ ャ を 使う 前 に DECLARE ス テー トメ ント で 、 使 用 する SUB プ 
ロ シ ー ジ ャ の 使用 宣言 を 行ない ます 。 

この 宣言 を 行なう と 、CALL ス テー トメ ント で SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 
呼び 出す こと な く 、 単 に 呼び 出す SUB プ ロ シ ー ジ ャ 名 を 書き 込む だ け 
で 呼び 出す こと が で きる よう に な り ま す 。 
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SUB プ ロ シ ー ジ ヤ の 使い 方 
次 の プロ グラ ム は 、 も っ と も 基本 的 な SUB プ ロ シ ジー ジャ を 合っ た 例 
も ま s 








変数 の 引き 渡し 


ソー スリ スト PRG-NO37.BAS 


DECLARE SUB CALC (A!。, B! う ーーー SUB プ ブ プロシージャ CALC の 使用 
じ 上 しく 宣言 









IA = 1 
B = 2 | 
PRINT "MAIN : "・ A・ =" ・ 「 間 衣 

" プ ブロック ご と に 変数 の 
CALL CALC(A, B) 内 補 を 変更 
IPRINT ーー ーー ' | | 各 MUB プ プロシージャ 
| CALC 呼 び 出 し 


IPRINT "MAIN : A・: 
ICALL CALC(A, B) 
IPRINT 






A 
B 
PRKINI "MAIN : A ="j Ai " B =": B 
CALL CALC(A。 B) 


を ーーーーーーーー- END ス テー トメ ント が な く て も 正常 に 終了 







⑩⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ CALC 


SUB CALC 〈(A,。 B) 
A ニ A ※ 10 
B = B ポ 100 


PRKINI “SUB 
END SUB 





ここ で は 、 変 数 の 引き 渡し の 動作 の 確認 を 行なっ て いま す 。 
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SUB プ ロ シ ー ジ ャ 


SU り B プ ブ プロシージャ CALC で は 、 そ れ ぞ れ の 渡さ れ た 変数 に 10 も し く 
は 100 を か け て 、 そ れ を その まま 呼び 出さ れ た 側 に 返し て いま す 。 

SUB プ ロ シ ー ジ ャ は 、 変数 を 受け 取る 際 の 変数 名 を 、 自 由 に 命名 す 
る こと が で きま す 。 ここ で は 、 混 乱 を 避け る た め に 同じ 変数 名 で 使用 
に 。 まし 二 。 


人 ⑱⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 変数 を 変更 し た 例 






SUB CALC (ITEMP 1 ,。 TEMP2) 

TEMP1 = IEMP1 * 10 

IEMP2 ニ TEMP2 ※ 100 

PRKINI SUB  : A = ニ ": TEMP1: “"B =": TEMP2 
END SUB 








た だ し 、 変 数 名 を 変更 し た 場合 に は 、 メ イン ルー チン 側 の 先頭 で 宣 
言 し て いる DECLARE 文 の 変数 も 変更 し な く て は な り ま せん 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 


⑤ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 
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次 に 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 呼ん だ と き の 変 数 の 流れ な ど を 見 て いく 
こと 紀 し まし ょ よう 。 

SUB プ ロ シ ー ジ ャ に 変数 を 渡す に は 、 ま ず 、 メ イン ルー チン 側 か ら 
渡す 変数 の 数 、 型 (文字 型 、 数 値 型 な ど ) を SUB プ ロ シ ー ジ ャ と 人 台 わ 
せる 必要 が あり ます 。 


@@ 変数 の 関係 


A=5 
B = 6 _ 
PRINT "MAIN : A = "iA " B = "jiHBI 


CALL CALCICA, B) 






変数 を 順番 どおり 引き わた す 
また 型 な ど に も 注意 


SUB CALC IA, B) 
[Al=[* 10 
IB]=IBI* 100 


EEIMNI SB 。 貞 ーー ュ 骨 』 ご 統 定 "3: 8 
END SUB 


“() ” の 中 に 書く 変数 の 情報 を 合わ せ て 使っ て くだ さい 。 

これ は 実に 重要 な こと で 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 使う 場合 の 要 と な り 
ます 。 

変数 を 引き 渡す と し て 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 宣言 する と 、 以降 変数 
を 引き 渡し た く な く て も 、 必 ず 変 数 を 引渡 し 形 で し か 使え な い の で 往 
意 が 必要 で す 。 

SUB プ ロ シ ー ジ ャ で は 、DECLARE 文 で 使用 宣言 を 行なう 必要 が あ 
る と 述べ まし た が 、 実 は 、 プ ログ ラム 中 で “SUB .…” と 入力 する と 目 
動 的 に Quick BASIC が DECLARE 文 を 作成 し て くれ ます 。 

SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 使え ば 、 イ ンタ プリ タ で 実行 し た り 、 デ ィ ス ク 
に 保存 し た りす る こと で 、 自動 的 に SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 宣言 を 行なっ 
る 乱 表 全 。 


158 





ソー スリ スト を よく 見 る と 、 引 き 渡 す 変 数 名 を 明示 し て いる こと に 
注意 し て くだ さい 。 


DECLARE SUB (X!, YU) 
変数 名 に は “"”" が 付け られ て いま す 。 これ は 、 変 数 が も つ 数 値 型 と 
か 文字 型 の ほか に 、 下 宣 言 文字 と 呼ば れ 、 そ の 変数 の 扱え る 数 値 の 大 
き さ を 明確 に し て いる の で す 。 
"が 付く 変数 名 は 、「 小数点 以下 が 15 桁 以内 の 数 値 ]」 で ある こと を 
意味 し て いま す 。 





ロー カル 変数 


今度 は 変数 の 持つ 有効 範 団 で ある 、 ロ ー カ ル 変 数 を 理解 し まし ょ う 。 


人 き ソ ー ス リス ト PRG-NO38.BAS 








DECLARE SUB SAMPLE () 

人 抽 こ 

_ っ トー 変数 A, BB に それ それ 数 値 を 代入 

PRINT "MAIN A =": Ai B = ニ "』 B 4 一 一 SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 呼び 

CALL SAMPLE 出す 前 に 表示 

PRINT "MAIN A =": Ai " B =": B ーー SUB プロシージャ を 呼び 
出し た 後に 表示 


人 ⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ ・SAMPLE 





っ SUB _ SAMPLE 


A = 200 還 還 還 ーー - 
ーー SUB プ ロ シ ー ジ ャ の 中 て 同じ 名 前 の 変数 に 数 値 
B = 300 ci 


PRINI "SUB ん A 三 j』 Ai " B =“: B 
END SUB 
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⑤ き イン タプ リタ に よる 実行 結 索 


[ SUB プ ロ シ ー ジ ャ を 呼び 出す 前 の 変数 の 値 


300 一 一 一 SUB プ ロ シ ー ジ ャ 内 て 変数 に 代入 を し た 値 
J ーー 呼び 出し た と き の 値 と 同じ 点 に 注意 





まず 、SUDB ブ プロ アー ジャ 和 の す 科 た に 変数 A 人 、B に 値 を 代入 し 、 
それ を 表示 させ ます 。 た し か に 、 変 数 A に は 2 、 変 数 B に は 3 が 入っ 
て ! ぅ ます ね 。 

そし て 次 に 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ SAMPLE で メイ ン ル ー チ ン 側 で 使 
用 し て いる 変数 と 同じ 名 前 の 変数 に それ ぞ れ 数 値 を 代入 し ます 。 

ここ で は 、 変 数 A に 200、 変 数 B に 300 を 代入 し まし た 。 実行 結末 で 
も 、 た し か に 代入 し た 値 が 入っ て いま す 。 

きも 。 問題 は こ の 次 て す 。 





変数 の ロー カル 化 RE 

月 常 の サブ ルー チン で この よう なこ と を 行 な ウ ド 。 呼び 出し た 側 の 
変数 の 値 も 変化 し ます 。 同 じ 名 前 の 変数 に 値 を 代入 すれ ば 、 当 然 呼び 
中 し た 側 の 値 も 変化 する は ず で す が 、 実行 結果 を 見 る と 、 呼 び 出 し た 
側 の 変数 の 値 は SUB プ ロ シ ー ジ ャ SAMPLE を 呼び 出す 以前 の 値 と 同 
じ で す 。 これ が 、 ロ ー カ ル 変 数 な の で す 。 

会 まで 、 変 数 を 扱う と き サ ブル ー チ ン 側 で 使う 変数 と メイ ン ル ー チ 
men し な が ら プ ログ ラミ ング を 行ない まし た 

、Quick BASIC で は 、 変数 の ロー カル 化 が 行 な を る の で 、 同 じ 名 前 

ーー も 気 に せ ず そ れ ぞ れ の ルー チン で 便 え ます 。 

この こと は 、 実 に 重要 な こと で す 。 

例え ば 、 カ ウン ト を 取る よう は 変数 は 、 た い が い “COUNT "など と 
命名 し ます が 、 こ の よう な 変数 は 、 ち ょ っ と し た プロ グラ ム な ら は 婦 
負 こ 使用 し ます 。 今 まで の よう に 、 サ ブル ー チ ン で 使っ て いる 変数 も 
メイ ン ル ー チ ン に 影響 する よう な と き に は どう な る で し ょ うか 。 

そう で す 。 変数 が か ち 合 わな いよ うに 、 別 々 の 変数 と し て 病名 を 工 
天 し な く て は なり ませ ん 。 
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この よう に する と 、 他 の プロ グラ ム で も 使え る よう な サブ ルー チン 
を 作成 し て も 、「 ど ん な 変数 を 使っ て いる の か ? 」 と 、 気 を 使う 必要 が 
田 て きま すね 。 

し か し 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ の よう に 、 “変数 の 有効 委 囲 "が その SUB 
プロ シー ジャ の 中 だ け な ら ば 、 自 由 に 変数 を 命名 する こと が で きま す 。 

これ が ロー カル 変数 の 概念 な の で す 。 

また 、 ロ ー カ ル 変 数 は 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ だ け で な く 次 に 解説 する 
FUNCTION プ ロジ シー ジャ で も 同じ よう に 、 変 数 の 有効 範囲 を 特定 さ 
せる こと が で きま す 。 
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関数 と 同じ よう に _ 「 値 を 返す 」 サフ ブル サブ ルー - チ ン 

















1 FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ の 記述 方 法 

FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ は 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ と 機能 、 使 い 方 な 
ど 、 ほ と ん ど 同 じ で す が 、 式 な どの 中 に 混合 し て 使え ます 。 

つま りり PUNCOIIODUN プ ロジ シー ジャ は 。 ue も 因 じ よう 人 憶え 
ろ わ け で す 。 ま た 、Quick BASIC 付 属 の クイ ッ ク ラ イブ ラリ を 合え 
ば 、 い いち いち 関数 宮 言 を 行なわ な く て も 、 全 く 関 数 と 同じ よう に 使え 
衣 す 。 

FUNCTION プ ロロ シー ジャ は 、 次 の よう に 記述 し ます 。 


@FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ の 記述 
(メイ ン ル ー チ ン ) 


DECLARE FUNCTION FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ 名 ( 秋 数 名 。…) 


CALL FUNCTION ブ プロ シー ジャ 名 (変数 名 ,…) 





(FUNOTION プ ロ シ ー ジ ヤ ) 


FUNCTION FUNCTION ブ プロ シー ジャ 名 (変数 名 。…) 


END FUNCTION - 





。 FUNCTION プロ シー ジャ 


FUNCTION プ ロ シ ー ジ ヤ の 使い 方 


ま 、 実 際 に プロ グラ ミン グ を 行なっ て 、FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ 
を 理解 し て いき まし ょ う 。 





@ ソー スリ スト PRG-NOS39.BAS 


DECLARKE FUNCTION MENSEKT! (TEIHEN! 。 TAKASA !) 
し し ら 

LN ど CUI “IEIHEN : “"。 AA 

INPUTI "TAKASA  : “", B 

PEKINI “MENSEKI :":) MENSEKTI(A, B) 


計算 結果 を ここ に 返す _ 


FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ 側 の 変数 名 に 注意 





@FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ MENSEKI 


FUNCTION_MENSEKI TEIHEN| |TAKASAD さ 一 - それ ぞ れ に 対応 


ー IEIHEN ※ TAKASA 〆 思 
END FUNCTION 





原則 的 に 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ と 同じ で す 。 

し か し 、 SUB プ ロ シ ー ジ ャ と の 大 き な 違 い は 、「 値 を 返す 」 と いう 点 
Ye 

SUB プ ブ プロシージャ で は 、Quick BASI じ の ステ ー ト メン ト 中 で 合用 す 
る と エラ フラー と な り ま す が 、FUNCTIOUN プ ブ プロシージャ で は 、 ス テー トメ 

ト 中 で 使用 し て も な ん ら 問 題 が あり ませ ん 。 

まだ た だ 、 ゝ SUB プロ シー ジャ で 便 有 用 し て いた CALL ス テー トメ ント を 使 
用 し て いま せん 。 実 は 、FUNCTION プ ロ シ ジ シー ジャ も CALL ス テー トメ 
ント を 使う こと が で きま す が 、 SUB プ プロシージャ と 分 け て 考え て も ら 
うた め に 、 あ えて CALL ス テー トメ ント を 使用 し な いで FUNCTION 
プロ シー ジャ を 解説 し まし た 。 

さて 、 プ ログ ラム 自身 は 簡単 な こと し か 行なわ せ て いな い の で 、 簡 
単に 理解 で きる と 思い ます 。 
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FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ で 行なっ た 計算 結果 は 、|FUNCTION プ 
ロ シ ー ジ ャ と し て 付け た 名 前 に 代入 する 」 こと で 、 メ イン ルー チン に 
返す こと か 出来 ます 。 

FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ MENSEKI の 中 で 演算 を 行ない 、 そ の 結 
果 を 、MENSEKI と いう 変数 に 代入 し て や れ ば いい の で す 。 

天 4 ず し て みあ み ま し ょ う 。 


@$ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 








JEIHEN zz 10 
JAKASA  : 15 
MENSEKI : 75 


理解 度 を 増す た め に 、 も う 1 つ プ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 


人 ⑤ き ソース リス ト PRG-NO40.BAS 





DECLARE FUNCTIION MONIHS (IEMP!) 
C し S 
DO 

INPUI "Month : “",。 M 


LOOP WHILE "NULL" = MONTHS CM) 
PRINT MONTHS CM) 


一 ゃ マー ク に 注目 
END 
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FUNCTIIOUN プ ブ プロシージャ 
FUNCTION プ ブ プロシージャ MONTHS 


ふ ゃ マー ク に 注目 
ド FUNCTION MONTH (IEMP) ・ 
SELECT CASE IEMP 


CASE 1 

MONIHS = ニ “January“" 
し 上 A ら し 交 

MONTIH$S ニニ "February“ 
し しれ ら 選 、 8 

MON THS 
CASE 4 

MONTH$S ニニ "Apri1" 
し ASE 5 

MONTH$ = “May" 
CASE 6 

MONTIH$ = "June“ 
CASE 7 

MONIH$S = “July“ 
CASE 8 

MONTH$ ニニ "August" 
CASE 9 

MONIH$ ニニ "September“" 
CASE 10 

MONTH$S = “October" 
に 朋 ら 反 まま 1 

MON」HS 
CASE 12 

MONTH$S ニ "December“" 


数 値 が 1 一 12 ま で は 月 の 英 
語 名 を 返す 
"March“" 


"November" 





に ASED LSE 0 ( | 
MONTHS$ = ie そう で な か っ た 場合 は 
END _ SELECT “NULL" と いう 文字 を 返 
END FUNCTTION EL 






プロ グラ ム 中 の 注意 書き に 注意 し て くだ さい 。 

先ほど の プロ グラ ム は 、 返 され る 値 が 数 値 だ っ た の に 対し 、 今 度 は 
“文字 が 返さ れる ” 点 が 大 きく 〈 く 違い ます 。 

プロ グラ ム を 見 て も 分 か る 通り 、 文 字 で 返さ れる 値 の 場合 に は “$「 
マー ク を 呼び 出す サブ プロ グラ ム 名 に 付け な く て は な り ま せん 。 
また 、 ち ょ っ と し た テク ニッ ク と し て 、 入 力 さ れ た 数 値 を FUNC 
TION プ ロ シ ー ジ ャ の 中 で 判断 させ まし た 。 
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訓 10 童 サブ プ ル ー チ ン 


月 名 な ど 、 決 っ た 数 値 以外 の 入力 が 入っ た 場合 の エラ ー チ ェ ッ ク を 
含ま せる こと に より 、 よ り 汎 用 的 な ド FUNCTION プロシージャ が で き 
2 た し あの 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 


@ イ ンタ ブリタ に よる 実行 結果 





Month : 15 
Month : 11 


November 
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:iul 本 了 


| 副 
0 
Sr 
Ne 
っ 3t 
| 衣 





私 た ち は 、 様 々 な 形 で 変数 を 使っ て きま し た 。 今 ま 
で 使っ て きた 変数 の 区 別 は 、 大 別 す る と 数 値 型 と 文字 
更 だ け で し た が 、Quick BASIC で は 、 





定数 (決っ た 数 ) を 扱う 変数 
配列 、 ロ ー カ ル 変 数 を グロ ー バ ル 変 数 に 変更 


な ど 、 様 々 な 変数 の 扱い 方 が あり ます 。 
本 草 で は 、 こ れ ら 変数 の 違い を 学び ます 。 





特定 の 値 に 名 前 を 付け て 使う 


定数 こ は 





定数 と は 、| 決っ た 数 」 の こと を いい ます 。 

1 時 間 は 60 分 、 1 年 は 12 カ 月 な どの よう に 、 世 の 中 に は 決っ た 数 を 
名 前 で 呼ぶ こと が あり ます 。 

これ が 定数 の 概念 で す 。 

Quick BASIC で も この 概念 で 定数 を 扱う こと が で きま す 。 つ まり 、 
決っ た 数 に 名 前 を 付け て 使用 する こと が で きる の で す 。 


2 | 定数 の 宣言 
定数 は 、 次 の よう に し て 宣言 し ます 。 
@ あ 定数 の 宣言 @,$ 
ーー 定数 の 宣言 
CONST 変数 名 = 数 値 も し く は 文字 列 
定数 の 名 前 定数 の 内 容 


・CONST ス テー トメ ント 

佐 来 の 変数 を 扱う よう に 行ない ます が 、 定 数 に する に は 、CONST ス 
テー トメ ント を 先頭 に 付け ます 。 

・ 変 数 名 (定数 と し て 扱う と き の 変 数 名 ) 

定数 は 、 数 値 型 な どの 変数 と 同じ よう に 使い ます 。 し た が っ て 、 定 
数 の 使用 宜 言 を 行なう と き に 、 定 数 の 変数 名 を 決め て や り ま す 。 
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また 、 定 数 に も 扱え る 変数 が 決っ て お り 、 数 値 型 な ら ば 何 も 付 けず 
に 宣言 し 、 文 字 型 な ら ば $ マーク を 付け て 宣言 し ます 。 

・ 定 数 の 内 容 

扱う 定数 の 内 容 を その も の で す 。 


基本 的 に は 通常 の 変数 の よう に 扱わ れ ま す が 、 定 数 と し て 宣言 され 
だ 変数 の 場合 に は 、 代 入 な ど が で きま せん 。 つ まり 、 変 数 の 内 容 の 変 
更 が 許さ れ な い の で す 。 ま た 、 定 数 は SUB プ プロシージャ や FUNC 
TIOUN プ ロジ シー ジャ な どの モジ ュー ル 内 で も 使用 で きま す 。 

だ た だ し 、 も し 、 定 数 に し た 変数 の 内 容 を 変更 し よう と する と 次 の よ 
うな エラ ー が 出 ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


宣言 の 重複 は 許さ れ ま せん (ERR=10) 


一 見 、 変 数 と 似 て お り 、 定 数 に する 必要 性 が な いよ うに 思わ れ ま す 
が 、 次 の よう な メリ ッ ト が あり ます 。 


① 値 の 変更 が で き な い 

値 の 変更 が で き な い の で 、 不 注意 で バグ を 作る こと が な く な る 。 
2 通常 の 変数 より も 効率 的 な コー ド を 生成 

無駄 な メモ リ を 食わ ず に すむ 。 
3③ プ ログ ラム の 保守 が 簡単 

定数 に し た 変数 の 値 を 先頭 で 変更 する だ け で 、 範 囲 な ど が 自由 に 設 
定 で きる 。 





これ だ け で は 何 を いっ て いる の か 分 か ら な いと 思い ます の で 、 実 際 
の プロ グラ ム を 通し て 定数 を 理解 する こと に し ます 。 


定数 の 使い 方 


KK の よう な ブロ グラ ム を つく り ま し ゃ ろ 。 





@ ソ ー ス リス ト PRG-NO41.BAS 


し し らい 
CONST H1 = 
CONST LOw : 


DO 
INPUI Please input LEVEL : "。 LEVEL 
LOOP wHILE LEVEL < LOw OR LEVEL > HI 


PEINI YOuUT LEVEL 16  : LEVEL 





最大 値 を HI と いう 定数 に し 、 最 小 値 を LOW と いう 定数 に し て いま 
す 。 最 大 値 と 最小 値 の 間 だ け 数 値 入力 を 1 了 な わせ 、 そ れ 以 外 は 全て 再 
入力 に な り ま す 。 

この プロ グラ ム の 利点 は 、“CONST …” と な っ て いる 部 分 の 数 値 を 
変更 する だ け で 、 最 大 値 と 最小 値 の 値 を 変え る こと が で きる 点 で す 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 


⑱ 〇 イン タブ リタ に よる 実行 結 蛇 


Pease input LEVEL <: 
PIagaSsSe 1nput LEPVEL < 


Pleagse jinput LEVEL : 
Your LEVEL is 4 





こう いっ た こと は 、 一 般 で も よく こと で す 。 例え ば 、「 〇 〇 
Lie 本 、 ズ ペ mW 点 ]」 な どの よう に 、 警 告 の 点数 の ライ ン 
が 変動 する よう な 場合 に は 、“CONST KEIKOKU = 40 な どの よう 
に すれ ば いい の で す 。 

次 に 、 こ の よう な 例 の プロ グラ ム を 書い て み ま し ょ う 。 
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⑥⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO42.BAS 


CLS 
CONST KEIKOKU = 45 衝 告 ライ ン 
CONST AKA = 30 oo 葬っ 





棒グラフ の 表示 位置 の 初期 値 
1 LOCATE 3, 1 
PRINT “NAME 20 40 50 80 100" 
PR INT “ーーーーーーーーーーーーーー キーーーーーーーーー キーーーーーーーーー キーーーーーーーー 一 ーーーーーーーーー キ ーーーーーーーー 一 キャ 
DO ーー ー 棒グラフ の 表題 








LOCATE 1。 1 
INPUT “Name ・ "。 NAMAES 
| INPUT Score : "。 TEN 













IF TEN < KEIKOKU AND TEN > AKA THEN 
COLOR 6 

FND IF 

IF TEN < AKA THEN 

| COLOR 4 

END IF 





入力 され た 値 の 判断 








LOCATE X。 1 
PRINT NAMAES,。 "!": STRING き CINTCTEN ノ 2), ・**) 






デー タ の 表示 と 点数 
の 棒 ク ラフ 化 


















LOCATE 1., 
PRINT * 
LOCATE 2, 8 

PRINT * ーー " 


8 





テー タ の 入力 領域 を 空白 で 埋め る 







COUNT + 1 ーーーー 一 人 数 の カウ ント 


COUNT = 
パニ メキ 】 ーーーーーーーー 棒グラフ の 表示 領域 を 1 行 下 に ずら す 
COLOR 7 @ す ーーー 変更 され た 色 を 元 に 戻す 


LOOP UNTIL |COUNT = NINZU| 


し ーー 変数 COUNT が 定数 NINZU と 等 し て な る と ルー プ を 抜け る 


ここ で の 定数 の メリ ッ ト は 、 警 告 と な る 点数 の ライ ン と 赤 点 と な る 
占 数 の ライ ン 、 そ れ と 人 数 を 変更 で きる 点 に あり ます 。 

例え ば 、 こ こ で は 、"CONST NINZU = 5"” と し て ある の て 入力 で 
き る 人数 | ょ 5 人 で 終り ます が 、 こ れ を “CONST NINZU = 10 な ど 
と すれ ば 、 簡 単に 扱え る 人 数 を 増やす こと が で きま す 。 
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⑨ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 





Name 
SCOFB 


ーーーーーーーーーーー ーーー キ ーー ニーーーーーーー キ ーーーーーーーーー キ ーーーーーーーーー エ ーー ニーー ニ ーー ニーーー サ ーー ニー ニニ ーーーーーー-+ 
SAWADA 玉水 玉 玉 玉 玉 玉 求 玉 玉 末 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 玲 玉 末 床 求 氷 玉 洲 玉 玉 玉 来 氷 玉 来 涼 玉 涼 求 玉 来 来 来 来 来 来 玉 来 来 来 ※ 


KIMURA ! 座 玉 玉 

WATANABEF * 来 玉水 玉水 水玉 玉 玉 水玉 玉 玉 来 玉 米 玉 玉 炒 米 来 玉 

YOKOBE * 素 末 玲 率 玉 玉 玉 来 床 玉 玉 末 来 米 末 玉 来 玉 来 玉林 米 素 玉 玉 米 玉 米 玉 来 
MARUYAMA ! 水 


1/3 





ーー ーー ニー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーー ーー ーー 


の 利用 
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11・ 


配列 


数 の 分 か ら な い 要 素 を 使う 





配列 と は 


配列 と は 「 決 っ た 規則 に 従う 変数 の 集まり | と し て 考え る こと が で 





きま す 。 
色 が 分 か っ て いな い 未 知 の 要素 を 使う と き な ど 、 配 列 が 役に立ち ま 
す 。 


配列 の 宣言 


配列 の 宣言 方 法 は 、 次 の よう に 行ない ます 。 





@@ 配 外 の 宣言 @⑥$ 


ーー 配列 の 宣言 
DIM 変数 名 ( 式 ) 
し 配列 の 数 (添字 ) 
配列 を 使う と き の 変数 名 





ーー 


・DIM (配列 の 宣言 ) 

配下 は 、 実 際 に 使う 前 に 宣言 を し な く て は な り ま せん 。 宣言 は 、 こ 
こ で 示し て いる DIM ス テー トメ ント で 行なわ れ ま す 。 

・ 変 数 名 (配列 を 使う と き の 変 数 名 ) 

配下 は 、 数 値 型 な どの 変数 と 同じ よう に 使い ます 。 し た が っ て 、 配 
列 の 使用 宣言 を 行なう と き に 、 配 列 の 変数 名 を 決め て や り ま す 。 


エニ ニニ ニー ニー ーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーー モ mn 





配列 


また 、 配 列 に も 扱え る 変数 が 決っ て お り 、 数 値 型 な ら ば 何 も 付 けず 
に 宣言 し 、 文 字 型 な らち ら ば $ マ ー ク を 付け て 宣言 し ます 。 

・ 式 (配列 の 数 [ 式 は 添字 と も いう J) 

配列 に 使う 、 数 量 を 指定 し ます 。 通常 、 こ こ に は 数 値 も し く は 変数 
が 入り ます が 、 応 用 的 な 使い 方 と し て 、 数 量 を 範囲 で 指定 する こと 
可能 で す 


3 | 配列 の 使い 方 


さっ そく 、 配 列 を 使っ た プロ グラ ミン グ を し て み ま し ょ う 。 





⑯⑤ ソー スリ スト PRG-NO43.BAS 


CLS 
DIM A〈4) さ ーー 配列 の 宣言 。 こ こ て は 5 個 の 配列 が 使え る 
AO) = 1 

A&C1) = まま | 

A(2) = 3 それ それ の 配列 に 数 値 を 代入 

A(3) = 4 

A(4) = 5 


PRINT AKO) : AX〈1) : A(②2): AG3): AC4)ーーー 配列 の 内 容 を 表示 


配列 の 添字 は 、 通 常 は "0 か ら 始 まる の で 、 式 と な る と ころ に "4「" 
を 指定 する と “0”^ー“"4” まで と いう こと に な る の で 、 扱 える 範囲 は 
 B 綴 村 ます 。 

配列 に 代入 を 行なう 場合 に は 、 通 常 の 変数 と 同じ く 、“A) = の 
の よう に 行ない ます が 、 違 う の は 、 変 数 名 の 後に つい た ( 式 ) で す 。 
つま り 、 配列 A 1) と 配列 A (2 ) は 別 の 変 数 と も いえ ます 。 

配列 を 表示 きせ る に は 、 本 こつ いて いる 「( 式 )] を ステ ー ト メ 
シン ト 中 に 書き こめ ば 良い われ ! で す 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 
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@$ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結 索 





次 に 、 文 字 型 の 変数 を 扱う 例 を 行なっ て みる こと に し ます 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO44.BAS 








にし ら 
DIM MENS (3) 
FOR !I = 0 JO 3 
INPUTI “Please name : " 。 MEN$ (1) 
NEXI 」 
PRINI MEN$S(0)。 MEN$ (1)。 MEN$(2) 。 MEN$ (3) 


先ほど 扱っ た 配列 と 違っ て いる の は 、 配 列 の 変数 名 に $ マー ク が 付 
く こ と で す 。 こ の 点 を 満た せ ば 、 文 字 列 も 配列 と し て 抜 えま す 。 

これ だ け の 名 前 を 登録 する に は 、 こ れ ま で の 方 法 で す と 、5 つ の 変 
数 が 必要 で し た が 、 変 数 を 添字 に 使え ば 、 1 つの 配列 で 個別 の デー タ 
を 全く 別 の と ころ に 確保 で きま す 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 


@ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 





Please SU りり U 式 」 
Please ・ SAIIOU 
Please ・ WADA 


Please ・ MATUDA 
SUZUK I SAITITOU MATUDA 








た だ し 、 添 字 に 変数 を 使う と き に は 、 か な ら ず 扱う 数 量 を 考慮 に 入 
すし て く だ さり いう 。 
例え ば 、 次 の よう な 例 は エラ ー と な り ま す 。 


DIM MENS (X) 


変数 欠 に は 、 何 も 入っ て いな い 状 態 な の で “0” と な っ て し まい ま 
す 。 この よう な 使い 方 を する と き は 、 添 字 の 変数 に あら か じ め 数 値 を 
代入 する こと で エラ ー を 回 避 で きま す 。 


X = 10 
DIM MENS (X) 


挫 は 、 配 列 の 範囲 を 指定 する 方 法 を 試み て み ま し ょ う 。 


人 ⑤ き ソース リス ト PRG-NO4S5.BAS 


CL し S 
DIM A(--3 TO 3) 


PEOE 』 = ー3 TO 3 
A(1) 三 エ 二 4 ター 1 配列 A (1) の 最初 の 添字 は “-3" 
PRINTI AI) 

NEXT I 





添字 の 範囲 を 指定 する 場合 に は “TO” を 使い ます 。 


-3> 十 3 まで の 範囲 を 添字 に する に は 、"DIM A (-3 1T0 3)”" と し 
ます 。 


⑤⑮ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結末 


配列 A (| ) の 扱え る 最大 の 数 は 7 と いう こと が 分 か っ た 





1// 





11・3 


変数 の グロ ー バ ル 化 


て の 会 に 対し て を っ 和 


グ ブロー バル 変数 
グロ ー バ ル 変 数 と は 、 特 定 の 範囲 内 だ け 意 味 を 持つ ロー カル 変数 に 
対し 、 全 て の 領域 に 対し て 効力 を 持つ 変数 の こと を さ し ま す 。 





@$ グ ロー バル 変数 の 概 菅 
パ メ イ ン ル ー チ ン 〉 ーー (ご U ロ プロ シー ジャ ヤ ) 












| SUB SUB1 
SHARED A 


IFA 三 10THEN 
END SUB 


Main Program 

CLS 

CONST HOUR = 60 
L 導 一 も! 






CALL SUB1 


PRINT A 


| | で 示さ れ て いる 部 分 が 変数 の グロ ー バ ル 化 の た め の 宣 言 で す 。 
グロ ー バ ル 変 数 と な っ た 変数 は 、 サ ブル ー チ ン 内 で 変更 され て も 、 
その 変数 の 内 容 を メイ ン ル ー チ ン に 持ち 込み ます 。 
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鐘 鐘 の グロ ー バ ル 化 


た だ し 、 こ こ で いう グロ ー バ ル 変 数 と は 「 特 定 の サブ ルー チン に だ 
け 有 効 」 な グロ ー バ ル 変 数 で ある と いう こと に 注意 し て くだ さい 。 

SUB プ ブ プロシージャ の 場合 に は 、 変 数 人 は SUB プ ロ シ ー ジ ャ SUB1 の 
中 だ け で 変数 の 内 容 を 保持 し て いま し た が 、SHARED ス テー トメ ン 
ト を 用 いる こと で 変数 人 は メイ ン ル ー チ ン で も その 値 を 参照 する こと 
が で きま す 。 


- ブ ロー バル 変数 の 使い 方 


まず 、 グ ロー バル 変数 に し な い 場 合 の プロ グラ ミン グ を し て み ま し 





ま 衝 。 


⑥⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO46.BAS 





DECLARE SUB SUB1 の) 
し し S 


DB 三 2 


PRKINI "MAIN  A =": 
CALL SUB1 
PRKINTI "MAIN A = 


SUB SUB1 
A = 3 


B = 4 
PRINT "SUB 
END SUB 





この 場合 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ SUB1 で 変数 を グロ ー バ ル 化 し て いな 
い の で 、 例 え 同 じ 変 数 名 で も 変数 A 人 ・B は 別 の 変数 と し て 扱わ れ ま す 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 





ーー 一 ーー ーー= ー ーー = ニー ーー ーー ニー ニー = 


ci 


、 第 1 意 高度 な 変数 の 利用 





災 が 、 グ ロー バル 変数 に し た 場合 の プロ グラ ミン グ で す 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO47.BAS 








DECLARE SUB SUB1 の ) 
CLS 

2 

BB 呈 義 

PRINT "MAIN 

CALL SUB1 

PRINT "MAIN 


人 ⑳SUB プ ロ シ ー ジ ャ SUB1 





SUB_SUB1 
SHARED A, B 
A = 3 
B = 4 
PRINT "SUB 
END SUB 





SHARED ス テー トメ ント を 使用 し て いる の で 、 変 数 A・B 共 に メイ 
ン ル ー チ ナン に 影響 を 及ぼ し 、 そ れ ぞ れ の 変数 の 値 が 変わ っ て いま す 。 
実行 し て み ま し ょ う 。 


イン タブ リタ に よる ぞ 実 行 結果 





MAIN A = 





ニー 1 B ニ 2 
ュー N は に ーー 


MAIN ん A 4 す ーーーー メ イン ルー チン の 値 も 変化 し て いる 
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多数 の グ リー ノバ ル 化 


実際 に プロ グラ ミン グ を 行なう よう に な る と 、SUB プ ロ シ ー ジ ャ や 
FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ の 変数 が 、 全 て ロー カル 変数 ば か り で は 困 
る こと が あり ます 。 

全て の プロ グラ ム 中 で 使い た い 変 数 や 、 ケ ー ス バイ ケー ス で グロ ー 
バル に し たい と きも あり ます 。 

この よう な と き に は 、SHARED ス テー トメ ント で 変数 を グロ ー バ 
ルレ 化し て くだ さい 。 
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トラ ッ ピ ング と は 、 プ ログ ラム の 流れ と は 全く 無 関 
作 に 制御 を 変更 する こと を いい ます 。 

時 と し て 市 販 の アプ リケーション で は 、 ど ん な 状態 
か ら で も IESCI キ ー を 押せ ば メ ニュ ー が 表示 され る な 
と の よう に 、 プ ログ ラム の 流れ を 無視 し た こと を 平気 
で 行なっ て いま す 。 

実は 、 こ れ ら の 処理 の ほとん ど は 、 ト ラッ ピン グ で 
実現 し て いま す 。 

ここ で は 、 こ うい っ た 特定 の キー に 対す る トラ ッ ピ 
ング か ら 、 エ ラー が 発生 し た と き の ト ラッ ピン グ を 学 
びましょう 。 


f の ヤッ ト ト フ ツ ソ ピ ャ ッ ゲ 


12・1 


指定 され た キー を 押さ れ た と き 、 指 定 の 作業 を 行なう 





イベ ント トラ ッ ピ ング と は 
イベ ント トラ ッ ピ ング と は 、 プ ログ ラム 中 で 指定 し た キー を 押さ れ 
だ た と き に 、 指 定 の 作業 を 行なう こと を いい ます 。 
例え ば 、 IESC と キー を イベ ント キー と 指定 し 、 イ ベン トキ ー が 押さ れ 
た と き の 処 理 を 「 ブ ザー を 1 回 な ら す 」 と し ます 。 
この よう な 設定 が な され て いる と き に は 、IESC キ ー は 本 来 の キー の 
機能 は 無視 され 、 イ ベン トト ラッ ピン グ 以 外 に は 使用 で き な く な り ま 
す 。 
そし て 、IESC キ ー が 押さ きれ た と き に は 、 プ ログ ラム の 流れ に 全く 無 
関係 に 、 ブ ザー を 1 回 鳴ら し ます 。 
この よう な 源 れ で 、。 イ ベ ペン トト ラッ ピン グ が だ 行なわ れ ま す 。 
ペン トド トト ラッ ピジン ジグ 、 次 の よう な 定 言 を 付 な いま 才 。 





@ イ ベン トト ラッ ピン グ の 宣言 


・ イ ベン ト 発 生 時 の 分 岐 先 指定 

ON KEY [キー ナン バー」 GOSUB [ラベ ル ] 
・ イ ベン ト に 対し て キー の 効力 を 無効 に する 

KEY [キー ナン バー」| ON 

・ イ ベン ト に 対し て キー の 効力 を 無効 に する 

KEY |[ キー ナン バー」 OFF 





ドー 

イベ ント トラ ッ ピ ング に 指定 し た い キ ー の ナン バー を 指定 し ます 。 
注意: キー の ナン バー に つい て は 、 巻 末 の 「 キ ー コ ー ド 表 参 照 」) 
・ ラ ベル 


トラ ッ ピ ング が 発生 し た と き の 行 き 先 を 指定 し ます 。 


イベ ント トラ ッ ピ ング の 使い 方 





イベ ント トラ ッ ピ ング を 行なう に は 、 ま ず 、「 イ ベン ト と し て 指定 し 
た キー が 押さ きれ た と き の 分 岐 先 ] を 明確 に する た め 、“"ON KEY…′ ス 
テー トメ ント を 用 いま す 。 

次 に 、 そ の キー が 押さ れ た と き に 分 岐 さ せる の か 、 ま た は 分 岐 さ きせ 
な い の か を 明確 に し ます 。 こ の 操作 を “KEY .……ON/OFEF" に よっ て 
行ない ます 。 

イベ ント トラ ッ ピ ング で は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の よう に 、 機 能 : 
択 に 使う キー は あら か じ め 簡 単に 使え る よう に 指定 し て あり ます 。 

例え ば 、|f・1| は キー ナン バー 1 を 指定 し 、|f・10 は キー ナン バー10 を 指 
定 し ます 。 ま た 、 カ ー ソ ル 移 動 な ど に よく 使わ れる | 一 | | ! | は 、 
キー ナン バー11--14 ま で 割り 振っ て あり ます 。 

この ほか に 、 ユ ー ザ ー が 任意 に 指定 する こと の で きる キー が あり ま 
す 。 例え ば 、 先 ほど の IESC キ ー な ど は 、 ユ ー ザ ー が イベ ント トラ ッ ピ 
ング の 対象 と な る よう に 独 目 に 指定 する 必要 が あり ます 。 

ュー ザー が 独自 に 指定 する キー は 、 キ ー ナ ン バ ー15--25 ま で で す 。 

刀 に 、 簡 単 な プ ログ ラム を 通し て 、 イ ベン トト ラッ ピン グ を 行なっ 
Ce の と を 所 し ます 。 
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@ ひ ソー スリ スト PRG-NO48.BAS 


⑨ 時 


ON KEY〈(1) GOSUB F14ーーーーーーーー フ ァ ク ショ ン キー|f1 が 押さ れ た と き は ラベ ル F1 に と 、 ぶ 


KEY て 1) ON ーーーkEyY1 を 有効 に する 
A$ = “ルル " 


DO 
PRINT A$|:| き ーーーーーーーーーー- セ ミ コロ ン を 最後 に 付け る と 次 の PRINT 文 の 
K$ ニニ INKEY$S メッ セー ジ を 連続 し て 表示 する 
IF K$ ニ " 氷 " THEN 
EXII DO 
END IF 
LOOP 
END 


い 間 還 - 

PRINT 

INPUT “Please data : "。 A$ 
RETURN 


実行 し て み ま し ょ う 。 


人 q イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 


AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA[ ーー ここ て ff.1 が 押さ れ た 
Please data : ZZ ' 
ZZ アア ア アア アア ZZ アフ アア フ ア ア アフ アア ア アア アフ アフ プ アア アフ アア アア アア アグ フ ア Z ア フフ アア アフ アア アア ZZ フ ア ア クア フフ プア アア 
227727Z ア ZZZZ2ZZ フ ZZZZ フ ZZZZ フ 2727222Z227ZZ22ZZZZZZZZZ フ ZZ ファ クア アフ プア ア アア ZZ 
メア アア アブ アア アブ アア アア アア アア アブ アア プア ブフ ア フフ アア アア アフ プア ZZ ブフ ア アプ アア プア フフ フグ アア アフ グフ プア ア フフ ププ フ Z ア 
メグ Z ア ケア アク グフ アア フグ フ ノア クア アフ アア アグ フフ アフ アア フフ アア アプ フフフ ププ プク ファ アグ フク ク クア アフ アグ アグ ZZ プア ア ググ フフ アア フ Z 
22 ガ ーーーーーーーーー ニ ニー な 1 た 

ーー ここ て 1f.1 が 押さ れ た 


Please data 
QQQQQQQQQQoQoQQQQQoQoQQQQQQQQQQoQoQQQQQQQQQQQQQQQQQQoQQQQQQQQQQQaQoQQQQQQQQaQaQQ 


QaaooQl | 
ここ で て “*” が 押さ れ た の で 終る 


実際 は 、 プ ログ ラム の 制御 の 方 が キー 入力 より も 早い の で 、 も っ と 


多く の 英文 字 が 出力 され て いる と 思い ます 。 


f・1| を 押す と 、 メ イン と な る 制御 (ここ で は 文字 出力 ) を 無視 し て 変 


数 の 値 が 変わ っ て いる こと が 分 か り ま すね 。 
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次 に 、 カ ー ソ ルキ ー を 移動 きせ る イベ ント トラ ッ ピ ング を 行なっ て 
みる こと 師 し ます 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO49.BAS 


CLS 
ON KEYC11) GOSUB CURUP 一 一 一 一 一 | 「 キー 
ON KEY(14) GOSUB CURDOwN 一 一 一 一 | . キー 
ON KEY(12) GOSUB CURRIGHT - | キー 
ON KEY(13) GOSUB CURLEFT 一 一 一 [キー 
KEY〈11) ON 
KEY(12) ON 
KEY(13) ON 
KEY〈14) ON 





PRINT "Return key is quit... 

















DO リタ ー ン キー を 検出 する テク ニッ ク 
K$ ニニ INKEY$ | 
IF K$ = ICHR$(13)| IHEN 
EXITI DO 
END IF 
PRINT] K$ き : 
LOOP 
END 
CURUP・: 
1 1HEN も し 現在 の カー ソル 位置 が 最上 段 ま で いっ て 
ー- い た 時 に は , ベル を 1 回 鳴ら し て メイ ン ル ー 
チン に 戻る 
LOCATE CSRLIN - 1 POS〈O) 
RETURN ' カー ソル の 位置 を 1 つ 上 に ずら す 
CURDOwN : 「 
邊 Q CSRILIN と オー ン 5 THEN も し 現在 の カー ソル 位置 が 最 下 段 ま go AR と oe 
BEEP ーーーー いた 時 に は ベル を 1 回 鳴ら し て メイ ン ル ー チ 
RETIURN | ン に 戻る 
END_ IF 本 ' 
LOCATE (CSRLIN + 1。 POSK(0) 
RETURN | 


カー ソル の 位置 を 1 つ 下 に ずら す 


ヤヤ ww 
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CURRIGHTE | 
IF POS(O) < ニ 


1 THEN 






も し 現在 の カー ソル 位置 が 左 ま で いっ て いた 









BEEP - 時 に は ベル を 1 回 鳴ら し て メイ ン ル ー チ ン に 
| RETURN 戻る 
xND 






LOCATE CSRLIN, |POS〈0) - 」 
- カーソル の 位置 を 1 つ 左 に ずら す 
RETURN 
CURLEFT : 
も し 現在 の カー ソル 位置 が 右 ま で いっ て いた 









IF POSCO) >= 80 THEN 





ー 時 に は ベル を 1 回 鳴ら し て メイ ン ル ー チ ン に 
戻 る 





POS(0O) + 1 


LOCATE CSRLIN。, 





カー ソル 位置 を 1 つ 話 に ずら す 


RETURN 


仙 イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 


KEtUYNN Key 13 GU1t。。。 







ABCDE [ーーー ーー[」 キー 1 回 
FGHIJL き ーーーーーー[」 キー 2 回 
KLMNO 日 を 一 一 | , キー 4 回 
L 
| キー10 回 
|, キ ー 3 回 





LU 


イベ ント トラ ッ ピ ング の 大 ま か な 流 れ は つか ん で も ら え た と 思い ま 
す 。 

し か し 、 こ の 例 だ け で は 、 
で きま せん 。 


キー を 押し た と き な ど の トラ ッ プ が 
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と テー 由 ャ ーー | ーー 」 和 AT 
悪 12 曹 Eo 


今度 は ユー ザー 定義 の キー に 対し て の イベ ント トラ ッ ピ ング を 行 な 
うと と 紀 し ます 。 


@ ワ ソー スリ スト PRG-NO50.BAS 


ーー 定義 し た キー の トラ ッ プ を 指定 





PRINT "Return key is も. 


DO 
K$ 三 INKEY$ 
IF K$ = CHR$(13) THEN 
EXII DO 
END IF 
PRINI K$: 
LOOP 
END 


回 包 L ビ : 

BEEP 

PRINI 

PRKINI “Press < く HELP> key.“ 
RETURN 


ここ で は 、 |HELP キ ー を イベ ント トラ ッ ピ ング と し て 指定 し まし 
だ o 

IHELPI な ども 、 ヘ ルプ メッ セー ジ を 表示 させ る た め よ < 使わ れる キ 
ー で す が 、 メッ セー ジ を 表示 させ る た め に キー チェ ッ ク を た え ず 行 な 
う よ り も 、 こ の よう に イベ ント トラ ッ プ に 指定 し た 方 が 、 効 率 的 な プ 
ログ ラム に な る と 思い ます 。 

た だ し 、 注 意 点 が 2 つ あ り ま す 。 

まず 第 1 に 、 上 記 の プロ グラ ム の 場合 に は 、 |CAPSH キ ー が ロッ ク 状 
態 (押し 込ま れ て いる ) の 場合 に は 、 |HELP|! キ ー を 検出 し ませ ん 。 し 
た が っ て 、|ICAPSI キ ー の ロッ ク を 解除 し な いと 、 期 待 し た 動作 は 得 ら 
れれ な いい こと に な り ま す 。 
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1 シン ト ト プ ツ ッ の の 


第 2 に 、“CHR$ (0) 士 CHR$ (&H3F) ”" の よう に 、 任意 の キー 
を イベ ント トラ ッ ピ ング に 使う に は 、“CHR$ (0) 十 " の よう に 指定 
の キー だ け で な く 、 対 応 の キー を た す 必 要 が あり ます 。 

この 2 点 を 満た せ ば 、 正 常に 任意 の キー の イベ ント トラ ッ ピ ング が 

征 人 な 衣 ます 。 

実行 し て み ま し ょ う 。 


人 ⑱⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 


Return key is quit 


dg き ーーーーーーー< こ こ て IHELP| キ ー を 押す 
Press <HELP> key. 


1234567890[ さ ーーー ここ て ]HELP| キ ー を 押す 
Press < ぐ HELP> ke y. 
ー ノ 求 十 三 [ 一 ーーーーーーー ここ で リタ ー ン キー を 押す 





[注意 ] 
KEY 15, CHRS (0) 十 CHRS (&HS3F) 


の 数 個 &H3FI は 、 16 進 数 の IHELP「 キ ー の キー コー ド 。 詳 しく は 、 巻 末 
の | キー コー ド 表 」 を 参照 。 








12・/ 
エレ ラー トラ ッ ピ シン ゲ 


プログラム 実行 中 に エラ ー が 発生 し た と き に トラ ッ ピン グ 


1 エラ ー ト ラッ ピン グ と は 


エラ ー ト ラッ ピン グ と は 、 プ ログ ラム を 実行 中 に エラ ー が 発生 し た 
時 に トラ ッ ピ ング を 行なう こと を いい ます 。 

例え ば 、「 ド ライ ブ 装 置 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 挿入 され て いな い | 
な どの 時 態 に 章 遇 し た 場合 、 何 も 対処 し て いな いと き に は 実行 中 の プ 
ログ ラム が 破壊 され た り 、 そ こま で いか な く て も MS-DOS の エラ ー メ 
ッ セ ー ジ の た め に 画面 が 乱 き され た り し ます 。 

この よう な こと に な ら な いよ うに 、 あ ら か じ め 予 想 さ れる エラ ー に 
対し て 、 エ ラー トラ ッ ピ ング の 処置 を 施し て お け ば 、 プ ログ ラム が あ 
る 程度 乱 馬 な 使わ れ 方 を し て も 対処 で きる で し ょ う 。 

エラ ー ト ラッ ピン グ は 、 次 の よう な 宣言 を 行ない ます 。 
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エラ プラ ー ド トラッ ピン シン ゲ グ 


ーー 


エラー トト ラッ ピン グ の 宣言 久 @ 


・ 分岐 先 の 指定 
ON ERROR GOSUB | ラベル | 
・ エ ラー の 種類 の 識別 
ERR 関 数 
・ エ ラー ルー チン か ら の 復帰 
エラ ー の 発生 し た 直後 の ステ ー ト メン ト か ら 実 行 
RESUME NEXT 
エラ ー の 発生 し た ステ ー ト メン ト か ら 実 行 
RESUME 0 
特定 の ラベ ル 位 置 に 分 岐 
RESUME [| ラベル] 





・ 分岐 先 の 指定 

エラ ー ト ラッ ピン グ の 場合 に は 、 イ ベン トト ラッ ピン グ の よう に キ 
ー を 指定 し た りす る こと は あり ませ ん 。 単に 、「 エ ラー が 発生 し た 」 と 
いう こと し か 模 出 し な い の で 、 宣 言 は 簡単 で す 。 

・ エ ラー の 種類 の 識別 

発生 し た エラ ー の 種類 の 判別 は 、ERR 関 数 に よっ て 行なわ れ ま す 。 
エラ ー が 発生 し た 場合 、Quick BASIC に は その エラ ー が どの よう な 
エラ ー な の か を コー ド 番 号 で 返し ます 。 

この コー ド 番 号 を ERR 関 数 を 使っ て 読み 出せ ば 、 お の ず と エラ ー の 
種類 が 分 か り ま す 。 

・ エ ラー ルー チン か ら の 復帰 

エ ェ エラー ルー チン か ら の 復帰 は RESUME ス テー トメ ント を 使用 し ま 
す 。 

エラ ー ト ラッ ピン グ の 場合 に は イベ ント トラ ッ ピ ング と 違い 、 ト ラ 
ッ ピ ング の 処理 が 終っ た 後 の 処 理 を 選択 で きま す 。 

この 点 は ケー スバ イケ ー ス な の で 何と も いえ ませ ん が 、 通 常 は 、 エ 
ラー の 発生 し た 直後 の 行か ら 復 帰 さ せま す 。 
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ag mm | ーー = 
9 トニ ーー, | 寺 
衣 ォ | ーー 生 も 


昨 で も エラ ー に は 遭 人 遇 し ます し 、 ま し て や 、 不 特定 多数 の 人 が 使用 
する プロ グラ ム を 半 < 場合 に は 、 も や は エラ ー ト ラッ ピン グ は 必須 の 
需 日 と な る eg 生 。 
エラ ー ト ラッ ピン グ の 使い 万 

で は 、 実 際 に プロ グラ ミン グ を 行なっ て 、 エ ラー トラ ッ ピ ング の 便 

い 方 を 皿 え て 下さ い 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO51.BAS 





GOTO FERROR1 エラ ー ト ラッ ピン グ の 設定 





_ERROR 















IINPUT "Please FILE name : "。 FILENAME$ 
IF FILENAME$ = "END" OR FILENAME$ = "end" THEN 





LOOP 
END ー 起動 する プロ グラ ム 名 を 入力 
FERROR: ー 外 部 の プロ グラ ム を 起動 する ステ ー メ ント 

人 半 

BEP 

COLOR 3 

PRINTI “< くく FILE ERROR >> テ > テー の ! 

SELECT CASE IERR ERR 関 数 を 使っ て エラ ー コ ー ド を その まま 取得 

CASE 53 ーー - 指定 の ファ イル が な か っ た 
PRINT "File not found.. ." 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ン ジ 
ICASE 71 ドラ イプ ブ の 準備 が な され て 
PRINI いな か っ た 場合 の エラ ー メ 
CASE ELSE ッ セ ー ジ 

PRINT "Else <ERROR>. . . 


END SELECT ' 還 王 間 還 間 
に CIL4OHE ーー その 他 の エラ ー の 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


邊 


















"Not ready drj 





エラ ー 発 生 行 の 直後 に 復帰 





RESUME NEXTN 
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⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 


Please FILE name : IABCD ば ーー めちゃくちゃ な ファ イル 名 を 入力 


<< く < FILE ERROR >>> IFEile not found.. . ファ イル が な い 時 の 
メッ セー ジ 
ニー ドラ イプ が ロッ ク グ さ れ て いな い デ 
ィ ス ク 装 置 を 指定 
- ド ライ フ が か が 準備 され て 
いな い 時 の メッ セー ジ 








Please F ド FILE name 





< く くく FILE ERROR >>> 


Please FILE name : PRG-NO1 
QUICK BASIC 





画 CHAIN ス テー トメ ント で 外部 ブロ グラ ム を 呼び 出す 

この プロ グラ ム は 、CHAIN ス テー トメ ント を 使っ て 、 外 部 プロ グラ 
ム を 呼び 出し て 実行 きせ て いま す 。 

この よう な こと を 行なわ せる と 「 指 定 の ファ イル が な い 」| や | ドラ 
イブ の 準備 が で き て いな い | な どの エラ ー に よく 遭遇 する も の で す 。 

そこ で ここ で も 、 フ ァイル が な か っ た と き と ド ライ ブ の 準備 が され 
て いな か っ た 時 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 させ て いま す 。 


田 CHAIN ス テー トメ ント の 注意 点 

CHAIN ス テー トメ ント は 、 人 外部 プロ グラ ム を 呼び だ し て 実行 する 
こと を 目的 と し た ステ ー ト メン ト で す が 、 呼 び 出 す 側 の (ここ で は 
PRG-NO51.BAS) プロ グラ ム の 動作 環境 に より 、 呼 び 出 し 可能 な プロ 
グラ ム と 不可 能 な プロ グラ ム が あり ます 。 

CHAIN ス テー トメ ント を 用 いて 呼び だ し 可能 な プロ グラ ム は 、 呼 
び 出 す 側 の プロ グラ ム の モー ド に より 左右 され ます 。 

つま り 、 呼 び 出 す 側 の プロ グラ ム が Quick BASIC の エディ タ 内 か ら 
の 実行 を 行なっ た 場合 に は 、 同 じ *.BAS 形 式 の プロ グラ ム し か 呼び 出 
せま せん 。 
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また 、 コ ン パ イル を 終了 させ た *.EXE モ デル か ら 他 の プロ グラ ム を 
呼び 出す 場合 に は 、* EXE な どの 実行 形式 の プロ グラ ム し か 呼び 出せ 
ん し 。 

この よう に 、 呼 び 出 す プ ログ ラム の モー ド に より 呼び 出せ る プロ グ 
ラム に 制限 が あり ます 。 

田 Quick BASIC 環 境内 か ら 呼 び 出 す 
CHAIN PRG.… 


この 場合 に は 、 コ ン パ イル する 前 の プロ グラ ム が 実行 可能 
田 コ ン バ イ ル 後 の ブ プログ ラム か ら 呼 び 出 す 
CHAIN CHKDSK 


この 場合 に は 、*.EXE モ デル な どの プロ グラ ム が 実行 可能 


不 注意 に モー ド の 違う プロ グラ ム を 呼び 出す と 、 
る の で 十分 注意 し て くだ さい 。 





鞭 走 する こと が あ 
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\NJ 
に 
いら 
ーー 
Pi 
= 








ファ イル 操作 は 、 コ ンピュータ の 処理 で は 必須 と い 
う 3 て 9M3 て し し ド う 。 

デー タ を 蓄え を たり 、 ま た その デー タ を 元 に 解析 を 行 
な うな ど 、 コ ンピュータ で 処理 を 行なう に は 、 フ ァ イ 
ル 処 理 は な く て は な り ま せん 。 

ここ で は 、 フ ァイル 操作 の 基礎 か ら 簡 単 な ゲ デー タ ベ 
ー ス の 作り 方 まで を 解説 し ます 。 
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ー タ フ ア イル の 種類 


ジー ケン アッ ヤ ルプ ァ イル と ラン ダム ファ イル 


デー タフ ァイル と は 


今 ま で 私 た ち が 作 成 し て きた プロ グラ ム は 、 全 て *.BAS も し く は 
*.EXE と いう ファ イル 名 で 保存 され て いま す 。 

これ ら の ファ イル は 、 単 純 に 見 て | 実行 形式 ] の プロ グラ ム で あり 、 
Pe を 立て 和 く ファ イル で は あり ませ ん 。 

ちょ っ と し た デー タ な ら ば 実行 形式 の プロ グラ ム に 入れ て お く こ と 
も で きま す が 、 通 常 は デー タ 形 式 の ファ イル と 実行 形式 の ファ イル を 
分 け て お きま す 。 

Quick BASIC の ファ イル 名 は 、*.BAS も し く は *.EXE と 決っ て い 
まし た が 、 デ ー タ ファ イル は どん な ファ イル 名 で も 構い ませ ん 。 

た だ 、「 デ ー タ で ある 」 と いう こと が 明確 な ファ イル 名 の 方 が 管理 が 
し や すい の で 、 多 く の プ ログ ラマ は 





*.DAT *※ .DE 上 F *※ .|D 


な どの よう な 拡張 子 を 付け て 保存 し ます 。 





第 13 草 ファ イル 操作 


@ 実 行 形 式 の ファ イル 








し し S 
CONST HOUR 
CONSI MIN = 6( 


FORK X ニニ 1 JO 100 
LOCATE 3,.10 


デー タフ ァイル 





KK UMUTTT 10" 1 
REIUDA SI1NSUKE 1.、26。 "の A 。 9993" 


AIOU YUUKOT 0.22、 "B 。 156“" 








シー ケン シヤ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル 

実行 形式 の ファ イル と デー タフ ァイル の 区 別 は 分 か り ま し た 。 

で は 、 デ ー タ ファ イル と は 、 ど ん な 形式 で デー タ を 蓄え る の で し ょ 
う が 。 

(Quick BASIC で は 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル と 
いう 形式 の 二 通 り の 方 式 で ファ イル に デー タ を 蓄え る こと が で きま す 。 


① シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 

シー ケン シャ ルフ ァイル と は 、 デ ー タ を 積み 重ね て いく 方 式 で デー 
タ を 府 え ます 。 

まだ た 、 デ ー タ と デー タ の 間 に は 隙間 を 作ら ず 、 ど ん どん 詰め 込ん で 
データ を 音 積 さき せま す 。 
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ナー タフ ァイル の 種類 


文字 型 の デー タ は 「""」 で 囲ま れ 、 数 値 型 の デー タ は その まま 書き 
込ま れ ま す 。 ま た 、 デ ー タ と デー タ の 隙間 は 「。 」 で 区 切り ます 。 先 ほ 
どの 例 は 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 中 身 を 表し た も の で す 。 

ジー ケン シャ ルフ ァイル の メリ ッ ト は 、 一 つ 一 つの デー タ の 長 さ を 
決め て お く < 必要 が な いこ と 、 テ キス ト と いう 方 法 で 保存 し て ある の で 、 
TYPE コ マン ド な ど で 簡 単に 表示 修正 が で きる こと な ど が 挙げ られ ま 
す 。 ま た 、 ブ ログ ラム を 作成 する 上 で も 保守 が 比較 的 簡単 に 行なえ ま 
。 


UIUT YUUUT 1。、390。、“"A" 、 "148" 
ATUDA SHINSUKE"、 1 26、“"A" 。" 333" 





②⑦② ラ ンダ ム フ ァ イル 

ラン ダム ファ イル は 、 デ ー タ を 積み 重ね て いく < く 点 は 同じ で す が 、 あ 
ら か じ め デ ー タ の 長 さ を 決め て お く 必 要 が あり ます 。 し た が っ て 、 長 
さ が 不 特定 な デー タ を 大 量 に 扱う 場合 に は 不向き です 。 ま た 、 デ ー タ 
は バイ ナリ と いう 機械 に だ け 分 か る 方 法 で 保存 し て ある の で 、TYPE 
コマ ンド な ど を 使っ て も 内 容 を 理解 する こと は で きま せん 。 

し か し 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル で は 表示 する / し な い に 関 わら ず デ 
ー タ を 全て 読ま な いと 目的 の デー タ を 表示 する こと が で きま せん が 、 
ラン ダム ファ イル で は レコ ー ド 番号 と いう の を 呼び 出す だ け で 目的 の 
デー タ を 司 示 で きま す 。 









和 13 章 ファ イル 操作 


一 般 に 広く 使わ れ て いる の は 、 ラ ンダ ム フ ァ イル の 方 で す が 、 デ ー 
タ を 扱え る まで に 覚え を る こと が 多い の で 、 こ こ で は シー ケン ジャ ルン 
ァイル を 例 に と っ て ファ イル 操作 を 行なう こと に し ます 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル が 簡単 だ か ら と いっ て バカ に し て は いけ ま 
圭 ん ん 。 

最近 で は 、 不定 長 の デー タ を 扱う デー タベース が 増え て いま す が 、 
これ ら の デー タベース は ほとん ど シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 形式 で す 。 
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ファ イル を 操作 する 


13.2 


ファ イル を 操作 する 


ファ イル の オー プン と デー タ の 書き 込み 、 読 み 出し 





扱う ファ イル な どの 大 ま か な 流 れ を つか み ま し た の で 、 次 に 実際 に 
操作 を 行ない な が ら 、 フ ァイル 操作 の 感覚 を つか ん で いく こと に し ま 
LE う 。 


ファ イル の オー プン 

ジー ケン シャ ルフ ァイル に 限ら ず 、 デ ー タ ファ イル を 「 使 う | 場合 
に は 、 オ ー プ ン と いう こと を 行ない ます 。 

ファ イル の オー プン と は 、「 デ ー タ ファ イル を 使え る よう に 準備 す 
る 」 と 考え て くだ さい 。 

ファ イル を 使え る よう に 準備 する と いっ て も 、 な に も デー タ を 書き 
込ん で いな い フ ァイル を 新しく 作る 場合 や 、 す で に ある ファ イル に デ 
ー タ を 追加 する な ど 、 作 業 は ファ イル の 状況 に よっ て 左右 され ます 。 

この こと を ふま えて 、 フ ァイル の オー プン を 行なっ て み ま し ょ う 。 

ケー タフ ァイル を オー プン する と いっ て も いく つか の 決り が あり ま 
す 。 ここ で は 、 フ ァイル を オー プン する 際 の 規則 を 理解 し ます 。 
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第 13 章 ファ イル 操作 


@@⑥ 新 規 デ ー タ ファ イル の オー プン の の 





・ デ ー タ ファ イル が すでに 存在 し 、 そ の ファ イル の 内 容 を 全て 無効 に し て 
ファ イル を オー プン 
OPEN "[ フ ァイル 名 ]" FOR OUTPUT AS #1 
・ デ ー タ ファ イル が すでに 存在 し た 場合 に は デー タ を 追加 する よう に オー 
プン デー タフ ァイル が 存在 し な けれ ば 新規 に デー タフ ァイル を 作成 
OPEN [ファ イル 名 ]” FOR APPEND AS 
・ デ ー タ ファ イル を デー タ が 読み 込め る よう に オー プン 
OPEN "[ フ ァイル 名 ]" FOR INPUT AS # 


OPEN ステ ー ト メン ト に より 、 フ ァイル の オー プン は 行なわ れ ま 
すず 
COPFN ス テー トメ ント に は いく つか の オプ ショ ン が あり ます 。 


(① フ ァイル 名 
則 フ ァイル 名 


ここ に は 、 オ ー プ ン す べき ファ イル 名 を 書き 込み ます 。FORMAT コ 
マン ド な ど を 実行 する と き の よ うに 、 拡 張子 を 省略 し て は な り ま せん 。 
次 の 例 は 、“"SAMPLE.DAT” と いう ファ イル を オー プン する 例 で 

す 。 
[ 例 ] OPEN "SAMPLE.DAT FOR OUTPUT AS 朱 


OPEN 





]” FOR OUTPUT AS 級 


⑦ フ ァイル の モー ド 


OPEN 





呆 フ ァイル 名 日 " FOR IOUTPUT| AS # 


オォ オー プン する ファ イル の モー ド を 決定 し ます 。 

新規 に ファ イル を オー プン する 場合 に は 、 通 常 O0UTFUI を モー ド 
と し ます が 、OUTPUT を 使用 し て ファ イル を オー プン する と 、 新 規 に 
ファ イル を 作成 し ます が 、 指 定 し た ファ イル が ディ スク 上 に 人 存在 する 
と その ファ イル の 内 容 は 全て 破棄 され ます の で 注意 が 必要 で す 。 


204 





ファ イル を 操作 する 


また 、 新 規 に ファ イル を オー プン する に は 、APPEND を モー ド と し 
て も 使え ます 。 

指定 の ファ イル が ディ スク 上 に 存在 し な けれ ば 新規 に ファ イル を 作 
成 し 、 存 在 す れ ば その ファ イル に デー タ を 追加 る モー ド で オー プン 
し ます 。 

また 、INPUT を モー ド と し て 指定 する と 、 デ ー タ を 読み 取る よう に 
し て ブフ ァイル を オー プン し ます 。 

ぃ いずれ に し ろ 、 実 際 に プロ グラ ム 中 で デー タフ ァイル を 扱う 場合 に 
は 、 フ ァイル が 存在 する か / し な いか の 検査 を し て か ら フ ァイル を オー 
デント た 才 が いい でしょ うる 。 

次 の 例 は 、OUTPUT モ ー ド を 使用 し て “SAMPLE.DAT" と いう フ 
ァイル を オー プン し た 例 で す 。 

例 ] OPEN "SAMPLEDAT" FOR OUTPUT AS 


3③ フ ァイル 番号 
OPEN "[ フ ァイル 名 ]" FOR APPEND AS 


Quick BASIC で は 、 い っ た ん 読み 込ん だ ファ イル は 全て 番号 で 操作 
され ます 。 オープ ブ プン する と きだ け フ ァイル 名 を 指定 し ます 。 

ゅ いっ た ん 指定 さえ すれ ば 、 以降 “ 訂 な どの よう に 扱わ れ ま す 。 

次 の 例 は 、“"SAMPLEJDAT" と いう ファ イル に “#3”" と いう 番号 を 
基 り 振っ て いま す 。 

[ 例 ] OPEN "SAMPLEDAT" FOR OUTPUT AS 33 


ファ イル を オー プン し デー タ を 書き 込ん だ 後に は 、 か な ら ず クロ ー 
ズ と いう 作業 を 行ない ます 。 

この 作業 を 行なわ ず に プロ グラ ム を 不 注意 に 終了 させ る と 、 せ っ か 
く 入 力 し た デー タ な ど を 失う こと が ある の で この 点 も 注意 し て くだ さ 


しい ゝ 。 
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_ ファ 韻 ODN 誠 9 。 
それ で は 、 実 際 に 、 フ ァイル を オー プン する プロ グラ ム に チャ レン 
Es 





ソー スリ スト PRG-NO52.BAS 


ON ERROR GOTO FERR ーーーー エ ラー 発生 時 は FERR に と 
し レ し しめ 

FILES "TEST. DAT" キーーーーーー TEST.DAT と いう ファ イル が ある か 検査 

PRINTI "File open test." 

OPEN "IESI. DAT” FOR OUTPUT AS #1 キーーTEST.JDAT と いう ファ イル を オー プン 
CLOS # サ 1 キーーーーーーーー フ ァイル 番号 # 1 を クロ ー ズ 

FILES "TEST. DAT" キーーーーTEST.DAT と いう ファ イル が ある か 検査 

END 


ーー ファ イル が 存在 し な い 時 の エラ ー コ ー ド 
ドド EER < や 
IF ERR = も THEN 


PEREINLI PEle no も founmnd。。、" 
END IF 
DO 
LOOP UNJIIL INKEY$ <> “"“ 
RESUME NEXT 


この プロ グラ ム は 、OPEN ス テー トメ ント を 使用 し て 、"TES1. 
作成 し て いる 例 で す 。 

単に TEST.DAT を 作成 し て いる だ け で す が 、 フ ァイル が 存在 する 
、 応 用 次 第 で は 使え る か と 思 \ 
- 才 が 


人 @ き イン タブ リタ に よる 実行 結果 


B:\QーBASTC4ーーーー ディ レク トリ を 見 る 
生 d。 ,。 | キーーTEST.JDAT と いう ファ イル は 存在 し な い 


TT そ で で key 


は : は ーB ま らし テーーー ーー 再度 ディ レク トリ も 見 る 
ONW _ DAT 3ーーーTEST.DAT が 作ら れ て いた 


3248128 ハ ソ イト が 未 使 用 で す 





ーーーーーーーー ーーーー ーー ーー 
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ファ イル を 操作 する 


さて 、 実 行 結果 を 見 る と 最初 の ファ イル 検査 (FILES ス テー トメ ン 
ト ) で は TEST.JDAT と いう ファ イル が な か っ た た め 、 エ ラー メッ セー 
ダ ジ を 田 力 きれ まし た 。 

人 炊 に OPEN ステ ー ト メン ト を 使用 し て ファ イル を 新規 に 作成 、 

て CLOSE ス テー トメ ント に よっ て ファ イル を クロ ー ズ し て いま す 。 
この 作業 を 行 な を ば 、 フ ァイル は 作成 され て いる は ず で す 。 
最後 に 、 も う 一 度 フ ァイル が 存在 する か チェ ッ ク し て いま す 。 


デー ダ を 書き 込む 

ファ イル の オー プン が 分 か り ま し た が 、 こ れ だ け で は 実際 に な ん の 
人 役 に も 立ち ませ ん 。 デー タ を 書き 込ん で こそ ファ イル 操作 は 活用 で き 
る の で す 。 

そこ で ここ で は 、 デ ー タ を 書き 込む 方 法 を 理解 し ます 。 

デー タ を 書き 込む に は 、 次 の 形式 を 使用 し ます 。 





@@⑧ オ ー プ ン レ た ファ イル に デー タ を 書き 込む 多 多 
WRITE # フ ァイル 番号 


ファ イル 番号 と は 、 プ ァ イル を オー プン し だ た とき に 付 サ だ 番号 で す 。 

また 、 フ ァイル に デー タ を 書き 込む 場合 、 フ ァイル モー ド に 気 を 付け 
て くだ さい 。 

重ね て いい ます が 、OUTPUT で ファ イル を オー プン する と 、 デ ィ ス 
ク 上 に ファ イル が 存在 し た 場合 、 そ の ファ イル の 内 容 を 全て 破棄 し ま 
す の で 、 デ ー タ の 追加 を する こと に は な り ま せん 。 

OUTPUT で ファ イル を オー プン する 場合 は 、 新 規 に ファ イル を 作 
成す る 場合 に だ ーー し ます 。 

既存 の ファ イル に デー タ を 追加 する 場合 に は 、APPEND モ ー ド を 
放す ry 
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@ ソ ー ス リス ト PRG-NO53.BAS 


電 購 に 

OPEN "PEOPLE. DAT” FOR 

DO 

ec “ " 

INPUI "NAME : ト ( それ ぞ れ の 変数 に デー タ を 入れ て お く 
INPUT 
INPUI 
wRI IE 
PRINI 
PRINTI "write data... “ 
PRINI 
INPHUI1 Continue ? ト 上 \/N 』J “。 YN* 
IF YN$ = "N" OR YN$ = ニ “nn” THEN 


AS 間 1 
追加 モー ド で ファ イル を オー プン 










APPEND 


ー 入 れ て お いた 変数 を ファ イ 
ル 番 号 #1 に 書き こむ 





ICLOSE #1 ド ー フ ァイル 番号 #1 を クロ ー ズ し て か ら 終 了 
4 
PRINT "PEnd programSs“ 
EXII DO 
END IF 
LOOP 
END 


仙 イ ンタ ブリ タ に よる を 実行 結果 


NAME : wADA TOSHIKAIU 
AGE  : 21 
SEX  : MEN 


旨 か が ま も B 久 の も は 。。。。 
Continue ? [Y ノ ZN ] Y 
NAME : MANITA CHIHARU 
AGE 2 2 グ 23 

SEX  : WOMAN 


WP1t て te GAtA。。、 


Continue ? [YZN ] Y 
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ファ イル を 操作 する 


NAME : ISHII BARG 
AGE - 症 半 の 

SEX  : MEN 

WFritg da も ta。、。 
Continue ?2 [Y/ZN ] N 


End programs 


この デー タ が ファ イル と し て 保存 きれ た か どう か 、MS-DOS で 確認 
し て み ま す 。 


MS-DOS に よる サン プル オペ レー ショ ン 





A>TYPE PEOPLE. DAT ーーーー フ ァイル に 保存 され た か 確認 する 


"wADA IOSHIKAIU" 21 "MEN" ョ 
・ だ し か に され た 
"MANITA CHAROT・230-WoMEw | ci 


"ISHII BARG", 21, "MEN" 


A> 


ここ で は 、 追 加 モ ー ド の APPEND を 使っ て 新規 に ファ イル を 作成 
し まし た 。 こ の 方 法 を 用 いれ ば 、 誤 操作 で ファ イル 内 容 を 消し て し ま 
うと (S っ た だ こと が あり ませ ん 。。 

次 に この プロ グラ ム を 実行 する と 、 上 記 の デー タ の 次 に 新しい デー 
タ を 書き 込み ます 。 
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第 13 章 ファ イル 操作 


デー タタ を 読み 出す 
ファ イル に デー タ を 登録 する 方 法 の 次 は 、 書 き 込 ん で ある デー タ を 


読み 出し て み ま す 。 
デー タ を 読み 出す に は 、INPUT モ ー ド を 使っ て ファ イル を オー プ 
ン す れ ば いい だ け で す 。 





@ フ ァイル の デー タ を 読み 出す 多 殺 








・ フ ァイル を 読み 出し 用 と し て オー プン 

OPEN [ファ イル 名 ]” FOR INPUT AS # フ ァイル 番号 
・ 変 数 に 読み 出し た デー タ を 代入 

INPUT 『 フ ァイル 番号 変数 名 , 変数 名 , … 





di 、WRITE ス テー トメ ント の 逆 を 行なう わけ で す 。 
で 注意 し た い の が 変数 の 並び 方 で す 。 WRITE ステ ー ト メン ト 


を 使用 し て デ タ を 書き 込 人 つこ me 
要 が あり ませ ん で し た が 、 ee は 変数 の 並び 方 に 
Ph だ 順番 通り に 読み 出す 」 


必要 が あり ます 。 
例え ば 、 一 番 最初 の デー タ は 文字 型 な の に 数 値 型 で 読み だ そう と す 
る と エラ ー と な り ま す 。 変数 の 方 が 違う の で 代入 が で きま せん 。 
また 、 先 ほど の 例 で は 1 つの デー タ の 塊 と し て 、 名 前 ・ 年 齢 ・ 性 別 
と 3 つの デー タ を 書き 込み まし た が 、INPUT ス テー トメ ント で 書き 
込ん だ 数 だ け 扱っ て や ら な いと エラ ー と な り ま す の で 注意 し て くだ さ 


い 。 
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ファ イル を 操作 する 


⑥⑤ ソース リス ト PRG-NO54.BAS 


CI S ーー - フ ァイル を 読み 出し モー ド で オー プン 
OPEN “PEOPLE. DAT" FOR IINPUTI AS #1 
DO _ UNTIL IEOF (1) ほ 一 ファ イル が 終り に 達し た こと を 得る 関数 








PRINI "NAME  : "<: 
PIKINI "AGE 。 2 デミ ぷ 
EE ま NL QEE 天 は と 。 
PRINTI 

LOOP 

用 EN 過 A 相 dat も ta。、。。、" 

CLOSE #1 

END 





人 ⑤⑮⑤ イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 


NAME : wADA TOSHIKATU 
ね せら) : 2 
SEX 。 : MEN 


NAME じ : MANIJIA CHIHARU 
AGE  : 2 
SEX  : WOMAN 


NAME : ISHII BARG 
AGE  : 21 
SEX 。 : MEN 
End data. . . 


らち や ゃ ん と この よう に な り ま し だ た だ か 。 

デー タ を 読み 出す 場合 に は 、「 フ ァイル の 最後 まで 達し た 」 と いう こ 
と を 検出 し な いと な り ま せん 。 これ を 怠る と 「 フ ァイル が 終り に 達し 
まし だ (ERKR=62)」 と いう メッ セー ジ が 出力 され ます 。 

この メッ セー ジ は 、| ファ イル の 終り に き て いる の に まだ 読み 込 も う 
と し た と き に 出力 され る メッ セー ジ で す 。 よ っ て 、EOF 関 数 を 使用 
し て 、 フ ァイル の 終り に きた ら 読 み 込 み を し て は な り ま せん 。 
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各 13 草 ツア イル 操作 


これ で 一 通り の こと を 行ない まし た 。 

デー タフ ァイル の 新規 作成 ・ デ ー タ の 追加 ・ デ ー タ の 表示 と 、 こ れ 
だ け 知 っ て いれ ば 簡単 な デー タベース ぐら いけ は 作成 で きま す 。 

た だ し 、 既 存 の デー タ に 変更 を 加え る こと は で きま せん 。 

そこ で 、 次 に 簡単 な デー タベース を 作成 する と 共に 、 デ ー タ を 修正 
する デ グ クニ ッ ク を 店 信 し ます 。 
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デー タベース を 作ろ う 





13.3 


デー タベース を 作ろ うつ 


デー タ を 変更 で きる 電話 帳 


ここ で は 、 今 まで 学ん だ 知識 で 電話 帳 を 作り ます 。 

本 来 な ら ば プロ グラ ム の 仕様 書 を 作成 し て か ら プ ログ ラム を 書き ま 
す が 、 あ まり 長く な い の で 、 プ ログ ラム の リス ト を 先 に お 見 せ す る こ 
と 引 し まず 。 


人 き ソ ー ス リス ト PRG-NO55.BAS 





LAR CARA O) 
IDECLARE SUB MAINTITLE の 
DECLARE SUB DISP TITLES) 
DECLARE SUB APPDATA O 

SUB CNVDATA の 
DSPDATA 〇 


サフ ルー テ チン 群 






"O” が 押さ れる ま て 回 り 続け る 





メイ ン メ ニュ ー 表 示 













LOCATE 17, 46 
K$ ニニ INKEY$ 
PRINI K$ 
UNTIIL K$ <> "" 


入力 キー の チエ ッ ク 











入力 し た キー に より 


LOOP それ それ の 作業 開始 






SELECT CASE Ks$ 


CASE "0" ー 
ea 


CASE "1" 


終了 
メイ ン ル ー プ を 抜け る 





テー タ 追 加 
APPDATA 呼 び 出 し 





CALL APPDATA 


Z1.3 





じ ASE 













CASE 







し 
PRINI "End programs" 
END 


本 


CAL し 
1 Ia 


_ CALL DSPDATA 


CNVDA TA 


第 13 章 ファ イル 操作 





ーー ダグ 本 店 
CNVDATA 呼 び 出 し 












テー タ 表 示 
DSPDATA 呼 び 出し 









遵法 な 入力 の 場合 に は ルー プ に 戻る 





⑯SUB プ ロ シ ー ジ ャ APPDATA デー タ 追 加 用 


SUB APPDATIA 


OPEN "1EL. DAI" 







LOCAIE 3。 
LOCATIE 4。 
WRITE #]1。 
し OCAIE /。 
DO 

K$ 


IF KS ニニ “NM 


EXITI 
END IF 






間野 
人 上 
IELNAMES 。 EL 


| 生 * 


FOR APPEND AS #1 
end data")| SUB プ ロ シ ー シ ャ DISP で サフ タイ トル の 表示 


INPUI “"。 TELNAME$ 
INPUI ““"。 JEL き 


PRINI Continue ? [ Anykey 三 Yes。 NE No ] 


INKEYS 
LOOP_ UNIIL KS3 < で > パ デ 


DO 


CALL CARA 


LOOP 
CLOSE 日 1 
END SUB 


OR KS = "nn" THEN 


⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ CARA 入力 領域 の 消去 


SUB CARA 
BEEP 
LOCAIE 3。, 


LOCATE 4, 
LOCATE 7。 
END SUB 


2 8 
者 
』 * 





空白 を 指定 数 出力 する 関数 
( ) 内 が 出力 する 空白 の 数 





PRINT ISPACE$ 30) 
PRINT SPACE き 〈30) 
PRINT SPACE$ 〈50) 
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デー タベース を 作ろ う 


SUB プ ロ シ ー ジ ャ CNVDATA データ の 修正 


SUB CNVDATA 
OPEN "IEL.DAI" FOR INPUI AS # 


| " P. D FOR _.OI 結 2 は 作業 用 の ファ イル を オー プ 
CALL DISPC"Convert data*) ン OUTPUT モ ー ト ド に 注目 
作業 用 の 配列 を 確保 

ここ で は 1001 個 の 信 域 を 確保 

ファ イル が 終り に きた ら 終 了 








DIM TELNAME$ 〈1000)| 
DIM TELs (1000) 






DO 是 ee 
IF EOF(1) IHEN 
LOCAJE 7。 1: PREKINI File end... Hit anykey !“ 
DO 
LOOP UNIIL INKEYS < ラー ツジ 





COUNT = COUNT + 1 

INPUT #1, TELNAMES (COUNT) , TELS (COUNT) 

LOCATE 3, 21: PRINTI TELNAMES (COUNT) 

LOCATE 4, 21: PRINT TELS (COUNT) 

LOCATE 7。 1: PRINI “Are you sare ? [ Y ミ = Yes,。 N= No ] 


デー タ の 表示 。 表 示 を する 際 の 変数 に 注目 


人 | 





DO 
Ks = INKEYs [修正 が な い 場 合 に は 表示 し た デー タ を その まま 作業 用 の 
SELECT CASE KS | ファ イル に 書き 込む 
WRITE s2。 TELNAME* 〈COUNT) 。 TELs COUNT) 
入力 領域 消却 ーー 


LOCATE 7。 1: PRINI "Please input data“ 
LOCAIE 3。 21: INPUT の )。 JELNAME$S (て (COUNT) 


LOCATIE 4。 21: INPUT 「「。 IELS (て (COUNT) 
WRITE #2。 TELNAMES (COUNT) 。 IEL き (COUNT) 





EXII DO 「 し | 
END SELECT 修正 が ある 場合 に は , デー タ を 修正 し て その まま 作業 用 
の ファ イル に 書き 込む 






オー プン し て いた ファ イル を クロ ー ズ 


今 ま で デー タ を 書き 込ん で いた ファ イル を 
KILL ステ ー ト メン ト て 削 際 。NAME ス テー ト | 
メン ト て 作業 用 の ファ イル を TEL.DAT と す 
る 。 
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SUB プ ロ シ ー ジ ャ DISP サブ タイ トル の 表示 





SUB DISP (!』j」 し ビ $) 
じ し ら 
PRINI ーーーーーーーーーーー まま まま しら あま 5 ーーーーーーーーーー 一 
PRKINI 
PRINI 


PRINI Telepone number 

PRINI 

PR INT "ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー" 
END SUB 


人 SUB プ ロ シ ー ジ ャ DSPDATA デー タ の 表示 


SUB DSPDATA 

OPEN "IEL. DAT" FOR INPUT AS #1 

ALL DISP( ビ Print data") 

DO _ UNTIL EOF 《}1) 
INPUT #1,。 TELNAMES , TEL$ 
LOCATE 3, 21: PRINT TELNAME$ 
LOCATE 4,。 21: PRINT TELS 
LOCATE 7, 1: PRINT "Continue ? [ Anykey = Yes, N 
DO 


上 
レー 
= 
に つ 
3 


KS = INKEY$ 
LOOP UNTIL KS <> “" 
IF K$ = “"N" OR KS = "nn" THEN 


EXIT DO 
END IF 
BEEP 
LOCATE S, 21: PRINT SPACE$ 〈30) 
LOCATE 4, 21: PRINT SPACE$ (30) 
LOCATE 7, 1: PRINT SPACE$〈50) 
LOOP 
CLOSE #1 
DO 
LOCATE 7。 1: PRINT "File end... 月 it anykey !“ 
LOOP UNTIL INKEY$ <> "" 
FEND SUB 


⑩⑤SUB プ ロ シ ー ジ ャ MAINTITLE メイ ン メ ニュ ユー 表示 





SUB MAINIIILE 


記 証 ま 誠 ま ーーーーーーーーーー くく ぐ く TE し EPHONE し 1ST >>> ーーーーーー ニ ーーーー 
・ PRINT "Append data  【 1 ]" 

・ PRINT "Convert data [ 1 

・ PRINT "Print data 

: PRINT 
ーー 
* PRINT 


END SUB 


デー タベース を 作ろ う 


や や 長く な っ て し まい まし た が 、 今 まで 学ん だ こと を 忠実 に プロ グ 
ラム に 再現 し た だ け な の で 、 そ れ ほ ど 難 し く な いと 思い ます 。 

一 度 解 説 し た こと は 分 か る と 思い ます の で 、 重 要 な と ころ だ け 人 解説 
し まず 。 

も と も と シー ケン シャ ルフ ァイル に は 、「 デ ー タ を 修正 する | と か 「 デ 
ー タ を 削除 する 」 な どの 概念 は あり ませ ん 。 

デー タ を どん どん 蓄積 する 機能 に は 優れ て いま す が 、 残 念 な が ら 応 
用 力 が な い の で す 。 

そこ で 、 修 正 で き な い の な ら こ ちら で 対応 する 必要 が あり ます 。 本 
リス ト で は 、"CNVDATA" と いう SUB プ ロ シ ジ シー ジャ が デー タ の 修正 
の た め の ル ー チ ン で す 。 

まず 最初 に 、 作業 用 の デー タフ ァイル を 作成 し ます 。 この 時 、 OUT 
PUT モ ー ド で か な ら ず 新規 に 作成 する の が ミソ で す 。 この 点 は 後 で 分 
か り ま す 。 

信 に 配列 を 宣言 し ます 。 ここ で は 、1000 個 分 の 配列 を 宣言 し て 、 そ 
れ ら の 変数 に TELJDAT の デー タ を 全て ほう り 込 み ま す 。 

さて 、 デ ー タ を 修正 し な い 場 合 に は 配列 に 格納 し た デー タ を その ま 
ま 作業 用 の ファ イル (WRITE ステ ー ト メン ト を 使っ て ) TEMP.DAT 
に 書き 込み ます 。 ま た 、 修 正 が ある 場合 に は 、 配 列 に ほう り 込 ん だ デ 
ー タ を 無効 に し て 新しい デー タ を 書き 込み ます 。 そ し て 、 作 業 用 の フ 
ァイル に 書き 込み ます 。 

こう し て 、 全 て の デー タ を 参照 し 終 れ ば 修正 の 作業 は 終り で す 。 

最 化 に 、 元 の デー タ 、TEL.DAT を KILL ステ ー ト メン ト で 削除 、 そ 
し て 今 ま で 作業 用 に 使っ て いた TEMP.DAT を TEL.DAT に 名 前 を 変 


更 し ます 。 
親しい ファ イル を 作る こと に より 、「 デ ー タ を 修正 する 」 と いう 作業 
に 置き 換え て いる の で す 。 


さて 、 本 当 は 配列 な ど を 使わ な いで 、TEL.DAT の 内 容 を 読み 込ん だ 
旬 数 を ダイ レク ト に 修正 し 、 そ れ を 作業 用 ファ イル に 書き 込ん で も い 
い の で す が 、 配 列 を 使う こと に より 、 様 々 な 可能 性 が 出 て きま す 。 

第 一 に 、 全 て の デー タ は 配列 の 添字 を 見 る こと に より 、 番 号 で 管理 
で きま す 。 し た が っ て 、 検 索 な ども 簡単 に で きる よう に な り ま す 。 
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また 、 こ の 応用 に より デー タ の 削除 に も 利用 で きる で し ょ う 。 

や や 高度 な 内 容 に な っ て し まい まし た が 、 が ん ば れ ば きっ と 理解 で 
きる と 思い ます 。 分 か ら な か っ た ら も う 一 度 リ スト を 見 直し 、 ま た 改 
造 し て ファ イル 管理 を 理解 し て くだ さい 。 

寮生 し て み ま し ょ う 。 


g イ ンタ プリ タ に よる 実行 結果 
・ メイ ン メ ニュ ー 


Append data E 表 


し OnAVeGTt aagta 【[ 用 』 


Print。data 
END E 答 
Please number [ 」 
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"1 を 入力 (デー タ 追 加 ) 


ーーーーーーーーーーー くく ぐ Append data >>> ーーーーーーーーーーー 


Name ・ MATIUDA TOSHIHIKO 
Telepone number : 03-123-4567 


"N 以外 の キー を 押 
Continue ? [ Anykey = まき S。 MM = No } す ーーーーーー す と さら に デー タ が 道 

加 で きる 
ーー 、 、、 ぞ で で Append data >>> ーーーーーーーー ニ ーー 一 


Name ・ TATUKAWA RE TIKO 
Telepone number : 052-987-6543 


" "N を 押し た の て 終 
Continue ? [ Anykey = Yes, N = No ]〕 [Ns 一 一 る 。 メイ ン メ ニュ ー に 
戻る 
“の を 入力 (デー タ の 修正 ) 


ーー ーーーーーーー で くく ComVert data >>> ーーーーーーーーーーー 


Name ・ MATIUDA TOSHIHIKO 
Telepone number : 03-123-4557 


ーー ニーーーーーーーーーーー-ー…ー ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー 


-N” を 押す と 次 の テ 


* み ーー 一 』 ] 
Are You Sare ? [ Y 6 あき 。 N No 」] ルス 


ーー ーーーーーーー ニ ーー そく ぐ Convert data >>> ーーーーーーーーーーー 


Name ・ TATUKAWA REIKO 
Telepone number : 052-987-654 3 


" の 久 ek 所 43ーー-- Y を 押し た の で デ 
Are you sare ? [ Y Yes,。 N No ] IyI ー タ を 修正 


ーーーーーーーーーーー くく ぐ Convert data >>> ーーーーーーーーーーー 





: |TATUKAWA REIKO 
052ー876-5432 





Name 


新しい デー タ を 入力 する 
Telepone number 





Please input data 


ノ 1 ツ 





更 13 草 ファ イ ルレ 操作 


・“3 を 入力 デー タ の 表示 


nsaerpce 2 人 T 委 才 旨 二 公 二 55 み "mm ニー ニョ ーー テー 


Name ・ MATUDA TOSHTIHIKO 
Telepone number : 03-ー123-ー4567 


| し た の や 
Continue ? [ Anykey = Yes,。 N ミ = No ] |Y| さ ーーーー 次 の デー タ が 表示 され 


Proprones 2505 和 E が 性 吉 人 PP emem 


Name ・ TAIUKAWA REIKO 
Telepone number : |U052-876-5432 | き ーーーーー ち ゃ ん と 修正 され て いる 





Continue ? [ Anykey = Yes, N = No ] IN 一 “N" を 入力 し た の て 終了 


・“0” を 入力 (プロ グラ ム の 終了 ) 





End programs 
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Quick BASIC に は 、 大 変 強力 で 、 し か も 簡単 な グラ 
フィ ックス 専用 の ステ ー ト メン ト が 豊富 に あり ます 。 

今 ま で 収得 し た 技術 だ け で も 、 む ろ ん 素 晴らし い プ 
ログ ラム が 書け る と 思い ます が 、 グ ラフ ィ ッ ク を 使え 
ば 、 も っ と 美しく 、 ま た 護 得 力 の ある プロ グラ ム が 書 
け ま す 。 

グラ フィ ッ ク を 操作 する の は 、 案 外 と 面倒 な こと が 
付き 物 で す が 、 こ こ で は 、 簡単 な LINE ス テー トメ ント 
を 使っ て BOX な ど を 描い て みる こと に し ます 。 

また 、 最 後に は LINE ス テー トメ ント を 応用 し 、 ア ニ 
メー ショ シン や を 行なっ て みる こと に に しま しょ よう 。 





モー ド を 知る 


14・] 


モー ド を 知る _ 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 





グラ フィ ッ ク 出 力 び で きる と ころ 

今 ま で 私 達 が 文字 を 出力 し て いた 画面 を テキ スト 画面 と いい ます 。 

キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 し た り 、 ま た 、 変 数 な どの 内 容 を 表示 し 
だ た りす る 画面 で す 。 こ の 画面 に は 終 め の 線 を 引い た りす る こと が で き 
ませ ん 。 

不 特定 な 線 を 引い た り 、 あ る 範囲 を 特定 の 色 で 塗り つぶ し た りす る 
に は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と 呼ば れる 画面 に 出力 し な く て は な り ま せん 。 





テキ スト 画面 ヒ た ブラ フィ ッ ノ ク 画面 





① テ キス ト 画 面 
テキ スト 画面 は 、 透 明 な セロ ハン ( が ut に 出力 す 
る と 後ろ に ある 画面 が 透け る の で 、 有 白い 文字 を 書け mw 


グッ キリ と 浮き 上 が っ て 見 えま す 。 まだ 、 Fmicwykhcrmn 
うに クッ キリ と 見 えま す 。 

し が し し 。 mr 本 と どう な る で し ょ う 。 後ろ の 画面 が 黒 な の 
で 文字 に は な り ま せん 。 カ メレ オン が 保護 色 を 使う よう に 、 文 字 は 後 
ろ の 画面 に 溶け 込ん で し まい ます 。 


② グ ラフ ィ ッ ク 画 面 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 、 テ キス ト 画 面 の 下 に あり ます 。 Quick BASIC 
を 起動 し た 直後 で は 、 黒 に な っ て いま す 。 
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ここ の 画面 に は 、 自 由 に 線 を 引い た り 、 ま た 円 を 描い た りす る こと 
が で きま す 。 場合 に よっ て は 、 あ る 色 で 塗り つぶ すこ と も で きま す 。 
先ほど テキ スト 画面 は セロ ハン に 似 て いる と 述べ まし た が 、 グ ラフ ラフィ 
ッ ク 画 面 に 線 や 円 を 描く 、 塗 りつ ぶす な どの 作業 を 行なっ て も テキ ス 
ト 画面 に は 影響 あり ませ ん 。 

つま り 、 出 力 す る デー タ を 扱う と ころ が 、 別 の 信 域 に 確保 きれ て い 
る の で す 。 


こう し て それ ら の デー タ は 同時 に 画面 に 出力 され る の で 、 あ た か も 
同じ 画面 に ある よう に 見 える だ け で す 。 し た が っ て 、 画 面 を 見 る 限り 
で は 一 つの 画面 の よう に 見 え を ます が 、 テ キス ト 画 面 の 文字 を グラ フィ 
ッ ク 画 面 に 取り 込ん だ り (不可 能 で は な い ) グラ フィ ッ ク 画 面 の 絵 を 
テキ スト 画面 に 出力 する こと は で きま せん 。 

た だ し 、 い くら お た が い に 和 干渉 し あわ な いよ うな と ころ に デー タ を 
確保 し て いる か ら と いっ て 、 黒 い 画面 に 黒 で 文字 を 書い て も 見 えま せ 
ん ね 。 

これ が テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 概念 で す 。 
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グラ フィ ッ ク を 使っ て 絵 を 描こ う 


ツラ フィ ッ ク を 使っ て 絵 を 描こ う 


14.2 


LINE ス テー トメ ン ト の 使い 方 





グラ フィ ッ ン ク 画 面 の 範囲 
グラ フィ ッ ク 画 面 に は 、 テ キス ト 画 面 の よう に 範囲 が あり ます 。 

LOCATE 文 で は 、 画面 の 左上 が 1.,1、 右 下 が 25.80 で す 。 こ れ が テキ 
スト 画面 に 出力 で きる 範囲 で すね 。 

で は 、 グ ラブ ィ ッ クタ 画面 は どう な っ て いる の で し ょ うか 。 次 で 詳し 
解説 し ます が 、 グラ フィ ッ ク 画 面 は 全て 点 で 操作 する た め 、 そ の 範 
時 は テキ スト 画面 と は 比べ 物 に な ら な い ほ ど 細 か く 分 か れ て いま す 。 

画面 の 左上 は 0.0 と な り 、 右 下 は 639.399 と な り ま す 。 


⑥⑮⑤ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 範囲 


639.333 
了 
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この よう に 、 画面 の 中 心 は 320,200 と 現さ れ ま す 。 また 、 左上 や 右 下 
も この よう に 表現 きれ ます 。 

縦 方 向 は 0 399 ま で 、 横 方 向 は 0 639 ま で と な っ て いま す 。 これ 
ら の こと を ピク セル と か ドッ ト と か いう 呼び 方 を し て いま す 。 つ まり 、 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 最小 単位 は 1 ピク セル も し く は 1 ドッ ト と いう こと 
区 な り ま す 。 

これ ら の 表現 方 法 は 、 グ ラフ ィ ッ ク を 出力 する 場合 に は か な ら す 出 
て くる の で 、 覚 えて くだ さい 。 


図形 を 描く 

コン ピュ ー タ の グラ フィ ッ ク は 、 全 て 点 で 表 さ れる こと が 分 か り ま 
し 

テキ スト 画面 に 表示 する 文字 な ども 点 を 一 つの 集合 に し た も の で す 
が 、 そ れ を 操作 する こと は で きま せん 。 し か し 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で 
は それ ら の 点 を 目 由 に 組み 合せ た りす る こと が で きま す 。 

点 を 一 直線 に 並べ る こと で 線 を 描き 、 丸 く 並 べ る こと で 円 を 描き ま 
す 。 ま た 、 一 定 の 色 の 点 で 埋め 尽く せ ば 徐 りつ ぶす こと に な り ま す 。 
この よう に 、 グ ラフ ィ ッ ク は 全て 点 に よっ て 表現 し て いま す 。 

だ た だ し 、 点 だ け で 操作 する の は 大 変 で す 。 

そこ で 、 線 を 書い た り 円 を 描い た りす る の に 便利 な ステ ー ト メン ト 
が Quick BASIC に は 用 意 き れ て いま す 。 

これ ら の ステ ー ト メン ト を 使っ て 、 実 際 に 絵 を 描い て み ま し ょ う 。 





線 を 引く 講和 902ORLUYONIR0 も めい 
編 を 引く に は 、LINE ス テー トメ ント を 使い ます 。 
@@ す LINE ス テー トメ ント の 書式 @@ 
LINE (X1-Y1) - (X2-Y2),[ 色 ] 
X1・Y1 は 、 線 を 描く 始点 で す 。 ま た 、X2・Y2 は 線 を 描く 終点 で 
す 。 始 点 と 終点 は 、 縦 方 向 、 横 方 向 共に 指定 し ます 。 
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ゲラ フレ みみ を 人 何 コ ーー る を と 持 ー ュ 
クラ フィ ッ ク を 使っ て 繧 を 描こ う 





や や 面倒 で す が 、 変数 が 使え る の で 、 大量 の 線 を 引く と き に は FOR 


文 な ど を 用 いて ルー プ に か けれ ば 簡単 に 線 が 引け ます 。 

また 、「 色 ] は 、 線 を 描く 色 で す 。 こ こ に は COLOR ス テー トメ ント 
で 使う 番号 を 指定 し ます 。 

それ で は 、 実 際 に 図形 を 描く プロ グラ ミン グ で す 。 


⑤ ソ ー ス リス ト PRG-NO56.BAS 








EL.S 
LINE(0, 0)-〈639, 399) , 4' 


PRKINI “Hit anykey !" 
DO 
LOOP_ UNTIL INKEYS <> “"" 


人 き 〇 イン タプ リタ に よる 実行 結果 





_Hit anykey ! 


画面 の 左上 か ら 右 下 ま で 、 一 直線 に 赤い 線 が 引け た と 思い ます 。 
急 を 描く こと が 分 か っ た の で すか ら 、 今 度 は BOX 型 の 線 を 引い て み 


まし 。 まま 。 
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BOX を 描く RM 
BOX 型 の 線 を 引く に は 、 LINE ス テ 一 ト メン ト を 繰り 返せ ば いい の 
で す が 、 い ちい ち LINE ス テー トメ ント を 繰り 返す の も 面倒 で す 。 何 か 

いい 方 法 は な いで し ょ うか 。 
実は 、LINE ス テー トメ ント に は BOX を 描く の に 便利 な オプ ショ ン 
が 用 意 さ れ て いま す 。 





@@LINE ス テー トメ ント の 書式 、 BUX を 所 く 多 久 
LINE (XY1) ー Ce- Y2)。 「 色 ]. B も し 〈 く は BF 
B オ ォ プ ショ ン を 選ぶ と 、X1・ Y] と X2- Y2 を 対角線 と する ボ ックス を 搬 
き 、BFE オ プシ ョ ン を 選ぶ と 、X1・Y1 と X2・Y2 を 対角線 と する ボッ ク 


ス を 描い た 上 、 中 を 指定 の 色 で 塗り つぶ し ます 。 
デ ウ リグ ラミ ング し て あま しょう づ 。 


@ ソ ー ス リス ト PRG-NO57.BAS 


じ し S 


LNE (Du 0) (639, 399) , 4 , 回 “ーー れ を 追加 
O 


PRINI "Hit anykey !" 
LOOP UNTIL INKEY$ <> "" 
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@ イ ンタ ブリタ に よる 実行 結果 






Hit anykey ! 


まち を オプ ショ ン を BE に 変更 する と 次 の よう に な り ま す 。 


ー ゃ 


@⑤ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結 索 





HIt anykey ! 


メン ゲ 


FE = 人 - 
叶う 1 4 本 Pd ー ア アプ イ \ ソ グ P 


この ほか に も BOX を 描く テク ニッ ク は あり ます が 、LINE ス テー ト 
メン ト だ け で 十分 だ と 感 い ます 。 

グラ フィ ッ ク を 描く スピ ー ド も 早く 、 ま た 、 オ プシ ョ ン 1 つ で 自由 
に 塗り つぶ し た り で きる の で 、 便 利 で すね 。 


アニ メー ショ ン 





さて 、 ボ ックス の 最後 に 、 ち ょ っ と し た アニ メー ショ ン を 行なっ て 
み ま し ょ う 。 

アニ メー ショ ン の 原理 は 、| 絵 を 描く 」、「 少 し ずら し て 絵 を 描く 」、 
元 の と ころ に あっ た 絵 を 背景 の 絵 と 同じ 色 に する 」 と いう こと の 繰 
り 返し です 。 

この 動作 を 早く 行なう こと で 、 あ た か も 絵 が 動い て いる よう に 見 ぇ 
る 6 わけ で すね 。 

この よう な 、 反 復 単純 作業 は コン ピュ ー タ が 得意 と する と ころ で す 。 
ここ で 簡単 な アニ メー ショ ン を 作成 し て み ま し ょ う 。 


人 ⑤ き ソース リス ト PRG-NO58.BAS 


C し く 

AX 三 320 

Y = 200 

PRKINI “Hit anykey is start. 





移動 する プロ ッ ク を 表示 


LOOP_ UNTIL INKEYS <> ツリ 


CLS 

PRKINI "Hit anykey is end programs. XX ニ Y ニ * 
COLOR 3 ー プ ロッ ク の 移動 点 を 表示 。 PRINT へ USING ス テー トメ ン 
0 ト は , 書式 付き 表示 の テク ニッ ク 





USING " 失 打 ": 
! 
表示 國 た ロッ ク を 削除 。 

バッ ク グ ラン ド を 同じ 色 に する 






PRINT 
PRINT USING 
Y + 5). 





LOCATE 1, 35: 
LOCATE 1, 44: IPI 
LINE (X, Y)-〈X + 5, 
IF Y < 5 THEN 
FLGY = 0 
END IF 

IIF Y > 395 THEN_ 




















1 移動 する ブロ ッ ク の 方 向 を 決定 
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グラ フィ ッ ク を 便 っ て 繧 を 抽 こ う 








IF X < 5 THEN 
FLGX = 0 
END IF 







2 フロ ッ ク の 移動 


フロ ッ ク の 移動 量 に 従い プロ ッ ク を 表示 


ー デ ミー ルー プ 





LOOP UNIIL INKEYS < っ > の 
COLOR 7 
END 


ブロ ッ ク が 画面 の 中 を 動き 回 る プロ グラ ム で す 。 

まず 最初 に 、 動 か す ブ ロッ ク を 表示 し ます 。 次 に ブロ ッ ク を 消し ま 
す 。 そ し て ブロッ ク を 少し ずら し て 表示 し ます 。 こ の 繰り 返し が 本 プ 
ログ ラム の 主 だ っ た 作業 で す 。 

た だ 、 ブ ロッ ク を 動か し た だ け で す と 、 い つか は 画面 か ら は み 出 て 
し まう の で 、 画 面 の 範囲 を 超え を たら 、 ブ ロッ ク の 移動 する 方 向 を 変更 
する 必要 が あり ます 。 

プロ グラ ム 上 で は 、① の 部 分 が プロ ッ ク の 移動 先 を 変更 する ルー チ 
ン で す 。 
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X・Y 共 に ブロ ッ ク の 移動 先 を 示す 値 を 格納 し て あり ます が 、 こ れ ら 
の 値 が 画面 か ら は み 出 る 、 つ まり 、0 か 399 も し く は 0 か 639 を 超え た ら 
ブロ ッ ク の 移動 先 を 変更 し ます 。 

例え ば 、 ブ ロッ ク が 画面 左上 か ら 右 下 に 向かっ て 移動 し て いる 場合 、 
X<Y の 値 は プラ ス さ れ 続 け ま す 。 こ れ が 、 画 面 の 右 下 に き て し まっ た 
場合 に は 、 今 度 は X%・Y の 値 を マイ ナス すれ ば いい の で す 。 

これ を プロ グラ ム 的 に 行なっ て いる の が 、① と いう こと に な り ま す 。 

また 、 こ れ ら の 情報 を 元 に 、 実 際 に 移動 先 を 決め て いる の が ② で す 。 

ここ で は 、① で 得 た ブロ ッ ク の 移動 方 向 を 元 に 、X・Y に 数 値 を プラ 
ス す る の か 、 も し く は マイ ナス する の か を 実際 に 行なっ て いま す 。 つ 
まり 、 実 際 に X・Y の 値 か ら 数 値 を プラ ス し た り マ イナ ス し た り し て い 


ます 。 
これ ら の 値 を 元 に 、 次 の 行 で ブロ ッ ク を 少し ずら し て 表示 し て いま 
す 。 


次 に 、 ダ ミー ルー プ で 時 間 稼 ぎ を し ます 。 こ こ で 時 間 を 稼ぐ こと に 
より 、 画 面 に 少し の 間 ブ プロ ッ ク が 表示 され ます 。 

そし て 、DO.…LOOP の 先頭 に 返り 、 今 表示 し て いた ブロ ッ ク を 消し 
ます 。 

文章 に する と 長い で す が 、 実 際 は か な り 高 速 に 行なわ れる の で 、 ブ 
ロッ ク は 付い た り 消 を えた りす る の で は な く 、 移動 し て いる よう に 見 え 
る こと に な り ま す 。 

な お 、 私 は 9801 RA2 を 使っ て いた の で 、 ダ ミー ルー プ ブ を 5 回 と し ま 
し た が 、 実 行 の 遅い マシ ン の 場合 に は 、 ダ ミー ルー プ を 削っ て し まっ 
て も 構い ませ ん 。 

また 、 そ れ で も 満足 の いか な い 速 度 で ブロ ッ ク が 動く 場合 に は 、 画 
面 に ブロ ッ ク の 現在 位置 を 表示 する PRINT USING.… の 2 行 を 削除 し 
て くだ さい 。 


LOCATE 1, 35: PRINT USING " 衣 # XX 
LOCATE 1, 44: PRINT USING" 退 # YY 


実行 し て み ま し ょ う 。 
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グラ フィ ッ ク を 使っ て 繧 を 描こ う 


⑮ イ ンタ ブリ タ に よる 実行 結果 
初期 画面 





Hit any key iS Start. 


ブロ ッ ク が 動い こい る と ころ 


Hit anykey iS end programSs. X = 396 Y = 276 
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(Quick BASIC 


ーー am 『 


wm 


よ 、 


ES も 


| 
2 

3 # 
4 $ 
5 26 
6 & 
6 

8  ( 
9 ) 
0 

\ | 
B S 
TAB 
O 

W 

E 

1: 


| 
| 
| 
| 
「 


バリ 二 
ヽ 


キー ボー ドコ ー ド 表 


ASCILI コ ー 


これ ら 両 方 の コー ド を 示し ます 。 
な お 、 コ ー ド は すべ て 16 進 数 で 表記 し て あり ます 。 


キー | スキ ャ ンコ ー ド | ASCI SHIFT 


UU 1B 
U | 3 | 
0Z 32 
03 33 
04 24 
05 35 
Ub 36 
07 37 
08 38 
03 39 
0A 30 
0B 2D 
0C 5E 
UD 5C 
UE 08 
OF | 09 
0 7| 
中 | 7 
1Z 65 
| 3 | 72 
つべ べべ べべ 





ド と 呼ば れる 、 統 


1B 
Z | 

〆〆 
と 
4 
Z9 
と b 
Z / 
Z6 
と 
3U 
3D 
5 上 
7C 
U6 
03 
5I 

す / 
45 





由 | の コー ド と スス キャン 
コー ド と 呼ば れる 、 PC98 シ リー ズ の 内 部 コー ド の 直接 指定 と が あり ます 





GRPH 





キー | スキ ャ ンコ ー ド | ASCII | SHIFT 


14 74 54 14 





5 
Y 15 79 。 | 59 |  i9 
U 16 75 55 15 
| 17 。 | 9 | 49 | 09 
0 I8 。 | 6F 4F OF 
P 19 70 50 10 
@ IA | 40 7E 

[| | | ijB 5B | 7B |  IB 
RETURN IC | 0D 0D 0D 
CTRL | 74 
CAPS 7| 

A ID 6| ーー 41 | Oi 
S IE 73 。 | 5s3 | 13 
D IF 64 。 | 44 | 04 
F 20 66 。 | 46 | 0e 
G 2| 67 47 07 
H 22 68 。 | 48 | 08 
J 23 。 | 6A 4A 0C 
K 24 6B 4B 

L 25 | 6C 4C 

ま 26 3B 2B 

ボ | 27 3A 。 | 2A 

『 28 | 5D 7D ID 
L SHIFT 70 | 

Z 29 7A 5A IA 
X 2A 78 。 | 58 18 
C | 2B 63 。 | 43 03 


mierccn 


Sg 。 5 軸 っ 


が 

R SHIFT 
GRPH 
NFER 
SPACE 
XFER 
COPY 

| 

2Z 

Ts 3 

f・4 

「* 9 

*b 

f・/ 

f・8 

9 

10 
ROLL UP 
ROLL DOWN 


は の 
61 
5Z 
53 
54 
55 
56 
57/ 
59 
59J 
6A 
5B 
36 
37/ 


ZU 
ST0P 


00 十 3B 
00 十 3C 
00 十 3D 
00 十 3E 
00 十 3F 
00 十 40 
00 十 4| 
00 十 42 
00 十 43 
00 十 44 
00 十 5| 
00 十 49 
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ZU 
60 


00 十 54 
00 十 55 
00 十 56 
00 十 57 
00 十 58 
00 十 59 
00 十 5A 
00 十 5B 
00 十 5C 
00 十 5D 
00 十 5| 
00 十 49 





CTRL GRPH 


6 
0Z 
OE 
0D 


と U 





INS 
DEL 
| 
| 
HOME 
HELP 


士 の の 尽 ※ つら oo = ホ J へ 


cy PO の 一 


RERURN 


39 
9 
3A 
3B 
3C 
3D 
3E 
3F 
40 
4 | 
4Z 
43 
44 
45 
46 
4 / 
46 
49 
4A 
4B 
4C 
4D 
4E 
4F 
っ U 
|C 


00 二 52 
00+53 
00 十 48 
00 十 4B 
00 二 4D 
00+50 
00 十 47 
00 十 4F 
40 
4I 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
4A 
4B 
4C 
4D 
4E 
4F 
50 
IC 


ン 9/ 





00 十 52 
00 二 53 
00 二 48 
00 十 4B 
00+4D 
00+50 
00 二 47 
00 十 4F 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
4A 
4B 
4C 
4D 
4E 
4F 
50 
IC 


CTRL GRPH 








@⑥ 記 王 

す (足し 算 ) も も る の の るる の さら の る る る る さる る お する の さる る ゆる さる る する まあ る の 川 | 
5 (引き 算 ) do の る の や も の の すす の の や ある や あの あや ら る る あの きる も ある もら と る の むる 川 | 
玉 (掛け 算 ) ooo の でる の の の の も の る の もの さあ もら る の る の る も る る さる も る で る る る らら る る 川 | 
の (割り 算 ) TTYTTTYYYLLCLLLCELLLLCLLLLLLLCLLLLLLL 川 | 
ー- (比較 涯 算 子 ) TTPTTTYTYYYYTYEYYYKYLLLLKLEYYYKP 間 le 
・ (比較 演算 子 ) ee 5 
ーー (比較 涯 算 子 ) oosoeeeeeeeeeeeoeeeeoeeeeeee ゃ ee 5 
<> (比較 演算 子 ) ……………… の ひひ の ドコ 5 
( 比較 澤 算 子 ) scoeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 5 
>ー (比較 深 算 子 ) て て て 5 
\ ご UHF TTYTTYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYEYLYYLKLLP 3C 
アル ファ ベッ ト 

AN[D (論理 柄 ) otooeeoot る も の る る る る る や ら の る る も る る さも る も の る る る 川 / 
ATCJKB YYTTTYTTYYYTYTYYYYYYYYYTYYYPYYYTTTYYYYPYELLL 4 
AU 100 ヒ 上 ヒメ 上 (ロロ AT oooeoeeeeeeeeeeeee る eeeeeeee ph 
口 IN すす すす すす で すす すす すす ミ で です ャ ミド ミミ FL Ph 
し HAIN も の の wo の さる の さる る も の の や の の お の ら あ の の ゆる る きる の の きる ら の ああ る ああ る る ある る | dh 
(LO ご 文 TTYTTTTTTTTTTTYYPTYTTTTYYPTYPLLLLYTTLLLLLLT HI 
(OL()H 文 CTTYYYTPYPPPPPPTLTLLLL LLC /d 
(UNFI(G ご Y ご の も の も る の G の の る の る も の る や る さる ある る ら る ある る の の さる も る ある る り ロ 
(ON ご | TTYTTTTTTTTTTLLLYLLLLLCLLCLELLLELLLKLEEELL | 9 
TTYTTELTYTELLLLLLLTLLLELL PTCCTTTKTTYYTKLLLLLLLLLLL eeeee | 5 
上 (| AH ロト So の oo の も の の る の る お の の る の の の で る る の も の も るる る る るる の ゆる 155 
[IM らら もら る さる きき | /4 
[ )() 又 YYTTTYYYYTTTTTYYYTYYTTYYLTYLLYYYYKYLEYTEKLKEYP |3b 
ヒ 巨 TIOH 下 己 TTYTTYTTYUTTYYYTTYYYTTYKYTTYYTYLTTYTPYTT 
F メ ヒビ フ ァイル YYTYTTTYTYYYYYYTYYYTYYYYYYYYYYTYrYP ll 
EXE モ デル ドド 36 
EXIT DO ] 4p 
= 引 ち y2 還 CCCCCCLLTTPPPPTTPPPTPPPPPTTPPPETPPTYSPPYPP ] PB 
FE p/ 34 
FUUNUDU TION oo ooo の の の の の の らら の る の る も さら る の らき の の の ら る ら る ら る る の る | 4H 
FUNDCTION プ ロ シ ー ジ ャ ……… 17.168 
| ) YYTTYYYTPTTYYCYLLCLLLLLLLULLKKLYTELTLYLLLLLTYLLLLLL dd] 
| ト 又 TTYTYTTTPTTY YKLLLCLLLLLLLLE LTLLLLTKL と に 四 1 


6 ご /E 


IN IT 六 で … で に ee B5 
上 AMKaBRAR り ] ロ 
eeoeeeceeeeeeeesseeessssecescesessssseso の ロ 
LOODATE 文 oo 3 
| M ご - 昌 ご TTY | 
M ご -KANJ| 作 品 | TTYTTTYYLYLCLPLKCELLLLLL LLC LL rd 
) | MG-WINDOWS …… の rrmemoreoroeooeemeee・ の 
NFW-OUNF お Y TTYTTTTTLLTLLLLLLLLLLLLL JJ 
NEW-PATHIBAT で treoomorererm い 99 
NT ( 香 定 ) で Geeeeeeeeeeceoeccccoe 1] 人 
中 月 (有馬 理 利和 yomeooeomzeoseescaoo 7 
2 り 』 
ASA Le 
PRHINT 文 で の の お の る の の も も おる の の の や の の か のち る の の さる や の や の の の や や の @ る で や の る の る // 
ulok フ BASIC の 実行 形式 … ぐ の の le の の … 46 
| 所 徹 yeeeeeeewronmemena ]11.117 
上 「 ピロ 上 メト woeoo の る の も も る の の の の の る ちる る の る る や や や る の の や ちの の の ゆき 、 Pb 
GHARHED で に ] 7H.179 
ご 上 ピロ オプション ee |/ 
1 全 |5 人 OO て 和 | 語 に 7 
ご 日 プロ シー ジャ 人 15.154 
VJE-Z VBEPoo り / 
WHILEL 文 ooo 13] 
| W あ 行 
アニ メー ショ ヨン が omoyesscsescsoecsscssoscs の | 
イベ ント ラッ ピン グ の …… の の の の eee 1 
| アジ グー 人 羽 フ アイ 用 eeenyeeeweseewems FH 
イツ ズ トー 用 eeyeheeyevees りり 
や ike 3B.44.47 
ウォ ッ チ ウィ ンド ウト 下條 eteecesesesseseos 47 
| エラ ー ト ラッ ピン グ …… ぐ oe dp 
| @ か 行 
掛け 算 (素人 eae 研 上 上 上 eo] 昌 ] 
可変 胡 文 字 列 ooo 7 
軸 滋 3 が SawadakeeaehRaocwes B] 
偽 (比較 滋 儲 子 ) …… 必 eeeeeeeeeeemee ]05 
ee on 


人 ''x 々 z ヶ 々 ぇ 々 nn ] 4p 
行 番号 oo | 
クイ ッ ク ラ イブ ラリ ・…… 生生 Da Bd 
チー ラプ ザ ツク 画面 osoewewoeeeeeeee は XN5272 敵 じ 2 で | 
人 NANO2 19R | 
クリ ッ プ ボー ドド ドド ドド いし B] 
グロ ー バ ル 変 数 で … の 属 …………… の 155.]78 
固定 小数 点 eo d3 
固定 長文 字 列 … 上 上 …………… 0 ・ ロ 7 | 
コン パイ ラ 告 語 … 心 ………… 本 5 
コン パイ ルー …… の いい いい dB.3H.4H 
@ で 人 行 

サブ ルー チン …… 4 147.1B | 
Pt グラ 放 emmmmw | 
シー ケシ ャ ルフ ァイル … で ドド ee の Pr 
四 肖 半鐘 mo ]] 
実行 形式 の プロ グラ ム 作 成 ………………… バ 38 
季 件 判断 を 未 尾 で 行 な つ ooeeeoeseeeeepeeeeeeeeee | 4 
条件 分 財 信 …r… ド oo ・] | 
真 (比較 演 筐 子 ) の 選 ー む ユ や 人 emem 5 
人 蛋 型 変数 0 の お の も る も る ある も の あの る あの ら る ちら る る ある な の eeeeeeeeeeee HC 
ステ ー ト メン トー meeoeeoeo… esseeeeeeeeseeeee | 5 
セッ ト ア ッ プ … ぬ ドド ドド ooneonroere・ の 
セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ イー 上 ………… の の の P7 
先頭 で 条件 判断 を 行なう ………… 生生 ] 38 
ソー スリ スト ニーrtitiiGGG で いく くい で oss 3H 
ソフ トウ ワウ エアー"…i 和 に り / 
@ た 人 行 

ダイ アロ グ ボ ックス ………… むす も ぶる る の る の ゃ る る る ある る ロ / 
足し 位 ( 十 )……… の eee ]] 
デー タフ ァイル ……‥………… ekd の ゆる の みる る ら な る csseeeeee | HH 
デー タベース バー ドド ドド で り ] 3 
デー タタ を 書き 込む seeeeeee の ぐる も る の る の る さや で あさ ぶら ゃ むる お る る る の る nl/ | 
デー タタ な 読み だ す ドド ドー pooeeaee Pl “ 
定 者 iii ーー 69 
テキ スト ファ イル ドド ドー 5H 
テキ スト 画面 で 人 O 他 … ee PCd 
衝 立 型 克 X ビ ファ イル ドド eee ロ ] 


トラ ッ ピ ンプ ドド ドド ト トト 84 
@ は 人 行 
ハハ 一 ドウ ェ ア P tt で rm に oe 2 
ハー ド デ ィ イ を OTNEPSNTNETEYELIIELKLIHELILLIEITTETYYEE JJ 
本 eee | 74 
比較 演算 子 … 憲 で そつ で で ドド ooo 5 
引き 算 (-) oo |] 
ビュ ー ウ ィ ン ド ウト oe に eeeeeeerereeeeeees ロ / 
ファ イル の オー フン ドド ドド に ee ・PH3 
浮動 小数 点 …… いい エ ee H 
べき 乗 ( 1) ぐ … の …… ト ドド < ]] 
変 才 oo こく やく くる の oe と の oo d] 
変数 の グロ ー バ ル 化 …… 〇 で で ee cosees ] 78 
変数 の ロー カル 化 | ……… に oo ]B 
| @ ま 行 
_ 無限 ル - ブ 人 ーー に eee の 134 
文字 型 変 者 QR 
モジ ュー ルー Gt…tGG い moe 5d 
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